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平
成
十
九
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
が
、
小
学
校
第
六
学
年
及
び
中

学
校
第
三
学
年
の
原
則
と
し
て
全
児
童
生
徒
を
対
象
に
、
四
月
二
十
四
日
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
の
趣
旨
は
、
平
成
十
七
年
十
月
二
十
六
日
の
中
央

教
育
審
議
会
答
申
「
新
し
い
時
代
の
義
務
教
育
を
創
造
す
る
」
の
提
言
に
あ
る

よ
う
に
、
義
務
教
育
の
構
造
を
改
革
し
て
、
そ
の
質
の
保
証
・
向
上
を
図
っ
て

い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
四
月
二
十
五
日
の
「
全

国
的
な
学
力
調
査
の
実
施
方
法
等
に
関
す
る
専
門
家
検
討
会
議
」
の
報
告
に
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
調
査
の
目
的
は
、
①
全
国
的
な
義
務
教
育
の
機
会
均
等
と

そ
の
水
準
の
維
持
向
上
の
観
点
か
ら
、
各
地
域
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
学
力
・

学
習
状
況
等
を
把
握
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
及
び
教
育
施
策
の
成
果

と
課
題
を
検
証
し
、
そ
の
改
善
を
図
る
こ
と
、
②
各
教
育
委
員
会
、
学
校
等
が

全
国
的
な
状
況
と
の
関
係
に
お
い
て
自
ら
の
教
育
及
び
教
育
施
策
の
成
果
と
課

題
を
把
握
し
、
そ
の
改
善
を
図
る
こ
と
で
す
。

　

調
査
の
内
容
は
、
教
科
に
関
す
る
調
査
（
国
語
と
算
数
・
数
学
）
と
生
活
環

境
や
学
習
環
境
等
に
関
す
る
質
問
紙
調
査
（
児
童
生
徒
対
象
と
学
校
対
象
）
で

す
。
教
科
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題

と
、
主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題
の
二
種
類
か
ら
な
り
ま
す
。

　

主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題
は
、
①
身
に
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
後

の
学
年
等
の
学
習
内
容
に
影
響
を
及
ぼ
す
内
容
や
、
②
実
生
活
に
お
い
て
不
可

欠
で
あ
り
常
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
知
識
・
技

能
な
ど
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。
主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題
は
、
①

知
識
・
技
能
等
を
実
生
活
の
様
々
な
場
面
に
活
用
す
る
力
や
、
②
様
々
な
課
題

解
決
の
た
め
の
構
想
を
立
て
実
践
し
評
価
・
改
善
す
る
力
な
ど
に
か
か
わ
る
内

容
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

　

国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
調
査
問
題

の
作
成
と
調
査
結
果
の
分
析
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
調
査
を
児
童
生
徒

一
人
一
人
の
学
力
や
学
習
状
況
の
把
握
は
も
と
よ
り
、
今
後
の
指
導
や
学
習
の

改
善
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

問
題
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
内
容
が
正
し

く
理
解
さ
れ
る
よ
う
留
意
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
身
に
付
け
さ
せ
た

い
力
と
し
て
重
視
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
よ

う
に
努
め
ま
し
た
。

は　

じ　

め　

に
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本
資
料
は
、
調
査
問
題
に
つ
い
て
出
題
の
趣
旨
や
正
答
・
誤
答
の
解
説
な
ど

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
各
学
校
等
や
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
日
常
の
学

習
指
導
や
教
育
施
策
の
改
善
・
充
実
の
た
め
に
生
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

最
後
に
、
本
調
査
の
実
施
に
当
た
り
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
調
査

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
教
育
委
員
会
、
学
校
の
皆
様
、
本
資
料
の
作
成
に
当

た
り
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
九
年
五
月

国
立
教
育
政
策
研
究
所

教
育
課
程
研
究
セ
ン
タ
ー
長

惣　
　

脇　
　
　

宏　
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●
本
書
の
目
的

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、
児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を
把
握
・
分

析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
の
結
果
を
検
証
し
、
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

本
書
は
、
調
査
の
実
施
後
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
各
学
校
の
学
習
や
指
導

の
検
証
や
改
善
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
平
成
十
九
年
度
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
教
科
に
関
す
る
調
査
問
題
に
つ
い
て
解
説
し
た
資
料
な
ど
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。

●
本
書
の
内
容
・
構
成

Ⅰ　

小
学
校
国
語
科
の
問
題
作
成
に
当
た
っ
て

調
査
問
題
作
成
の
基
本
方
針
と
し
て
、
調
査
問
題
の
出
題
範
囲
、
問
題
作
成

の
枠
組
み
、
及
び
質
問
紙
調
査
（
教
科
関
連
部
分
）
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
Ⅱ　

調
査
問
題
の
解
説

問
題
ご
と
に
、
出
題
の
趣
旨
、
正
答
と
そ
の
解
説
な
ど
に
つ
い
て
記
述
し
た
。

　

１　

出
題
の
趣
旨

問
題
ご
と
に
、
出
題
に
よ
っ
て
把
握
す
る
力
や
そ
の
意
義
、
問
題
の
設
定

状
況
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

２　

各
設
問
に
つ
い
て
（
問
題
に
つ
い
て
）

設
問
ご
と
に
正
答
及
び
誤
答
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

３　

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

問
題
と
関
連
し
て
、
今
後
の
学
習
指
導
へ
の
参
考
と
な
る
事
柄
を
記
述
し

た
。

    

　

４　

出
典
等

著
作
物
か
ら
の
出
題
の
場
合
、
書
名
や
著
者
名
な
ど
を
記
述
し
た
。

      

Ⅲ　

調
査
問
題

調
査
問
題
、
解
答
用
紙
及
び
正
答
を
掲
載
し
た
。
な
お
、
著
作
権
の
都
合
に

よ
り
、
問
題
の
一
部
を
省
略
し
た
。

※　

本
調
査
に
お
い
て
は
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
や
日
本
語
指
導
が
必

要
な
児
童
生
徒
に
配
慮
し
、
点
字
問
題
、
拡
大
文
字
問
題
、
総
ル
ビ
付

き
問
題
を
用
意
し
た
。

な
お
、
点
字
問
題
に
つ
い
て
は
、
問
題
が
一
部
異
な
っ
て
お
り
、
本

書
で
は
そ
の
部
分
を
掲
載
し
た
。
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（
後
ろ
か
ら
見
る
ペ
ー
ジ
）

１　

調
査
問
題
一
覧
表

問
題
の
概
要
、
出
題
の
趣
旨
、
学
習
指
導
要
領
の
領
域
、
評
価
の
観
点
、
問

題
形
式
を
一
覧
表
に
ま
と
め
た
。

２　

解
答
類
型

解
答
類
型
と
は
、
各
設
問
に
つ
い
て
の
正
答
・
予
想
さ
れ
る
誤
答
・
無
解
答

な
ど
の
解
答
状
況
を
分
類
し
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

正
答
に
つ
い
て
は
、
各
問
の
趣
旨
に
応
じ
て
解
答
と
し
て
求
め
る
条
件
を
定

め
、
そ
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
も
の
を 

◎ 

で
表
し
、
設
問
の
趣
旨

に
即
し
必
要
最
小
限
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
を 

○ 

で
表
し
た
。

な
お
、
解
答
類
型
に
は
次
の
よ
う
に
番
号
を
付
け
た
。

類
型
１
〜
類
型
８（
最
大
）…
正
答
・
予
想
さ
れ
る
誤
答
の
類
型

（
複
数
の
類
型
が
正
答
と
な
る
問
題
も
あ
る
）

類
型
９
…
…
…
…
…
…
…
…
「
上
記
以
外
の
解
答
」（
類
型
１
か
ら
８
ま

で
に
含
ま
れ
な
い
解
答
。
問
題
に
正
対
し
て

い
な
い
も
の
や
、
問
題
の
意
味
を
と
ら
え
て

い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
も
の
を
含
む
）

類
型
０
…
…
…
…
…
…
…
…
「
無
解
答
」（
一
文
字
も
記
入
の
な
い
も
の
）

３　

質
問
紙
調
査
項
目
（
教
科
関
連
部
分
）

質
問
紙
調
査
項
目
の
う
ち
、
小
学
校
国
語
科
の
教
科
に
関
す
る
項
目
及
び
調

査
問
題
に
関
す
る
項
目
を
掲
載
し
た
。

SINODA-SYO-KOKU.indd   4 07.4.27   9:16:55 PM



�

目　
　

次

Ⅰ　

小
学
校
国
語
科
の
問
題
作
成
に
当
た
っ
て　

…
…

…
…

…
…

…
…

…　

七

Ⅱ　

調
査
問
題
の
解
説

Ａ　

主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題　

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

一
三

1　

漢
字
の
読
み
書
き　

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

一
四

2　

接
続
語
を
選
択
す
る　

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

一
六

3　

指
示
語
の
内
容
を
把
握
す
る　

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

一
八

4　

漢
字
辞
典
を
使
う　

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

二
〇

5　

文
を
構
成
す
る　

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
二
二

6　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
メ
モ
を
取
る　

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

二
四

7　

ス
ピ
ー
チ
を
す
る　

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

二
六

8　

説
明
を
書
く　

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

二
八

9　

段
落
の
内
容
を
把
握
す
る　

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

三
〇

�　

登
場
人
物
を
把
握
す
る　

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

三
二

Ｂ　

主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題　

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

三
五

1　

話
し
合
い
を
計
画
的
に
進
め
る
〈
交
流
計
画
の
司
会
〉……

…
…

三
六

2　

新
聞
記
事
を
書
く
〈
環
境
問
題
〉……

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

四
〇

3　

比
べ
て
読
む
〈
二
人
の
感
想
文
〉 

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

四
六

4　

情
報
を
読
み
取
る
〈
お
客
様
感
謝
セ
ー
ル
の
ち
ら
し
〉……

…
…

四
八

Ⅲ　

調
査
問
題　

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

五
一

国
語
Ａ
（
主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題
）……

…
…

…
…

…
…

…

五
三

国
語
Ｂ
（
主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題
）……

…
…

…
…

…
…

…

六
五

解
答
用
紙　

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

八
三

正
答　

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

八
七

点
字
問
題
（
抜
粋
）

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

八
九

（
後
ろ
か
ら
見
る
ペ
ー
ジ
）

１　

調
査
問
題
一
覧
表　

…
…

…
…

…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

１

Ａ　

主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題　

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

２

Ｂ　

主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題　

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

３

２　

解
答
類
型

Ａ　

主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題　

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

5

Ｂ　

主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題　

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

11

点
字
問
題
部
分　

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

17

３　

質
問
紙
調
査
項
目
（
教
科
関
連
部
分
）……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

19

SINODA-SYO-KOKU.indd   5 07.4.27   9:16:56 PM



�

SINODA-SYO-KOKU.indd   6 07.4.27   9:16:56 PM



�

Ⅰ　

小
学
校
国
語
科
の
問
題
作
成
に
当
た
っ
て

１　

調
査
問
題
の
基
本
的
な
枠
組
み

　

小
学
校
国
語
の
調
査
問
題
は
、「
全
国
的
な
学
力
調
査
の
実
施
方
法
等
に

関
す
る
専
門
家
検
討
会
議
に
よ
る
報
告
書
」（
注
１
）
の
問
題
作
成
の
基
本

理
念
を
基
本
的
な
枠
組
み
に
し
て
い
る
。

○�

身
に
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
後
の
学
年
等
の
学
習
内
容
に
影
響
を
及
ぼ
す

内
容
や
、
実
生
活
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
り
常
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
知
識
・
技
能
な
ど
（
主
と
し
て
「
知
識
」
に

関
す
る
問
題
）

○�

知
識
・
技
能
等
を
実
生
活
の
様
々
な
場
面
に
活
用
す
る
力
や
、
様
々
な
課

題
解
決
の
た
め
の
構
想
を
立
て
実
践
し
評
価
・
改
善
す
る
力
な
ど
に
か
か

わ
る
内
容
な
ど
（
主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題
）

　

こ
の
二
つ
の
出
題
範
囲
・
内
容
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
基
本
理
念
に

は
、「
実
生
活
」
に
立
脚
す
る
学
力
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
学
校
で

学
習
し
て
き
た
知
識
・
技
能
等
が
、
児
童
を
取
り
巻
く
様
々
な
生
活
場
面
に

お
い
て
、
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

児
童
に
と
っ
て
の
「
実
生
活
」
は
、
学
校
に
お
け
る
教
科
等
の
学
習
に
加
え
、

家
庭
生
活
や
地
域
で
の
生
活
を
含
め
た
も
の
で
あ
る
。
国
語
の
側
面
か
ら
考

え
る
と
、
読
書
な
ど
に
親
し
む
生
活
（
読
書
生
活
）、
音
声
や
文
字
で
表
現

す
る
生
活
（
表
現
生
活
）
な
ど
、言
語
生
活
を
重
視
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　

ま
た
、
報
告
書
で
は
、
調
査
問
題
自
体
が
学
校
の
教
員
や
児
童
に
対
し
て
、

　
　

土
台
と
な
る
基
盤
的
な
事
項
を
具
体
的
に
示
す
と
と
も
に
、
教
員
に
よ
る
指

導
改
善
や
児
童
の
学
習
改
善
・
学
習
意
欲
の
向
上
な
ど
に
役
立
つ
こ
と
が
重
要
視

さ
れ
て
い
る
。
国
語
の
調
査
問
題
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
観
点
を
盛
り
込
む

こ
と
や
工
夫
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

○
主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題

・
描
写
、
要
約
、
紹
介
、
説
明
、
記
録
、
報
告
、
対
話
、
討
論
な
ど
の
基
礎
的

な
言
語
活
動
に
関
す
る
こ
と

・
表
現
し
た
り
理
解
し
た
り
す
る
た
め
の
言
語
事
項
の
基
礎
的
な
知
識
技
能
に

関
す
る
こ
と

・
我
が
国
の
言
語
文
化
に
親
し
む
内
容
に
関
す
る
こ
と　

な
ど

○
主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題

・
日
常
生
活
や
社
会
生
活
で
必
要
と
さ
れ
る
読
書
・
鑑
賞
・
創
作
な
ど
の
言
語

活
動
の
活
用
に
関
す
る
こ
と

・
文
章
を
読
ん
で
筆
者
の
主
張
の
内
容
や
そ
の
表
現
方
法
な
ど
を
評
価
す
る
こ

と
・
伝
え
た
い
内
容
を
ま
と
め
表
現
す
る
こ
と

・
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
課
題
を
多
角
的
に
探
究
す
る

こ
と　

な
ど

さ
ら
に
、
国
際
的
、
科
学
的
視
点
か
ら
質
の
高
い
調
査
問
題
の
開
発
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
に
よ
る
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調

査
の
概
念
的
な
枠
組
み
の
基
本
で
あ
る
主
要
能
力
（
キ
ー
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）
の

考
え
方
や
多
様
な
テ
キ
ス
ト
、
出
題
の
仕
方
な
ど
も
参
考
に
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
出
題
の
範
囲
・
内
容
は
、
国
の
教
育
課
程
の

基
準
と
し
て
の
学
習
指
導
要
領
の
目
標
及
び
内
容
に
よ
る
も
の
と
し
た
。
な
お
、

調
査
時
期
が
第
六
学
年
の
四
月
で
あ
る
の
で
、
第
五
学
年
の
終
了
段
階
に
お
い
て

習
得
す
べ
き
指
導
内
容
を
出
題
範
囲
と
し
た
。
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調
査
問
題
の
出
題
範
囲
・
内
容

⑴　

学
習
指
導
要
領
の
指
導
内
容

調
査
問
題
は
、
学
習
指
導
要
領
国
語
の
目
標
及
び
内
容
に
基
づ
き
、
第
五

学
年
終
了
段
階
に
お
け
る
基
盤
的
な
内
容
と
し
た
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う

な
内
容
で
あ
る
。

■
Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

・
話
す
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項

・
聞
く
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項

・
話
し
合
う
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項

■
Ｂ
書
く
こ
と

・
目
的
意
識
・
相
手
意
識
、
自
分
の
考
え
に
関
す
る
指
導
事
項

・
取
材
に
関
す
る
指
導
事
項

・
構
成
に
関
す
る
指
導
事
項

・
記
述
に
関
す
る
指
導
事
項

・
推
敲こ

う

・
評
価
に
関
す
る
指
導
事
項

■
Ｃ
読
む
こ
と

・
読
書
的
な
読
む
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項

・
叙
述
内
容
に
即
し
た
読
む
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項

・
想
像
的
な
読
む
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項

・
事
象
と
感
想
、
意
見
に
か
か
わ
る
読
む
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項

・
目
的
的
な
読
む
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項

・
声
に
出
し
て
読
む
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項

■
言
語
事
項

①
言
語
に
関
す
る
指
導
事
項

・
発
音
・
発
声
に
関
す
る
事
項

・
文
字
に
関
す
る
事
項

・
表
記
に
関
す
る
事
項

・
語
句
に
関
す
る
事
項

・
文
語
調
の
文
章
に
関
す
る
事
項

・
文
及
び
文
章
の
構
成
に
関
す
る
事
項

・
言
葉
遣
い
に
関
す
る
事
項

　

②
書
写
に
関
す
る
指
導
事
項

　

な
お
、
調
査
問
題
は
、
前
述
の
「
主
と
し
て
『
知
識
』
に
関
す
る
問
題
」
と

「
主
と
し
て
『
活
用
』
に
関
す
る
問
題
」
に
即
し
て
、
二
つ
の
冊
子
を
作
成

し
た
。「
国
語
Ａ
」
を
「
主
と
し
て
『
知
識
』
に
関
す
る
問
題
」
の
冊
子
と
し
、

解
答
時
間
と
し
て
二
十
分
を
配
当
し
た
。「
国
語
Ｂ
」
は
、「
主
と
し
て
『
活

用
』
に
関
す
る
問
題
」
の
冊
子
と
し
て
四
十
分
を
配
当
し
た
。
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⑵　

主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題
の
内
容

「
国
語
Ａ
」
で
出
題
し
た
内
容
や
趣
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。「
関
連

す
る
指
導
内
容
」
の
欄
に
あ
る
（　

）
書
き
に
し
て
い
る
も
の
は
、
下
学
年
の

指
導
内
容
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
学
習
指
導
要
領
の
三
領
域
一
事
項
に
わ
た
っ
て
出
題
し
た
。

4 3 2 1 問題番号

漢
字
辞
典
を
使
う

指
示
語
の
内
容
を
把

握
す
る

接
続
語
を
選
択
す
る

漢
字
の
読
み
書
き

問
題
の
内
容

言
語
事
項
エ

（
第
三
・
四
学
年
）

言
語
事
項
オ

（
第
三
・
四
学
年
）

言
語
事
項
オ

（
第
三
・
四
学
年
）

言
語
事
項
ア

関
連
す
る

指
導
内
容

　

調
べ
た
い
事
柄
に
つ
い
て
、
辞
書

を
効
率
よ
く
利
用
す
る
。

　

指
示
語
の
種
類
や
役
割
を
押
さ
え

た
上
で
、
文
脈
の
中
に
お
け
る
働
き

を
理
解
し
て
い
る
。

　

文
と
文
と
の
意
味
の
つ
な
が
り
を

考
え
な
が
ら
、
接
続
語
を
正
し
く
使

う
。

　

学
年
別
漢
字
配
当
表
の
当
該
学
年

ま
で
に
配
当
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正

し
く
読
み
、
当
該
学
年
の
前
の
学
年

ま
で
の
漢
字
を
正
し
く
書
く
。

出
題
の
趣
旨

� 9 8 7 6 5
登
場
人
物
を
把
握
す
る

段
落
の
内
容
を
把
握
す

る 説
明
を
書
く

ス
ピ
ー
チ
を
す
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
メ
モ

を
取
る

文
を
構
成
す
る

読
む
こ
と
ウ

読
む
こ
と
イ

書
く
こ
と
イ

・
エ

話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と
ア

（
第
三
・
四
学
年
）

話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と
イ

（
第
三
・
四
学
年
）

読
む
こ
と
ウ

言
語
事
項
オ

　

物
語
文
の
登
場
人
物
の
心
情
に
つ

い
て
、
表
現
や
叙
述
に
即
し
て
読
む
。

　

説
明
文
の
段
落
の
内
容
を
と
ら
え

る
。

　

目
的
や
様
式
に
応
じ
て
必
要
な
事

柄
を
選
ん
で
、
文
章
を
書
き
換
え
る
。

　

聞
き
手
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い

ス
ピ
ー
チ
に
す
る
た
め
に
大
切
な
こ

と
を
理
解
し
て
い
る
。

　

話
の
要
点
を
聞
き
取
り
、
効
率
よ

く
メ
モ
を
取
る
。

　

物
語
の
主
人
公
に
つ
い
て
一
文
で

書
か
れ
た
内
容
を
理
解
し
、
一
文
を

二
文
の
構
成
に
し
て
書
き
換
え
る
。
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⑶　

主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題
の
内
容

「
国
語
Ｂ
」
で
出
題
し
た
内
容
や
趣
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ま
と
ま
っ
た
言
語
活
動
の
中
で
知
識
・
技
能
等
を
活
用
で
き

る
か
ど
う
か
を
み
る
た
め
に
、
三
領
域
一
事
項
の
中
か
ら
複
数
の
指
導
内
容
を

含
め
て
取
り
上
げ
た
。
調
査
問
題
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
国
語
科
の
三
領
域

を
横
断
す
る
よ
う
な
問
題
場
面
を
設
定
し
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
よ
う
に
し

た
。

３　

問
題
形
式

問
題
形
式
に
つ
い
て
は
、
次
の
三
種
類
と
し
た
。

○
選
択
式

数
種
の
項
目
群
の
中
か
ら
適
切
な
項
目
を
選
択
す
る
方
式
で
あ
る
。

○
短
答
式

短
い
語
句
や
文
、
ま
た
は
数
値
等
で
解
答
す
る
方
式
で
あ
る
。
文
章
や
資

料
か
ら
の
情
報
の
取
り
出
し
な
ど
で
あ
る
。

○
記
述
式

相
手
や
目
的
、
意
図
に
応
じ
て
自
分
の
意
見
や
提
案
、
理
由
や
根
拠
、
紹

介
や
報
告
な
ど
を
ま
と
め
、
一
定
以
上
の
文
字
数
で
記
述
す
る
方
式
で
あ
る
。

　

選
択
式
・
短
答
式
は
、
主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題
の
形
式
と
し
た
。

記
述
式
は
、
主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題
の
形
式
と
し
た
。
記
述
式
の

問
題
で
は
、
知
識
・
技
能
等
を
生
か
し
、
相
手
や
目
的
、
意
図
、
多
様
な
場
面

や
状
況
な
ど
に
応
じ
て
言
語
を
操
作
し
た
り
運
用
し
た
り
す
る
活
用
の
能
力
を

み
る
。「
書
く
こ
と
」
の
問
題
に
加
え
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」、「
読
む
こ

と
」
及
び
そ
れ
ら
が
複
合
し
た
問
題
に
お
い
て
も
記
述
式
を
採
用
し
た
。

①　

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
に
お
け
る
記
述

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
指
導
に
お
い
て
は
、
ス
ピ
ー
チ
原
稿
や
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記
録
な
ど
、
話
す
こ
と
や
話
し
た
こ
と
を
記
述
し
た
り
、
聞
い
た
こ

と
を
記
述
し
た
り
す
る
力
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

4 3 2 1 問題番号
情
報
を
読
み
取
る

〈
お
客
様
感
謝
セ
ー

ル
の
ち
ら
し
〉

比
べ
て
読
む

〈
二
人
の
感
想
文
〉

新
聞
記
事
を
書
く

〈
環
境
問
題
〉

話
し
合
い
を
計
画

的
に
進
め
る

〈
交
流
計
画
の
司

会
〉 問

題
の
内
容

読
む
こ
と

書
く
こ
と

言
語
事
項

読
む
こ
と

読
む
こ
と

書
く
こ
と

話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と

関
連
す
る

指
導
内
容

　

広
告
の
情
報
を
的
確
に
と
ら
え
た
り
、
適

切
な
敬
意
表
現
に
し
た
り
す
る
。

　

二
つ
の
文
章
を
比
べ
て
読
み
、
共
通
す
る

書
き
方
の
良
さ
や
工
夫
を
評
価
し
、
自
分
の

考
え
と
し
て
ま
と
め
る
。

　

身
近
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、

複
数
の
資
料
を
調
べ
て
新
聞
記
事
に
書
く
。

　

司
会
の
役
割
や
働
き
を
押
さ
え
て
、
話
し

合
い
を
計
画
的
に
進
め
る
。

出
題
の
趣
旨
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例
え
ば
、
調
査
問
題
「
国
語
Ｂ
」
の
問
題
1
「
話
し
合
い
を
計
画
的
に
進
め

る
」
の
第
二
問
は
、「
話
す
・
聞
く
能
力
」
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

目
的
や
状
況
に
応
じ
た
司
会
の
能
力
を
把
握
す
る
た
め
に
記
述
式
の
問
題
を
取

り
入
れ
た
。
司
会
者
に
よ
る
話
し
合
い
の
一
連
の
進
行
状
況
を
押
さ
え
た
上
で
、

そ
の
進
行
の
良
い
と
こ
ろ
を
記
述
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。

②　

「
書
く
こ
と
」
に
お
け
る
記
述

「
書
く
こ
と
」
の
指
導
に
お
い
て
は
、
礼
状
や
依
頼
状
、
生
活
文
や
意
見
文
、

紹
介
文
、
観
察
記
録
文
や
体
験
報
告
文
な
ど
、
様
々
な
様
式
に
応
じ
た
記
述
力

を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
第
五
・
六
学
年
に
お
い
て
記
録
や
報
告
な
ど

を
ま
と
め
る
場
合
、
経
験
し
た
事
実
等
を
客
観
的
に
記
述
す
る
と
と
も
に
、
経

験
等
を
通
し
て
考
え
た
こ
と
や
得
た
こ
と
な
ど
を
明
確
に
し
て
、
ま
と
め
て
記

述
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
と
な
る
。

例
え
ば
、
調
査
問
題
「
国
語
Ｂ
」
の
問
題
2
「
新
聞
記
事
を
書
く
」
の
第
三

問
⑵
は
、「
書
く
能
力
」
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
記
事
」
の
様
式

を
取
り
上
げ
、
自
分
の
考
え
を
記
述
す
る
力
を
求
め
た
。「
ご
み
を
減
ら
す
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
八
十
字
以
上
百
二
十
字
以
内
で
書
く
」
と
い
う
課
題
と
字

数
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
見
聞
や
経
験
等
を
基
に
し
た
提
案

を
書
く
こ
と
を
求
め
た
。

③　

「
読
む
こ
と
」
に
お
け
る
記
述

「
読
む
こ
と
」
の
指
導
に
お
い
て
は
、
読
ん
だ
こ
と
や
調
べ
た
こ
と
を
要
約

し
た
り
、
感
想
を
ま
と
め
た
り
、
評
価
し
た
り
す
る
記
述
力
を
高
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
読
む
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
精
読
段
階
で
要
約
し
た
り
、
読

後
に
読
書
感
想
を
短
文
や
長
文
に
ま
と
め
た
り
す
る
。
ま
た
、
文
章
の
解
釈
に

つ
い
て
具
体
的
な
理
由
や
根
拠
を
示
し
た
り
、
主
題
や
要
旨
に
つ
い
て
自
分
の

考
え
を
記
述
し
た
り
す
る
場
合
も
あ
る
。

例
え
ば
、
調
査
問
題
「
国
語
Ｂ
」
の
問
題
3
「
比
べ
て
読
む
」
で
は
、
感
想

文
の
比
べ
読
み
を
し
、
共
通
す
る
書
き
方
を
評
価
し
て
自
分
の
考
え
を
記
述
さ

せ
る
よ
う
に
し
た
。

な
お
、「
読
む
こ
と
」
に
お
け
る
記
述
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
の
「
読

解
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
注
２
）
に
お
い
て
も
そ
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、「
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
自
分
の
考
え
を
書
く
力
を
高
め
る
こ

と
」、「
様
々
な
文
章
や
資
料
を
読
む
機
会
や
、
自
分
の
意
見
を
述
べ
た
り
書
い

た
り
す
る
機
会
を
充
実
す
る
こ
と
」
な
ど
の
活
動
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

４　

評
価
の
観
点
に
つ
い
て

評
価
の
観
点
に
つ
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領
に
示
す
領
域
や
内
容
に
即
し
、

国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
「
評
価
規
準
の
作
成
、
評
価
方
法
の
工
夫
改
善
の
た

め
の
参
考
資
料
（
小
学
校
）」（
注
３
）
を
参
考
に
し
て
、
次
の
五
つ
を
設
定
し

た
。
各
設
問
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
該
当
す
る
観
点
に
即
し
て
評
価
す
る
こ
と
に

し
た
。
各
設
問
の
中
で
求
め
る
能
力
が
複
数
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観

点
を
設
定
す
る
こ
と
に
し
た
。

○
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

○
話
す
・
聞
く
能
力

○
書
く
能
力

○
読
む
能
力

○
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

な
お
、
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
の
観
点
に
つ
い
て
は
、
各
設
問
で
取

り
上
げ
た
実
際
の
授
業
場
面
や
実
生
活
で
の
活
用
場
面
な
ど
に
お
い
て
、
そ
の

観
点
が
深
く
関
与
し
て
い
る
場
合
に
設
定
し
た
。

SINODA-SYO-KOKU.indd   11 07.4.27   9:16:57 PM



一
二

５　

質
問
紙
に
お
け
る
教
科
関
連
項
目

調
査
問
題
と
同
時
に
各
学
校
等
及
び
個
々
の
児
童
に
質
問
紙
調
査
を
行
っ
た
。

児
童
質
問
紙
調
査
に
お
い
て
は
、
国
語
科
学
習
全
般
に
お
け
る
取
り
組
み
の
状

況
や
調
査
問
題
「
国
語
Ｂ
」
の
設
問
の
趣
旨
と
関
連
さ
せ
た
学
習
状
況
を
把
握

す
る
た
め
の
質
問
項
目
を
四
問
設
け
た
。

【
第
一
問
】
国
語
科
の
授
業
に
お
け
る
非
連
続
テ
キ
ス
ト
の
活
用
状
況

【
第
二
問
】
国
語
科
の
授
業
に
お
け
る
司
会
の
経
験

【
第
三
問
】
国
語
科
の
授
業
に
お
け
る
資
料
を
活
用
し
た
表
現
活
動
の
状
況

【
第
四
問
】
国
語
科
の
授
業
に
お
け
る
資
料
や
文
章
の
比
べ
読
み
の
状
況

注
１ �



全
国
的
な
学
力
調
査
の
実
施
方
法
等
に
関
す
る
専
門
家
検
討
会
議
「
全
国
的
な
学

力
調
査
の
具
体
的
な
実
施
方
法
に
つ
い
て（
報
告
）」
平
成
十
八
年
四
月
二
十
五
日

注
２ 

文
部
科
学
省
「
読
解
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
平
成
十
七
年
十
二
月

注
３ �



国
立
教
育
政
策
研
究
所
「
評
価
規
準
の
作
成
、
評
価
方
法
の
工
夫
改
善
の
た
め

の
参
考
資
料
（
小
学
校
）
︱
評
価
規
準
、
評
価
方
法
の
研
究
開
発
（
報
告
）
︱
」 

平
成
十
四
年
二
月
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一
三

Ⅱ　調 査 問 題 の 解 説

Ａ　主として「知識」に関する問題
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�
四

1　

漢
字
の
読
み
書
き

１ 

出
題
の
趣
旨

学
年
別
漢
字
配
当
表
の
当
該
学
年
ま
で
に
配
当
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正
し

く
読
み
、
当
該
学
年
の
前
の
学
年
ま
で
に
配
当
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正
し
く

書
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

第
五
学
年
ま
で
に
学
習
し
た
漢
字
を
文
脈
に
沿
っ
て
適
切
に
読
み
、
正
し
く

書
く
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
日
常
生
活
の
中
か
ら
題
材
を
選
び
、
意
味
を
考
え
な
が
ら
漢
字

を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
よ
う
に
出
題
し
た
。
出
題
す
る
漢
字
に
つ
い
て
は
、

学
習
し
た
漢
字
が
定
着
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
み
る
た
め
に
、
第
五
学
年
の
配

当
漢
字
の
み
な
ら
ず
、
第
三
学
年
や
第
四
学
年
の
配
当
漢
字
も
取
り
上
げ
た
。

漢
字
を
正
し
く
読
み
、
書
く
力
は
、
表
現
し
た
り
理
解
し
た
り
す
る
た
め
に

必
要
な
基
礎
的
な
知
識
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
字
を
含
む
語
彙い

の
拡
充
を
図
る
た

め
に
も
重
要
で
あ
る
。
各
教
科
等
の
学
習
の
基
盤
で
あ
り
、
実
生
活
に
欠
か
せ

な
い
知
識
や
技
能
と
な
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
内
容
・
領
域

言
語
事
項
（
第
五
・
六
学
年
）

ア　

文
字
に
関
す
る
事
項

（
ア
）第
五
学
年
及
び
第
六
学
年
の
各
学
年
に
お
い
て
は
、
学
年
別
漢

字
配
当
表
の
当
該
学
年
ま
で
に
配
当
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
読
む

こ
と
。
ま
た
、
当
該
学
年
の
前
の
学
年
ま
で
に
配
当
さ
れ
て
い

る
漢
字
を
書
き
、
文
や
文
章
の
中
で
使
う
と
と
も
に
、
当
該
学

年
に
配
当
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
漸
次
書
く
よ
う
に
す
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

二

次
の
⑴
か
ら
⑶
の
文
の

部
の
ひ
ら
が
な
を
漢
字
に
直
し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑴

み
ん
な
で

き
ょ
う
り
ょ
く

す
る
。

⑵

先
生
に

そ
う
だ
ん

す
る
。

⑶

魚
を

や

く
。

小国A− 2

１

一

次
の
⑴
か
ら
⑶
の
文
の

部
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑴

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
勝
利
に

導

く
。

⑵

話
し
合
い
を

重

ね
る
。

⑶

責
任

を
も
つ
。

小国A− 1

SINODA-SYO-KOKU.indd   14 07.4.27   9:17:05 PM



一
五

２	

各
設
問
に
つ
い
て

設
問
一

⑴　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答

一
⑴　

み
ち
び
（
く
）

⑵　

か
さ
（
ね
る
）

⑶　

せ
き
に
ん

設
問
二  

⑴　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答

二
⑴　

協
力

⑵　

相
談

⑶　

焼
（
く
）

３	

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

⑴　

文
脈
に
合
わ
せ
て
適
切
に
漢
字
を
使
う

　

文
脈
に
合
わ
せ
て
、
漢
字
を
正
し
く
読
ん
だ
り
書
い
た
り
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
漢
字
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
高
め
、
漢
字
が
果

た
し
て
い
る
役
割
や
働
き
を
押
さ
え
な
が
ら
、
文
脈
に
即
し
て
適
切
に
漢
字

を
使
う
よ
う
に
す
る
。
第
五
・
六
学
年
で
は
、
仮
名
及
び
漢
字
の
由
来
、
特

質
な
ど
に
つ
い
て
の
指
導
と
関
係
付
け
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

⑵　

語
彙い

力
を
高
め
る

　

学
習
し
た
漢
字
を
使
っ
た
様
々
な
語
句
を
知
り
、
語
彙い

力
を
高
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
学
習
し
た
漢
字
が
日
常
生
活
の
中
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
か
を
調
べ
さ
せ
る
な
ど
、
児
童
の
興
味
・
関
心
を
高
め
な
が
ら
語
彙い

の
拡
充
を
図
る
。

⑶　

漢
字
辞
典
を
活
用
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
る

　

漢
字
を
正
し
く
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
た
め
に
は
、「
表
現
し
た
り
理

解
し
た
り
す
る
た
め
に
必
要
な
語
句
に
つ
い
て
、
辞
書
を
利
用
し
て
調
べ
る

習
慣
を
付
け
る
こ
と
」（
第
五
・
六
学
年
）
と
関
係
付
け
た
指
導
が
重
要
で

あ
る
。
手
元
に
辞
書
を
置
き
、
積
極
的
に
使
え
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
日
常

か
ら
配
慮
す
る
。
調
べ
る
習
慣
が
付
く
こ
と
で
、
言
葉
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

難
語
句
の
理
解
や
漢
字
の
定
着
に
役
立
つ
。

⑷　

正
し
い
字
形
や
筆
順
を
理
解
す
る

　

漢
字
指
導
で
は
、
字
形
・
筆
順
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
毛
筆
及
び
硬
筆
の
書
写
指
導
と
漢
字
指
導
を
関
係
付
け
た
指

導
を
工
夫
す
る
。
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�
六

2　

接
続
語
を
選
択
す
る

１ 

出
題
の
趣
旨

文
と
文
と
の
意
味
の
つ
な
が
り
を
考
え
な
が
ら
、
接
続
語
を
正
し
く
使
う

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

語
句
の
性
質
や
役
割
を
押
さ
え
た
上
で
、
前
後
の
文
の
意
味
の
つ
な
が
り
を

考
え
て
適
切
な
接
続
語
を
選
択
す
る
問
題
で
あ
る
。
接
続
語
は
、
第
三
・
四
学

年
で
重
点
的
に
指
導
す
る
内
容
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
児
童
の
身
近
な
生
活
の
場
面
を
設
定
し
、
二
文
を
つ
な
ぐ
接
続

語
と
し
て
、
順
接
や
累
加
、
逆
接
を
表
す
も
の
を
取
り
上
げ
た
。

接
続
語
は
、
文
や
文
章
の
構
成
に
か
か
わ
る
語
で
、
文
相
互
の
関
係
や
段
落

相
互
の
関
係
を
把
握
す
る
上
で
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
接
続
語
を
正

し
く
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
様
々
な
場
面
で
自
分
の
意
図
を
明
確
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
接
続
語
に
着
目
し
て
文
章
を
読
む
こ
と
は
、

筆
者
の
主
張
を
読
み
取
る
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
内
容
・
領
域

言
語
事
項
（
第
三
・
四
学
年
）

オ　

文
及
び
文
章
の
構
成
に
関
す
る
事
項

（
ウ
）文
と
文
と
の
意
味
の
つ
な
が
り
を
考
え
な
が
ら
、
指
示
語
や
接

続
語
を
使
う
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

２

次
の
一
か
ら
三
の
︵

︶
に
入
る
言
葉
を
、
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番

号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

一

さ
か
上
が
り
が
で
き
な
か
っ
た
。
︵

︶
、
が
ん
ば
っ
て
練
習
し
た
。

１

だ
か
ら

２

ま
た
は

３

な
ぜ
な
ら

４

と
こ
ろ
で

二

朝
か
ら
雨
が
ふ
っ
て
い
る
。
︵

︶
、
風
も
出
て
き
た
。

１

そ
れ
と
も

２

そ
れ
で
は

３

そ
れ
に

４

あ
る
い
は

三

友
達
の
家
に
電
話
を
し
た
。
︵

︶
、
友
達
は
い
な
か
っ
た
。

１

そ
の
た
め

２

け
れ
ど
も

３

こ
の
よ
う
に

４

そ
れ
か
ら

小国A− 3
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一
七

２	

各
設
問
に
つ
い
て

設
問
一

⑴　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答

選
択
肢
１　

だ
か
ら

■
解
説

○
後
の
文
は
「
練
習
し
た
」
と
い
う
行
為
を
表
し
、
前
の
文
は
そ
の
理
由

と
な
る
事
実
を
書
い
て
い
る
。「
だ
か
ら
」
は
、
理
由
と
行
為
を
結
ぶ

順
接
の
関
係
を
表
す
。

⑵　

誤
答
に
つ
い
て

■
解
説

○
選
択
肢
２
、
３
、
４
は
、
前
後
の
文
の
連
接
関
係
が
整
っ
て
い
な
い
。

設
問
二

⑴　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答

選
択
肢
３　

そ
れ
に

■
解
説

○
時
間
の
経
緯
に
従
っ
て
様
子
の
変
化
を
と
ら
え
て
い
る
二
文
で
あ
る
。

「
そ
れ
に
」
は
、
前
の
文
に
後
の
文
の
内
容
を
累
加
す
る
関
係
を
表
す
。

⑵　

誤
答
に
つ
い
て

■
解
説

○
選
択
肢
１
、
２
、
４
は
、
前
後
の
文
の
連
接
関
係
が
整
っ
て
い
な
い
。

設
問
三

⑴　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答

選
択
肢
２　

け
れ
ど
も

■
解
説

○
後
の
文
は
前
の
文
の
内
容
に
つ
い
て
の
予
想
、
期
待
な
ど
と
は
異
な
っ

て
お
り
、
逆
接
の
関
係
に
な
る
。

⑵　

誤
答
に
つ
い
て

■
解
説

○
選
択
肢
１
、
３
、
４
は
、
前
後
の
文
の
連
接
関
係
が
整
っ
て
い
な
い
。

３　

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

⑴　

接
続
語
の
種
類
や
役
割
を
押
さ
え
る

　

接
続
語
の
種
類
や
役
割
を
分
類
し
一
覧
に
し
て
ま
と
め
る
な
ど
、
文
脈
に

応
じ
て
使
い
分
け
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

⑵　

接
続
語
に
着
目
し
て
文
章
を
読
む

　

接
続
語
に
着
目
す
る
こ
と
で
文
の
連
接
関
係
や
段
落
相
互
の
関
係
を
つ
か

む
と
と
も
に
、
文
章
全
体
の
構
成
を
見
い
だ
し
て
い
く
よ
う
に
す
る
。

⑶　

論
理
的
に
伝
え
る

　

自
分
の
意
見
や
考
え
を
伝
え
る
に
は
、
そ
の
内
容
が
相
手
に
理
解
さ
れ
る

こ
と
が
前
提
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
論
理
性
が
求
め
ら
れ
る
。
論
理
的

で
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、
接
続
語
を
適
切
に
活
用
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。「
ま
ず
、
次
に
、
さ
ら
に
、」
や
「
つ
ま
り
、
と
こ
ろ
が
、
だ
か

ら
、」
な
ど
、
内
容
の
ま
と
ま
り
を
整
理
し
、
論
理
的
に
つ
な
げ
る
接
続
語

を
効
果
的
に
用
い
る
よ
う
に
す
る
。
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�
八

3　

指
示
語
の
内
容
を
把
握
す
る

１ 

出
題
の
趣
旨

指
示
語
の
種
類
や
役
割
を
押
さ
え
た
上
で
、
文
脈
の
中
に
お
け
る
働
き
を

理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

指
示
語
が
指
し
示
し
て
い
る
内
容
を
選
択
す
る
問
題
で
あ
る
。
指
示
語
は
、

第
三
・
四
学
年
で
重
点
的
に
指
導
す
る
内
容
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
複
数
の
文
に
お
よ
ぶ
指
示
語
の
内
容
を
問
う
こ
と
に
し
た
。
文

脈
の
中
に
お
け
る
指
示
語
の
働
き
を
理
解
し
た
上
で
、
指
し
示
す
語
句
や
内
容

を
選
択
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

�
般
的
に
指
示
語
が
指
し
示
す
も
の
は
、
事
物
（
こ
れ
・
そ
れ
・
あ
れ
・
ど

れ
）、
位
置
や
事
柄
（
こ
の
・
そ
の
・
あ
の
・
ど
の
）、
場
所
（
こ
こ
・
そ
こ
・

あ
そ
こ
・
ど
こ
）、
方
角
（
こ
ち
ら
・
そ
ち
ら
・
あ
ち
ら
・
ど
ち
ら
）
に
分
類

で
き
る
。
指
示
語
は
、
文
及
び
文
章
の
論
理
的
な
関
係
を
把
握
す
る
上
で
大
切

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
文
相
互
の
関
係
と
と
も
に
、
段
落
相
互
の
関
係
を

端
的
に
示
す
手
が
か
り
と
し
て
指
示
語
を
適
切
に
使
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
内
容
・
領
域

言
語
事
項
（
第
三
・
四
学
年
）

オ　

文
及
び
文
章
の
構
成
に
関
す
る
事
項

（
ウ
）文
と
文
と
の
意
味
の
つ
な
が
り
を
考
え
な
が
ら
、
指
示
語
や
接

続
語
を
使
う
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

３

次
の
一
と
二
の

部
の
言
葉
は
、
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
。
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ

選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

一

今
日
、
わ
た
し
は
、
父
に
本
を
買
っ
て
き
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
か
ら
ほ
し
か
っ
た
も

の
で
す
。

１

今
日

２

父

３

本

４

買
っ
て
き
て
も
ら
っ
た
こ
と

二

人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
が
あ
る
。
自
分
の
意
見
を
お
し
通
し
て
い
や
が
ら
れ
る
の
は
そ
の

た
め
だ
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
人
の
意
見
に
従

し
た
が

っ
て
ば
か
り
で
は
つ
ま
ら
な
い
。
お
た
が
い
の
考
え

を
大
切
に
す
べ
き
だ
。
そ
れ
さ
え
で
き
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
は
お
た
が
い
を
認み

と

め
合
っ
て
話
し
合
う

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

１

人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
が
あ
る
こ
と

２

自
分
の
意
見
を
お
し
通
す
こ
と

３

人
の
意
見
に
従
う
こ
と

４

お
た
が
い
の
考
え
を
大
切
に
す
る
こ
と
�
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一
九

２	

各
設
問
に
つ
い
て

設
問
一

⑴　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答

選
択
肢
３　

本

■
解
説

○
指
示
語
を
含
む
課
題
文
は
、
二
つ
の
文
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
後
の
文

に
主
体
で
あ
る
「
わ
た
し
」
を
補
う
と
、「
こ
れ
は
、
わ
た
し
が
前
か

ら
ほ
し
か
っ
た
も
の
で
す
」
と
な
る
。「
わ
た
し
が
前
か
ら
ほ
し
か
っ

た
も
の
」
は
、「
買
っ
て
き
て
も
ら
っ
た
も
の
」、
つ
ま
り
「
本
」
が
正

答
で
あ
る
。

設
問
二

⑴　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答

選
択
肢
４　

お
た
が
い
の
考
え
を
大
切
に
す
る
こ
と

■
解
説

○
課
題
文
は
、「
人
の
考
え
」
を
め
ぐ
っ
て
五
つ
の
文
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
指
示
語
の
前
の
第
一
文
か
ら
第
三
文
は
、
指
示
語
が
直
接
的
に
指

示
す
る
第
四
文
「
お
た
が
い
の
考
え
を
大
切
に
す
べ
き
だ
」
に
ま
と
め

ら
れ
、
指
示
語
に
よ
っ
て
第
五
文
へ
係
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

⑵　

誤
答
に
つ
い
て

■
解
説

○
選
択
肢
１
、
２
、
３
は
、
論
理
を
展
開
す
る
た
め
の
部
分
的
な
内
容
で

あ
り
、
正
答
で
あ
る
選
択
肢
４
の
前
提
で
あ
る
。

３	

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

⑴　

文
章
の
論
理
の
展
開
を
理
解
す
る

　

「
読
む
こ
と
」
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
文
脈
に
即
し
て
、
指
示
語
が
指

し
示
し
て
い
る
事
柄
を
押
さ
え
て
読
む
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
指
示
語
の
種

類
や
働
き
を
押
さ
え
、
文
と
文
、
段
落
と
段
落
の
つ
な
が
り
を
考
え
な
が
ら
、

文
章
展
開
の
論
理
性
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

⑵　

文
脈
に
沿
っ
て
指
示
語
を
適
切
に
使
う

　

論
理
的
な
思
考
を
高
め
る
た
め
に
、
指
示
語
を
適
切
に
活
用
す
る
こ
と
が

有
効
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
指
示
語
の
適
否
を
考
え
な
が
ら
、
文
章
を

書
い
た
り
、
話
し
た
り
す
る
指
導
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
短
い
ス
ピ
ー
チ
や
短
作
文
等
に
お
い
て
、
指
示
語
が
指
し
示
す

事
柄
や
、
文
や
段
落
の
連
結
に
つ
い
て
考
え
る
な
ど
の
指
導
を
工
夫
す
る
。
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二
〇

4　

漢
字
辞
典
を
使
う

１ 

出
題
の
趣
旨

調
べ
た
い
事
柄
に
つ
い
て
、
辞
書
を
効
率
よ
く
利
用
で
き
る
か
ど
う
か
を

み
る
。

漢
字
辞
典
の
部
首
、
音
訓
、
総
画
数
な
ど
の
索
引
を
効
率
的
に
使
っ
て
漢
字

を
調
べ
る
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
文
部
省
「
音
訓
の
小
・
中
・
高
等
学
校
段
階
別
割
り
振
り
表
」

（
平
成
三
年
）
で
中
学
校
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
「
寿
」
と
い
う
漢
字
を
取

り
上
げ
た
。
第
六
学
年
で
は
未
習
で
、
読
み
方
も
部
首
も
分
か
ら
な
い
漢
字
を

最
も
効
率
よ
く
調
べ
る
方
法
を
選
択
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。
漢
字
辞
典
で
漢
字

を
効
率
よ
く
調
べ
る
た
め
に
は
索
引
を
利
用
す
る
。
索
引
に
は
、
部
首
索
引
、

音
訓
索
引
、
総
画
索
引
な
ど
が
あ
る
。
漢
字
を
効
率
よ
く
調
べ
る
た
め
に
は
、

ど
の
索
引
を
利
用
す
る
の
が
適
切
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
常
生
活
に
お
い
て
辞
書
を
利
用
し
て
調
べ
る
こ
と
は
、
語
句
や
漢
字
の
も

つ
意
味
を
明
確
に
し
た
り
、
字
形
を
正
確
に
覚
え
た
り
す
る
こ
と
に
役
立
つ
も

の
で
あ
る
。
辞
書
の
利
用
の
仕
方
を
正
し
く
理
解
し
、
習
慣
化
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
内
容
・
領
域

言
語
事
項
（
第
三
・
四
学
年
）

エ　

語
句
に
関
す
る
事
項

（
イ
）表
現
し
た
り
理
解
し
た
り
す
る
た
め
に
必
要
な
文
字
や
語
句
に

つ
い
て
、
辞
書
を
利
用
し
て
調
べ
る
方
法
を
理
解
す
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

４

漢
字
辞
典
で
次
の
漢
字
を
調
べ
よ
う
と
思
い
ま
す
が
、
読
み
方
も
部
首
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
効
率
よ
く
調
べ

る
た
め
の
方
法
と
し
て
、
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ

の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

寿
１

部
首
さ
く
い
ん
の
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
﹁
寿
﹂
の
漢
字
を
探さ

が

す
。

２

初
め
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
順
に
め
く
っ
て
﹁
寿
﹂
の
漢
字
を
探
す
。

３

音
訓
さ
く
い
ん
の
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
﹁
ア
・
あ
﹂
か
ら
順
に
﹁
寿
﹂
の
漢
字
を
探
す
。

４

総
画
さ
く
い
ん
の
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
七
画
の
漢
字
の
中
か
ら
﹁
寿
﹂
の
漢
字
を
探
す
。
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二
一

２	

問
題
に
つ
い
て

⑴　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答

選
択
肢
４　

総
画
さ
く
い
ん
の
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
七
画
の
漢
字
の
中
か
ら

「
寿
」
の
漢
字
を
探
す
。

■
解
説

○
漢
字
の
読
み
方
も
部
首
も
分
か
ら
な
い
場
合
、
総
画
索
引
を
使
う
こ
と

が
最
も
効
率
的
で
あ
る
。
総
画
索
引
の
中
の
七
画
の
漢
字
を
調
べ
る
こ

と
で
、
他
の
方
法
よ
り
短
時
間
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

誤
答
に
つ
い
て

■
解
説

○
選
択
肢
１
、
２
、
３
は
、
調
べ
る
方
法
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
選
択
肢

４
よ
り
効
率
的
で
は
な
い
の
で
誤
答
で
あ
る
。

３	

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

⑴　

辞
書
を
積
極
的
に
活
用
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
る

　

児
童
に
と
っ
て
身
近
な
辞
書
に
は
、「
国
語
辞
典
」「
漢
字
辞
典
」
な
ど
が

あ
る
。
語
句
の
正
し
い
理
解
や
語
彙い

の
拡
充
、
字
形
の
正
し
い
理
解
な
ど
、

辞
書
を
活
用
す
る
意
義
は
大
き
い
。
必
要
な
と
き
に
は
い
つ
で
も
辞
書
を
手

元
に
置
い
て
、
積
極
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。

　

辞
書
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
発
達
段
階
に
応
じ
て
指
導
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
読
書
範
囲
の
広
が
り
に
応
じ
て
自
分
で
難
語
句
を
調
べ
た
り
、
学

校
図
書
館
等
を
利
用
し
て
必
要
な
情
報
を
収
集
・
活
用
し
た
り
す
る
能
力
を

育
成
す
る
。
具
体
的
に
は
、
第
三
・
四
学
年
で
は
、
分
か
ら
な
い
文
字
や
語

句
を
見
付
け
た
ら
、
人
に
尋
ね
た
り
、
関
係
す
る
資
料
か
ら
探
し
た
り
す
る

態
度
を
育
て
る
よ
う
に
す
る
。
第
五
・
六
学
年
で
は
、
辞
書
を
利
用
し
て
調

べ
る
習
慣
を
付
け
る
こ
と
へ
発
展
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

⑵　

情
報
活
用
能
力
を
高
め
る

　

辞
書
の
利
用
を
含
め
た
情
報
活
用
の
指
導
は
、
三
領
域
と
関
連
さ
せ
る
こ

と
が
有
効
で
あ
る
。
第
五
・
六
学
年
の
「
読
む
こ
と
」
の
言
語
活
動
例
に
、

「
読
書
発
表
会
を
行
う
こ
と
」
や
「
自
分
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
図
鑑

や
事
典
な
ど
を
活
用
し
て
必
要
な
情
報
を
読
む
こ
と
」
を
位
置
付
け
て
い
る
。

情
報
の
一
つ
と
し
て
、
図
鑑
や
事
典
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
を
活
用
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
。「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
言
語
活
動
例
に
は
、「
自

分
の
考
え
を
資
料
を
提
示
し
な
が
ら
ス
ピ
ー
チ
す
る
こ
と
」
や
「
調
べ
た
こ

と
や
ま
と
め
た
こ
と
を
話
し
合
う
こ
と
」
を
位
置
付
け
て
い
る
。「
書
く
こ

と
」
の
言
語
活
動
例
に
は
、「
自
分
の
課
題
に
つ
い
て
調
べ
て
ま
と
ま
っ
た

文
章
に
表
す
こ
と
」
を
位
置
付
け
て
い
る
。
取
材
に
お
け
る
指
導
事
項
と
関

連
し
て
、
必
要
な
情
報
を
収
集
・
選
択
で
き
る
力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
三
領
域
と
関
連
さ
せ
た
言
語
活
動
を
す
る
こ
と
は
、
情
報

活
用
能
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
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二
二

5　

文
を
構
成
す
る

１ 

出
題
の
趣
旨

物
語
の
主
人
公
に
つ
い
て
�
文
で
書
か
れ
た
内
容
を
理
解
し
、
�
文
を
二

文
の
構
成
に
し
て
書
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

物
語
の
主
人
公
に
つ
い
て
、
複
数
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
文
を
読
み
、
主

人
公
を
主
語
に
し
て
�
文
を
二
文
に
書
き
換
え
る
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
主
人
公
で
あ
る
「
ご
ん
」
に
つ
い
て
、
�
人
で
住
ん
で
い
る
こ

と
と
、
住
ん
で
い
る
場
所
と
い
う
二
つ
の
観
点
で
描
写
し
て
い
る
�
文
を
取
り

上
げ
た
。
人
物
像
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
叙
述
内
容
を
分
析
し
て
、
内
容
を

把
握
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

冒
頭
部
の
人
物
把
握
は
、
後
の
物
語
の
展
開
を
理
解
し
て
い
く
上
で
も
欠
か

せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
言
語
事
項
と
の
関
連
か
ら
み
る
と
、
文
の
中
で
の
主
述

の
関
係
、
修
飾
や
被
修
飾
の
関
係
を
押
さ
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
内
容
・
領
域

Ｃ　

読
む
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

ウ　

登
場
人
物
の
心
情
や
場
面
に
つ
い
て
の
描
写
な
ど
、
優
れ
た
叙
述
を

味
わ
い
な
が
ら
読
む
こ
と
。

言
語
事
項
（
第
五
・
六
学
年
）

オ　

文
及
び
文
章
の
構
成
に
関
す
る
事
項

（
ア
）文
や
文
章
に
は
い
ろ
い
ろ
な
構
成
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解

す
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

５

次
の

の
中
の

部
に
は
、
二
つ
の
内
容
が
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。
﹁
ご
ん
﹂
を
主
語
に
し

て
、
二
つ
の
文
に
分
け
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

ご
ん
は
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
小
ぎ
つ
ね
で
、
し
だ
の
い
っ
ぱ
い
し
げ
っ
た
森
の
中
に
、
あ
な
を
ほ
っ
て

住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
夜
で
も
昼
で
も
、
辺
り
の
村
へ
出
て
き
て
、
い
た
ず
ら
ば
か
り
し
ま
し
た
。

︵
新に

い

美み

南な
ん

吉き
ち

﹁
ご
ん
ぎ
つ
ね
﹂
に
よ
る
︶

小国A− 6
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二
三

２	

問
題
に
つ
い
て

⑴　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答
例

○
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
小
ぎ
つ
ね
で
し
た
。

○
し
だ
の
い
っ
ぱ
い
し
げ
っ
た
森
の
中
に
、
あ
な
を
ほ
っ
て
住
ん
で
い
ま

し
た
。

■
解
説

○
傍
線
部
に
は
、
①
ご
ん
が
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
小
ぎ
つ
ね
で
あ
る
こ
と
、

②
ご
ん
は
し
だ
の
い
っ
ぱ
い
し
げ
っ
た
森
の
中
に
、
あ
な
を
ほ
っ
て
住

ん
で
い
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
内
容
を
取
り
上
げ
て

書
い
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

⑵　

誤
答
に
つ
い
て

■
解
説

○
本
設
問
で
求
め
て
い
る
能
力
は
、
①
叙
述
内
容
を
正
し
く
読
む
、
②
一

文
を
二
文
に
分
け
て
書
き
換
え
る
と
い
う
二
つ
で
あ
る
。
正
答
の
内
容

を
二
つ
と
も
満
た
し
て
い
な
い
も
の
は
誤
答
と
す
る
。

３	

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

⑴　

人
物
像
を
的
確
に
と
ら
え
て
読
む

　

物
語
を
読
む
と
き
は
、
主
人
公
を
確
認
し
、
場
面
展
開
に
お
け
る
言
動
を

押
さ
え
な
が
ら
、
物
語
全
体
を
把
握
す
る
。
特
に
、
主
人
公
の
人
物
像
に
つ

い
て
、
心
情
や
性
格
、
考
え
方
な
ど
を
よ
り
多
面
的
に
と
ら
え
る
。
ま
た
、

そ
の
ほ
か
に
登
場
す
る
人
物
と
の
関
係
や
語
り
手
と
登
場
人
物
と
の
関
係
な

ど
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

第
五
・
六
学
年
に
お
い
て
は
、
表
現
や
叙
述
と
関
係
付
け
な
が
ら
人
物
の

心
情
な
ど
を
読
み
、
自
分
の
読
み
を
確
か
な
も
の
と
し
て
高
め
て
い
く
よ
う

な
指
導
を
工
夫
す
る
。

⑵　

文
及
び
文
章
の
構
成
を
理
解
す
る

　

文
の
構
成
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
は
、
文
の
中
で
の
語
句
の
係
り
方
や

照
応
の
仕
方
を
押
さ
え
る
こ
と
や
い
ろ
い
ろ
な
文
の
構
成
が
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
問
題
で
取
り
上
げ
た
本
文
は
、

二
つ
の
内
容
を
一
文
で
ま
と
め
て
い
る
。
省
略
さ
れ
た
主
語
を
補
っ
て
内
容

を
読
む
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
文
構
成
を
分
析
的
に
と
ら
え

た
り
、
新
た
な
内
容
を
補
足
し
た
り
し
な
が
ら
、
文
の
理
解
を
深
め
る
よ
う

に
す
る
。

　

一
方
、
文
章
全
体
の
構
成
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
文
の
理
解
の
上
に
立
ち
、

文
章
の
実
際
に
即
し
て
構
成
の
工
夫
を
見
い
出
し
て
い
く
よ
う
に
す
る
。
ま

た
、
自
分
が
書
い
た
り
話
し
た
り
す
る
際
に
、
目
的
や
意
図
に
応
じ
た
構
成

に
な
る
よ
う
な
指
導
の
工
夫
も
重
要
で
あ
る
。

４	

出
典
等

新
美
南
吉
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
に
よ
る
。
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二
四

6　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
メ
モ
を
取
る

１ 

出
題
の
趣
旨

話
の
要
点
を
聞
き
取
り
、
効
率
よ
く
メ
モ
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
を
み
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
聞
き
取
っ
た
内
容
を
分
か
り
や
す
く
メ
モ
に
取

る
問
題
で
あ
る
。
メ
モ
を
取
る
こ
と
に
よ
り
思
考
過
程
が
整
理
さ
れ
、
事
後
に

活
用
す
る
と
き
の
有
効
な
取
材
資
料
と
な
る
。

こ
こ
で
は
、
職
業
調
べ
を
目
的
と
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
の
メ
モ
を
取
り
上

げ
た
。
メ
モ
は
、
項
目
ご
と
に
要
点
を
箇
条
書
き
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
後
の
「
報
告
」、「
説
明
」
な
ど
の
取
材
資
料
と
し
て
使
う
た
め
に
も
、

要
点
を
分
か
り
や
す
く
整
理
し
な
が
ら
メ
モ
を
取
る
よ
う
に
す
る
。

児
童
に
と
っ
て
は
、「
聞
く
こ
と
」
を
よ
り
効
率
よ
く
確
実
に
行
う
た
め
に
、

メ
モ
を
取
る
こ
と
は
有
効
な
言
語
活
動
で
あ
る
。
メ
モ
の
取
り
方
に
は
、
様
々

な
方
法
が
あ
る
の
で
、
発
達
段
階
や
目
的
に
応
じ
て
計
画
的
に
指
導
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

■
学
習
指
導
要
領
の
内
容
・
領
域

Ａ　

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
（
第
三
・
四
学
年
）

イ　

話
の
中
心
に
気
を
付
け
て
聞
き
、
自
分
の
感
想
を
ま
と
め
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

６

高
木
さ
ん
の
学
級
で
は
、
自
分
が
な
り
た
い
職
業
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
調
べ
ま
し
た
。
次
に
示
す
の
は
、
高

木
さ
ん
が
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
と
き
の
メ
モ
の
一
部
で
す
。
高
木
さ
ん
は
、
分
か
り
や
す

い
メ
モ
に
す
る
た
め
の
く
ふ
う
を
し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
く
ふ
う
を
し
て
い
る
か
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、

ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
１
か
ら
５
ま
で
の
中
か
ら
二
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

自
分
が
ケ
ー
キ
屋
に
な
り
た
い
思
い
を
中
心
に
書
い
て
い
る
。

２

下
調
べ
し
た
こ
と
と
聞
い
た
こ
と
を
合
わ
せ
て
書
い
て
い
る
。

３

話
し
て
く
れ
た
要
点
を
で
き
る
だ
け
短
く
書
い
て
い
る
。

４

話
し
て
く
れ
た
こ
と
に
対
す
る
意
見
や
感
想
を
書
い
て
い
る
。

５

内
容
が
分
か
る
よ
う
に
見
出
し
を
付
け
て
書
い
て
い
る
。

小国A− 7

○ケーキ屋さんになろうとしたきっかけ

・ケーキを作っている様子にあこがれたから。
・人を喜ばせたい。
○ケーキ屋さんになるために

・おかし作りを教えてくれる学校に通った。
○ケーキを作る喜び

・思いえがいた味になったとき。
・デザインどおりに作れたとき。
・「おいしい」と言ってもらえたとき。
○苦労していること

・新しいケーキを考え出すこと。

〈高木さんのメモ〉
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二
五

２	

問
題
に
つ
い
て

⑴　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答

選
択
肢
３　

話
し
て
く
れ
た
要
点
を
で
き
る
だ
け
短
く
書
い
て
い
る
。

選
択
肢
５　

内
容
が
分
か
る
よ
う
に
見
出
し
を
付
け
て
書
い
て
い
る
。

■
解
説

○
取
材
メ
モ
と
し
て
は
、
相
手
や
目
的
に
応
じ
て
メ
モ
の
内
容
や
形
式
を

工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。
事
後
の
学
習
で
メ
モ
を
活
用
す
る
た
め
に
、

事
柄
ご
と
に
見
出
し
を
付
け
、
要
点
を
短
く
書
い
て
い
る
。

⑵　

誤
答
に
つ
い
て

■
解
説

○
選
択
肢
１
に
つ
い
て
は
、
な
り
た
い
思
い
を
中
心
に
書
い
た
メ
モ
で
は

な
い
の
で
誤
答
で
あ
る
。

○
選
択
肢
２
に
つ
い
て
は
、
そ
の
場
で
聞
い
た
こ
と
を
中
心
に
書
い
て
い

る
の
で
誤
答
で
あ
る
。

○
選
択
肢
４
に
つ
い
て
は
、
自
分
の
意
見
や
感
想
に
つ
い
て
は
記
述
が
な

く
、
聞
き
取
っ
た
内
容
で
あ
る
の
で
誤
答
で
あ
る
。

３	

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

⑴　

内
容
や
形
式
を
工
夫
し
て
メ
モ
を
取
る

　

聞
く
力
を
付
け
る
た
め
に
、
メ
モ
を
取
る
よ
う
に
す
る
。
児
童
が
メ
モ
を

取
る
状
況
と
し
て
、
話
す
内
容
を
始
め
か
ら
全
部
記
録
し
よ
う
と
し
て
後
で

読
み
取
り
に
く
か
っ
た
り
、
書
く
こ
と
だ
け
に
意
識
を
取
ら
れ
て
要
点
を
聞

き
取
れ
な
か
っ
た
り
す
る
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
メ
モ
を
取
る
こ
と
は
、

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」（
第
三
・
四
学
年
）
の
言
語
活
動
例
に
位
置
付

け
て
い
る
。
様
々
な
目
的
の
た
め
に
、
要
点
な
ど
を
メ
モ
に
取
り
な
が
ら
聞

く
こ
と
を
通
し
て
、
情
報
収
集
の
技
能
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
具

体
的
な
内
容
面
の
指
導
で
は
、
重
要
な
語
句
や
柱
と
な
る
内
容
を
見
出
し
と

し
た
り
、
中
心
文
を
取
り
出
し
て
要
約
し
た
り
す
る
。
ま
た
、
形
式
面
で
は
、

時
間
軸
を
中
心
と
し
た
メ
モ
の
構
成
や
書
体
の
強
調
な
ど
の
方
法
に
つ
い
て
、

発
達
段
階
に
応
じ
て
指
導
を
工
夫
す
る
。

⑵　

目
的
や
課
題
に
応
じ
て
メ
モ
を
活
用
す
る

　

目
的
や
課
題
に
応
じ
て
聞
き
取
っ
た
メ
モ
は
、
話
し
合
い
活
動
や
書
く
活

動
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
目
的
を
明
確
に
し
た
メ
モ
を
取
る
と
と
も
に
、

そ
の
メ
モ
を
事
後
の
学
習
に
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
を
計
画
の
段
階
で
見
通

し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
メ
モ
の
内
容
や
取
り

方
自
体
を
振
り
返
り
、
評
価
す
る
機
会
を
設
定
す
る
。
メ
モ
を
取
る
力
を
高

め
る
と
と
も
に
、
話
し
合
う
力
や
書
く
力
と
結
び
付
け
た
指
導
を
重
視
す
る
。

⑶　

メ
モ
を
取
る
習
慣
を
身
に
付
け
る

　

国
語
科
の
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
中
で
学
習
し
た
メ
モ
を
取
る
力

を
、「
書
く
こ
と
」
や
「
読
む
こ
と
」
の
学
習
や
各
教
科
等
の
学
習
、
実
生

活
の
中
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
様
々
な
学
習
活
動

の
中
で
、
メ
モ
を
取
る
場
面
を
意
図
的
に
設
定
し
た
り
、
メ
モ
を
取
る
こ
と

を
奨
励
し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
日
常
的
な
場
面
で
目
的
に
応
じ

て
メ
モ
を
取
る
習
慣
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
指
導
を
工
夫
す
る
。
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二
六

7　

ス
ピ
ー
チ
を
す
る

１ 

出
題
の
趣
旨

聞
き
手
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
ス
ピ
ー
チ
に
す
る
た
め
に
大
切
な
こ
と

を
理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

聞
き
手
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
た
め
に
、
音
声
の
面
か

ら
話
し
手
が
気
を
付
け
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
を
問
う
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、「
�
年
間
の
目
標
を
ス
ピ
ー
チ
す
る
」
と
い
う
、
多
く
の
児
童

が
経
験
す
る
場
面
を
設
定
し
た
。
聞
き
手
を
意
識
し
た
ス
ピ
ー
チ
を
行
う
場
合

に
必
要
と
さ
れ
る
音
声
面
の
観
点
と
し
て
、
①
間
、
②
聞
き
手
の
表
情
や
反
応
、

③
調
子
・
転
調
、
④
声
量
、
⑤
速
さ
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
観
点
を
、
相
手

や
目
的
、
条
件
や
状
況
等
に
応
じ
て
工
夫
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ス
ピ
ー
チ
を
す
る
場
合
、
聞
き
手
に
声
を
明
確
に
伝
え
る
と
い
っ
た
音
声
面

で
の
指
導
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ス
ピ
ー
チ
の
題
材
や
内
容
の
構
成
、
提

示
物
や
資
料
な
ど
の
準
備
や
そ
れ
を
示
す
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
も
重
要
な
観
点
と

な
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
内
容
・
領
域

Ａ　

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
（
第
三
・
四
学
年
）

ア　

伝
え
た
い
事
を
選
び
、
自
分
の
考
え
が
分
か
る
よ
う
に
筋
道
を
立
て

て
、
相
手
や
目
的
に
応
じ
た
適
切
な
言
葉
遣
い
で
話
す
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

話
す
・
聞
く
能
力

７

自
分
の
一
年
間
の
目
標
を
、
学
級
で
ス
ピ
ー
チ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
聞
き
手
に
分
か
り
や
す
い
話
し

方
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
１
か
ら
５
ま
で
の
中
か
ら
二
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

聞
き
手
が
話
の
内
容
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
、
間
を
お
か
ず
に
続
け
て
話
す
。

２

話
が
伝
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
聞
き
手
の
表
情
を
確
か
め
な
が
ら
話
す
。

３

聞
き
手
に
内
容
が
よ
く
伝
わ
る
よ
う
に
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
同
じ
調
子
で
話
す
。

４

聞
き
手
に
よ
く
聞
こ
え
る
よ
う
に
、
場
に
応
じ
た
声
の
大
き
さ
で
は
っ
き
り
話
す
。

５

聞
き
手
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
伝
え
た
い
の
で
、
で
き
る
限
り
早
口
で
話
す
。

小国A− 8
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二
七

２	

問
題
に
つ
い
て

⑴　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答

選
択
肢
２　

話
が
伝
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
聞
き
手
の
表
情
を
確
か
め

な
が
ら
話
す
。

選
択
肢
４　

聞
き
手
に
よ
く
聞
こ
え
る
よ
う
に
、
場
に
応
じ
た
声
の
大
き

さ
で
は
っ
き
り
話
す
。

■
解
説

○
聞
き
手
の
表
情
を
意
識
す
る
こ
と
は
、
聞
き
手
に
伝
わ
る
音
量
の
面
、

内
容
理
解
の
面
な
ど
か
ら
、
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

○
聞
き
手
に
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
は
、
場
に
応
じ
た
声
量
や
調
子

な
ど
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
内
容
の
重
要
度
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

誤
答
に
つ
い
て

■
解
説

○
選
択
肢
１
は
、「
間
を
お
か
ず
に
続
け
て
話
す
」
と
聞
き
手
に
分
か
り

に
く
い
。

○
選
択
肢
３
は
、「
最
初
か
ら
最
後
ま
で
同
じ
調
子
で
話
す
」
と
大
事
な

と
こ
ろ
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

○
選
択
肢
５
は
、「
で
き
る
限
り
早
口
で
話
す
」
と
聞
き
手
が
理
解
し
に

く
い
。

３	

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

⑴　

聞
き
手
を
意
識
し
て
分
か
り
や
す
く
話
す

　

聞
き
手
を
意
識
し
て
分
か
り
や
す
く
話
す
た
め
に
は
、
二
つ
の
面
か
ら
指

導
を
重
視
す
る
。
一
つ
は
、
話
の
内
容
面
で
あ
る
。
相
手
や
目
的
、
条
件
や

状
況
に
応
じ
て
、
話
の
内
容
や
構
成
を
工
夫
す
る
こ
と
で
あ
る
。
感
想
や
意

見
、
紹
介
や
説
明
な
ど
形
式
を
意
識
し
て
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
も
う
一
つ
は
音
声
面
で
あ
る
。
分
か
り
や
す
い
ス
ピ
ー
チ
に
す
る
た

め
に
は
、
趣
旨
の
項
で
述
べ
た
よ
う
な
具
体
的
な
観
点
に
留
意
す
る
こ
と
で

あ
る
。
話
し
手
と
聞
き
手
と
い
う
双
方
の
立
場
か
ら
の
自
己
評
価
や
相
互
評

価
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
す
る
。
な
お
、
第
五
・
六
学
年
に
お
い
て
は
、
自

分
の
考
え
を
資
料
を
提
示
し
な
が
ら
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
な
ど
の
言
語
活
動
を

取
り
入
れ
て
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

⑵　

題
材
に
対
す
る
思
い
や
願
い
を
大
切
に
す
る

　

ス
ピ
ー
チ
の
指
導
で
は
、
相
手
を
意
識
し
、
題
材
に
対
す
る
児
童
の
思
い

や
願
い
を
大
切
に
し
た
活
動
を
展
開
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
学
年
や
時
期
に

合
わ
せ
、
児
童
の
興
味
や
関
心
を
高
め
る
よ
う
な
題
材
を
設
定
す
る
な
ど
の

工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

⑶　

様
々
な
場
に
お
い
て
ス
ピ
ー
チ
を
す
る

　

分
か
り
や
す
い
ス
ピ
ー
チ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
国
語
科
の
み
な

ら
ず
、
各
教
科
等
や
特
別
活
動
と
の
関
連
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ス

ピ
ー
チ
の
場
と
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
や
学
級
、
学
校
全
体
な
ど
へ
と
規
模
を

広
げ
た
り
、
対
象
と
す
る
相
手
を
広
げ
た
り
す
る
。
ま
た
、
時
間
配
分
を
工

夫
し
た
り
、
資
料
を
活
用
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
。
各
教
科
等
や
特
別
活

動
に
お
け
る
様
々
な
学
習
活
動
と
関
係
付
け
て
、
計
画
的
に
話
す
能
力
を
育

て
る
よ
う
に
す
る
。
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二
八

8　

説
明
を
書
く

１ 

出
題
の
趣
旨

目
的
や
様
式
に
応
じ
て
必
要
な
事
柄
を
選
ん
で
、
文
章
を
書
き
換
え
る
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

感
想
を
箇
条
書
き
の
説
明
書
に
書
き
換
え
る
問
題
で
あ
る
。
二
つ
の
書
き
方

や
内
容
を
比
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
様
式
の
特
徴
を
よ
く
理
解
し
た
上
で
書
き

換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
で
「
べ
っ
こ
う
あ
め
を
作
っ
た
時
の
感
想
」
を

基
に
、「
べ
っ
こ
う
あ
め
の
作
り
方
」
の
説
明
書
を
書
く
と
い
う
設
定
に
し
た
。

感
想
に
は
、
作
り
方
の
手
順
だ
け
で
な
く
、
そ
の
と
き
思
っ
た
こ
と
や
感
じ
た

こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
説
明
書
に
書
き
換
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
事
実
と

感
想
を
読
み
分
け
、
説
明
に
必
要
な
事
柄
を
選
び
な
が
ら
読
む
。
次
に
、
説
明

書
の
項
立
て
に
し
て
い
る
材
料
、
準
備
す
る
も
の
、
作
り
方
の
三
つ
の
観
点
で

説
明
の
事
柄
を
整
理
す
る
。
そ
し
て
、
手
順
に
沿
っ
て
、
作
る
順
序
を
考
え
、

文
章
を
箇
条
書
き
に
書
き
換
え
る
よ
う
に
す
る
。

何
の
た
め
に
、
誰
の
た
め
に
書
く
の
か
と
い
っ
た
目
的
や
相
手
意
識
を
も
ち
、

表
現
様
式
に
即
し
て
全
体
を
見
通
し
な
が
ら
書
く
事
柄
を
整
理
し
た
り
、
構
成

し
た
り
し
て
記
述
す
る
能
力
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
内
容
・
領
域

Ｂ　

書
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

イ　

全
体
を
見
通
し
て
、
書
く
必
要
の
あ
る
事
柄
を
整
理
す
る
こ
と
。

エ　

事
象
と
感
想
、
意
見
な
ど
と
を
区
別
す
る
と
と
も
に
、
目
的
や
意
図

に
応
じ
て
簡
単
に
書
い
た
り
詳
し
く
書
い
た
り
す
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

書
く
能
力

８

小
島
さ
ん
は
、
科
学
ク
ラ
ブ
で
﹁
べ
っ
こ
う
あ
め
作
り
﹂
を
し
て
、
そ
の
感
想
を
学
級
の
友
達
に
伝
え
ま
し

た
。
そ
の
と
き
、
作
り
方
を
分
か
り
や
す
く
教
え
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
の
で
、
Ａ
の
感
想
を
Ｂ
の
よ
う
に
、

か
じ
ょ
う
書
き
の
形
に
直
し
、
説
明
書
を
書
き
ま
し
た
。
Ａ
の
中
の
言
葉
を
使
っ
て
、
Ｂ
の
﹁
３

作
り
方
﹂

の

ア

と

イ

に
入
る
ふ
さ
わ
し
い
文
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

小国A− 9

べっこうあめを作った時の感想

科学クラブのみんなで，べっこうあめを作りました。

とてもおもしろかったです。まず，砂
さ

糖
とう

と水をなべに入

れて，わりばしでかきまぜながら，火にかけました。き

つね色になった時に，火を消しました。こげなくてよ

かったです。次に，アルミケースにたらしました。とて

もおいしそうでした。あとは，つまようじをつけてでき

上がりです。

べっこうあめは熱かったので，やけどしそうでした。

色が変わる様子にびっくりしました。…

べっこうあめの作り方

１ 材料 砂糖 100 g，水 80ml
２ 準備するもの なべ，ガスコンロ，わりばし

アルミケース，つまようじ

３ 作り方

①砂糖と水をなべに入れ，わりばしでかきまぜながら，

火にかける。

②

③

④つまようじをつける。

※注意…べっこうあめは熱くなるので，やけどをしな

いように気をつけること。

ア

イ

Ａ

Ｂ
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二
九

２	

問
題
に
つ
い
て

⑴　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答
例

ア
（
さ
と
う
水
が
）
き
つ
ね
色
に
な
っ
た
時
に
、
火
を
消
す
。

イ　

ア
ル
ミ
ケ
ー
ス
に
た
ら
す
。

■
解
説

○
「
べ
っ
こ
う
あ
め
を
作
っ
た
時
の
感
想
」
に
は
、
作
り
方
の
手
順
の
説

明
以
外
に
感
想
も
含
ま
れ
て
い
る
。
作
り
方
の
手
順
だ
け
を
順
序
よ
く

取
り
出
し
て
、
箇
条
書
き
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

⑵　

誤
答
に
つ
い
て

■
解
説

○
手
順
を
順
序
立
て
て
書
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
の
で
、
ア
と
イ
が
入
れ

替
わ
っ
た
も
の
は
誤
答
と
す
る
。

３	

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

⑴　

書
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
整
理
す
る

　

第
五
・
六
学
年
で
は
、
全
体
を
見
通
し
て
書
く
事
柄
を
整
理
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
文
章
全
体
の
展
開
を
想
定
し
、
目
的
や
意

図
、
必
要
性
や
効
果
な
ど
を
考
え
な
が
ら
材
料
の
収
集
、
選
択
、
整
理
に
当

た
る
。
特
に
、
書
く
必
要
性
が
高
い
も
の
を
整
理
す
る
こ
と
に
お
い
て
は
、

取
材
し
た
も
の
か
ら
優
先
順
位
を
付
け
て
選
択
す
る
な
ど
し
て
不
十
分
で
あ

れ
ば
再
度
取
材
す
る
。
ま
た
、
構
成
を
考
え
た
後
に
も
取
材
を
繰
り
返
す
よ

う
な
指
導
を
工
夫
す
る
。

⑵　

目
的
や
意
図
に
応
じ
た
書
式
や
様
式
を
活
用
す
る

　

第
五
・
六
学
年
の
「
書
く
こ
と
」
の
言
語
活
動
例
に
は
、「
礼
状
や
依
頼

状
な
ど
の
手
紙
を
書
く
こ
と
、
自
分
の
課
題
に
つ
い
て
調
べ
て
ま
と
ま
っ
た

文
章
に
表
す
こ
と
、
経
験
し
た
こ
と
を
ま
と
ま
っ
た
記
録
や
報
告
に
す
る
こ

と
な
ど
」
を
位
置
付
け
て
い
る
。
文
章
の
書
式
や
様
式
に
応
じ
た
内
容
や
構

成
に
つ
い
て
の
知
識
を
習
得
さ
せ
、
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
そ
れ
を
使
い

分
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⑶　

端
的
に
表
現
す
る
力
を
高
め
る

　

目
的
に
即
し
て
表
現
活
動
を
行
う
際
、
結
論
が
不
明
確
で
あ
っ
た
り
、
意

図
な
く
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
明
確
な
目
的
や
意

図
を
も
っ
て
、
相
手
に
分
か
り
や
す
く
端
的
に
表
現
す
る
能
力
を
高
め
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
問
題
で
は
、
箇
条
書
き
に
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

箇
条
書
き
に
す
る
能
力
は
、
内
容
の
中
心
語
句
や
中
心
文
を
選
ぶ
能
力
で
も

あ
る
。
箇
条
書
き
で
端
的
に
表
現
す
る
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
同
じ
内
容

を
箇
条
書
き
に
し
た
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
比
べ
て
読
ん
だ
り
、
形
式

段
落
に
小
見
出
し
を
付
け
た
り
す
る
な
ど
の
指
導
を
工
夫
す
る
。
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三
〇

9　

段
落
の
内
容
を
把
握
す
る

１ 

出
題
の
趣
旨

説
明
文
の
段
落
の
内
容
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

説
明
文
の
�
部
の
段
落
を
読
み
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
的
確
に
と
ら
え
る

問
題
で
あ
る
。
内
容
を
と
ら
え
る
能
力
は
、
文
章
を
読
む
こ
と
に
お
け
る
最
も

重
要
な
も
の
の
�
つ
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
北
海
道
で
発
見
さ
れ
た
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
に
つ
い
て
書
か
れ
た

説
明
文
の
最
後
の
段
落
を
取
り
上
げ
た
。
こ
の
段
落
の
内
容
を
と
ら
え
る
た
め

に
は
、
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
の
資
料
の
も
つ
重
要
性
に
つ
い
て
、
気
候
の
変
化
と

関
係
付
け
て
読
む
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

段
落
の
内
容
を
と
ら
え
る
に
は
、
段
落
が
文
章
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役

割
を
も
っ
て
い
る
か
を
押
さ
え
る
。
ま
た
、
段
落
が
ど
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ

て
い
る
か
、
中
心
文
は
ど
こ
か
を
押
さ
え
る
。
さ
ら
に
、
語
句
の
使
い
方
や
文

末
表
現
な
ど
を
手
が
か
り
に
筆
者
の
主
張
の
軽
重
や
表
現
の
工
夫
な
ど
を
吟
味

す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
内
容
・
領
域

Ｃ　

読
む
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

イ　

目
的
や
意
図
な
ど
に
応
じ
て
、
文
章
の
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
な
が

ら
要
旨
を
と
ら
え
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

読
む
能
力

９

次
の
文
章
は
、
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
に
つ
い
て
書
か
れ
た
説
明
文
の
終
わ
り
の
段だ

ん

落
で
す
。
こ
の
段
落
の
内
容

を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、

そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
北
海
道
か
ら
発
見
さ
れ
る
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
は
、
地
球
上
で
も
っ
と
も
南
に
い
た
ケ
ナ

ガ
マ
ン
モ
ス
た
ち
の
一
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
か
れ
ら
が
気
候
変
化
に
と
も
な
っ
て
ど
の
よ
う
に
移
動
し

て
い
た
の
か
が
、
非
常
に
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
今
、
地
球
は
、
地
球
温
暖だ

ん

化
と
い
う
大
き
な
問
題
を
か
か

え
て
い
ま
す
。
気
候
の
変
化
が
野
生
の
動
物
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
影え

い

響
き
ょ
う

を
あ
た
え
る
の
か
を
考
え
る
と

き
、
日
本
の
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
た
ち
の
資
料
は
、
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

︵
高た

か

橋は
し

啓け
い

一い
ち

﹁
日
本
の
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
﹂
に
よ
る
︶

１

北
海
道
か
ら
発
見
さ
れ
る
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
は
、
気
候
の
変
化
と
は
全
く
関
係
が
な
い
と
い
え
る
。

２

気
候
の
変
化
が
野
生
動
物
に
影
響
を
あ
た
え
た
例
と
し
て
、
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
の
資
料
は
重
要
だ
。

３

地
球
温
暖
化
の
問
題
を
考
え
る
と
き
、
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
の
資
料
は
重
要
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

４

日
本
の
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
の
発
見
は
、
マ
ン
モ
ス
の
進
化
を
研
究
す
る
の
に
重
要
な
意
味
が
あ
る
。

小国A−10

（
高
橋
啓
�
「
日
本
の
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
」
に
よ
る
）
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三
一

２	

問
題
に
つ
い
て

⑴　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答

選
択
肢
２　

気
候
の
変
化
が
野
生
動
物
に
影
響
を
あ
た
え
た
例
と
し
て
、

ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
の
資
料
は
重
要
だ
。

■
解
説

○
こ
の
説
明
文
の
一
部
は
、
文
章
の
結
び
の
段
落
で
三
文
構
成
に
な
っ
て

い
る
。
第
一
文
は
、「
こ
の
よ
う
に
」
で
前
の
文
脈
を
ま
と
め
た
表
現

に
な
っ
て
い
る
。
第
二
文
は
、
第
三
文
で
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
の
資
料
を

評
価
す
る
た
め
に
、
話
題
を
広
げ
て
第
一
文
と
第
三
文
を
つ
な
い
で
い

る
。
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
の
移
動
が
気
候
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
叙
述
内
容
を
受
け
、
そ
の
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
の
資
料
が
気
候
の
変

化
と
の
関
係
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
段

落
の
主
た
る
内
容
と
な
る
。

⑵　

誤
答
に
つ
い
て

■
解
説

○
選
択
肢
１
、
３
、
４
は
、
本
文
の
内
容
と
は
相
異
す
る
内
容
を
書
い
て

い
る
の
で
誤
答
で
あ
る
。

３	

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

⑴　

段
落
の
中
心
語
句
や
中
心
文
を
と
ら
え
る

　

段
落
の
内
容
を
と
ら
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
段
落
の
始
め
に
あ
る
接
続

語
な
ど
に
着
目
し
て
、
文
章
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
な
働
き
を
も
つ
段
落
か

を
押
さ
え
る
必
要
が
あ
る
。
次
に
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
の
中
で
繰
り
返
さ

れ
る
中
心
語
句
や
中
心
文
を
押
さ
え
、
文
相
互
の
関
係
を
分
析
的
に
と
ら
え

る
。
そ
し
て
、
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
必
要
な
も
の
を
選
び
、
内
容
を
と
ら

え
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

⑵　

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
内
容
を
と
ら
え
る

　

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
文
章
の
内
容
を
と
ら
え
る
に
は
、
児
童
が
そ
の

必
要
性
や
目
的
意
識
を
も
ち
、
単
な
る
作
業
的
な
学
習
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
内
容
と
し
て
書
き
ま
と
め
た

こ
と
を
図
書
新
聞
で
紹
介
す
る
な
ど
、
第
三
者
に
伝
え
る
よ
う
な
指
導
を
工

夫
す
る
。

⑶　

要
約
す
る
学
習
を
重
ね
る

　

文
章
の
内
容
を
と
ら
え
る
た
め
に
は
、
文
章
の
一
部
あ
る
い
は
全
体
を
簡

潔
に
要
約
す
る
力
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
短
い
文
章
を
取
り
上

げ
て
要
約
す
る
学
習
を
意
図
的
に
設
定
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
そ
し
て
、

段
階
的
に
長
い
文
章
へ
と
発
展
さ
せ
、
余
計
な
も
の
を
少
し
ず
つ
省
い
て
要

約
し
て
い
く
学
習
な
ど
を
展
開
す
る
。
そ
の
際
、
目
的
や
意
図
、
条
件
な
ど

に
即
し
た
要
約
に
な
る
よ
う
に
す
る
。

４	

出
典
等

高
橋
啓
一
「
日
本
の
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
」『
マ
ン
モ
ス
が
地
球
を
歩
い
て
い

た
と
き
』（
平
成
十
七
年
五
月　

新
樹
社
）
に
よ
る
。
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三
二

�　

登
場
人
物
を
把
握
す
る

１ 

出
題
の
趣
旨

物
語
文
の
登
場
人
物
の
心
情
に
つ
い
て
、
表
現
や
叙
述
に
即
し
て
読
む
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

物
語
文
の
�
場
面
に
お
け
る
人
物
の
心
情
を
表
現
や
叙
述
と
関
係
付
け
て
読

む
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
物
語
文
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
登
場
人
物
の
心
情
を
読
む

こ
と
を
取
り
上
げ
た
。
こ
の
場
面
は
、
村
人
と
い
う
他
者
の
目
を
通
し
て
、
主

人
公
の
心
情
を
と
ら
え
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
主
人
公
で
あ
る
ロ
ー

ワ
ン
と
村
人
と
の
関
係
が
描
写
さ
れ
て
い
る
叙
述
に
即
し
て
、
登
場
人
物
の
心

情
を
と
ら
え
る
よ
う
に
す
る
。

第
五
・
六
学
年
に
お
い
て
は
、
登
場
す
る
人
物
像
に
つ
い
て
、
心
情
や
性
格
、

考
え
方
な
ど
を
よ
り
多
面
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
時
期
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
人
物
の
心
情
を
表
現
や
叙
述
と
関
係
付
け
て
多
面
的
に
人
物
像
を
と

ら
え
て
、
自
分
の
読
み
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
内
容
・
領
域

Ｃ　

読
む
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

ウ　

登
場
人
物
の
心
情
や
場
面
に
つ
い
て
の
描
写
な
ど
、
優
れ
た
叙
述
を

味
わ
い
な
が
ら
読
む
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

読
む
能
力

次
の
文
章
は
、
あ
る
物
語
の
一
部
で
す
。
こ
の
物
語
の
中
で
、
主
人
公
の
ロ
ー
ワ
ン
は
自
分
た
ち
の
住
ん
で

10

い
る
リ
ン
の
村
を
救
う
者
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
ロ
ー
ワ
ン
は
、
村
人
が
自
分
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
か
。
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番

号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

ロ
ー
ワ
ン
は
、
恐

き
ょ
う

怖ふ

と
孤こ

独ど
く

と
恥は

ず
か
し
さ
を
、
ど
れ
も
同
じ
く
ら
い
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
た
。
も

う
耐た

え
ら
れ
な
か
っ
た
。
村
人
た
ち
が
痛い

た

ま
し
げ
な
目
で
自
分
を
見
る
こ
と
に
、
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

だ
れ
も
が
﹁
な
ぜ
こ
の
子
な
ん
だ
？

リ
ン
の
中
で
い
ち
ば
ん
い
く
じ
の
な
い
子
な
の
に
﹂
と
思
っ
て
い

る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
運
悪
く
村
を
救
う
者
と
し
て
選
ば
れ
て
し
ま
う
な
ん
て
！

み
ん
な

を
失
望
さ
せ
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
の
に
！︵

エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ
﹃
ロ
ー
ワ
ン
と
魔ま

法
の
地
図
﹄
に
よ
る
︶

１

村
人
は
、
ぼ
く
が
一
人
で
さ
び
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
に
耐
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
見
て
い
る
。

２

村
人
は
、
村
で
い
ち
ば
ん
い
く
じ
の
な
い
ぼ
く
が
選
ば
れ
た
こ
と
を
か
わ
い
そ
う
だ
と
見
て
い
る
。

３

村
人
は
、
ぼ
く
が
困こ

ま

っ
て
い
る
村
人
を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
強
い
心
を
も
っ
て
い
る
と
見
て
い
る
。

４

村
人
は
、
ぼ
く
が
村
の
子
な
の
だ
か
ら
村
を
救
う
も
の
と
し
て
選
ば
れ
る
の
は
当
然
だ
と
見
て
い
る
。

小国A−11

（
エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ『
ロ
ー
ワ
ン
と
魔
法
の
地
図
』に
よ
る
）
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三
三

２	

問
題
に
つ
い
て

⑴　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答

選
択
肢
２　

村
人
は
、
村
で
い
ち
ば
ん
い
く
じ
の
な
い
ぼ
く
が
選
ば
れ
た

こ
と
を
か
わ
い
そ
う
だ
と
見
て
い
る
。

■
解
説

○
こ
の
問
題
は
、
ロ
ー
ワ
ン
の
心
情
を
直
接
問
う
も
の
で
は
な
い
。
主
人

公
で
あ
る
ロ
ー
ワ
ン
を
取
り
巻
く
周
辺
の
状
況
や
人
々
の
心
情
を
ロ
ー

ワ
ン
の
立
場
か
ら
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
ロ
ー
ワ
ン
に
つ

い
て
は
、「
村
人
た
ち
が
痛
ま
し
げ
な
目
で
自
分
を
見
る
こ
と
に
、
耐

え
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
叙
述
か
ら
、
村
人
た
ち
は
か
わ
い
そ
う
だ

と
見
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

⑵　

誤
答
に
つ
い
て

■
解
説

○
選
択
肢
１
、
３
、
４
は
、
事
実
と
は
違
う
解
釈
を
し
て
い
る
の
で
誤
答

で
あ
る
。

３	

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

⑴　

登
場
人
物
を
多
面
的
に
と
ら
え
る

　

第
五
・
六
学
年
で
は
、
登
場
す
る
人
物
像
に
つ
い
て
心
情
や
性
格
、
考
え

方
な
ど
を
よ
り
多
面
的
に
と
ら
え
る
よ
う
に
す
る
。
人
物
を
と
ら
え
る
た
め

に
は
、
ま
ず
、
各
場
面
に
登
場
す
る
人
物
そ
の
も
の
を
理
解
す
る
。
次
に
、

主
人
公
の
言
動
や
心
情
に
関
す
る
表
現
を
取
り
出
し
て
、
心
情
の
変
化
を
と

ら
え
る
。
さ
ら
に
、
登
場
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
が
誰
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
た
か
な
ど
を
把
握
す
る
指
導
を
工
夫
す
る
。

⑵　

読
書
の
範
囲
を
広
げ
る

　

読
書
の
範
囲
を
広
げ
る
た
め
に
は
、
読
書
経
験
を
振
り
返
り
、
読
書
の
計

画
を
立
て
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
例
え
ば
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
品
を
読
ん

だ
こ
と
が
あ
る
か
、
主
人
公
が
成
長
す
る
物
語
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
か
な

ど
、
児
童
の
読
書
経
験
を
振
り
返
る
活
動
を
学
習
過
程
に
位
置
付
け
る
よ
う

に
す
る
。
登
場
人
物
や
作
者
、
主
題
に
着
目
す
る
読
み
方
な
ど
の
観
点
に
即

し
て
、
読
書
経
験
を
振
り
返
っ
た
り
、
他
者
の
読
み
と
交
流
し
た
り
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
通
し
て
、
改
め
て
新
し
い
観
点
で
作
品
を

読
み
返
し
た
り
、
関
連
す
る
他
の
作
品
を
読
ん
だ
り
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

４	

出
典
等

エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ
作
、
さ
く
ま
ゆ
み
こ
訳
『
ロ
ー
ワ
ン
と
魔
法
の
地
図
』

（
平
成
十
二
年
八
月
あ
す
な
ろ
書
房
）
に
よ
る
。
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三
五

調 査 問 題 の 解 説

Ｂ　主として「活用」に関する問題

SINODA-SYO-KOKU.indd   35 07.4.27   9:18:24 PM



三
六

1　

話
し
合
い
を
計
画
的
に
進
め
る
︿
交
流
計
画
の
司
会
﹀

１ 

出
題
の
趣
旨

司
会
の
役
割
や
働
き
を
押
さ
え
て
、
話
し
合
い
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

司
会
者
は
、
話
し
合
い
に
お
い
て
様
々
な
意
見
が
出
た
と
き
に
、
出
席
者
を

納
得
さ
せ
な
が
ら
計
画
的
に
話
し
合
い
を
進
め
る
力
が
必
要
で
あ
る
。
話
し
合

い
の
目
的
や
流
れ
に
沿
っ
て
意
見
を
整
理
し
た
り
、
次
の
議
事
へ
進
行
し
た
り

す
る
司
会
の
能
力
を
み
る
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
�
年
生
と
六
年
生
が
�
緒
に
遊
ぶ
と
き
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

気
を
付
け
れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え
て
、
遊
び
の
内
容
な
ど
を
決
め
て
い
く
と
い

う
話
し
合
い
の
場
面
を
設
定
し
た
。
こ
こ
で
の
司
会
者
は
、
話
し
合
う
手
順

を
考
え
、
状
況
に
応
じ
て
効
果
的
に
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
話
し
合
い
の
目
的
を
確
認
し
、
出
さ
れ
た
意
見
か
ら
�
年
生
と
の
遊
び
の

条
件
を
整
理
し
て
確
認
し
た
り
、
進
行
す
る
た
め
に
合
意
を
得
た
り
し
て
い
る
。

様
々
な
意
見
や
発
言
、
立
場
の
違
う
提
案
を
関
係
付
け
て
�
つ
の
良
い
意
見
や

提
案
に
ま
と
め
て
い
く
こ
と
は
、
司
会
者
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
。

計
画
的
に
話
し
合
う
た
め
に
、
司
会
者
に
必
要
な
役
割
や
働
き
を
学
び
、
互

い
の
司
会
ぶ
り
を
振
り
返
り
、
よ
り
良
く
改
善
す
る
こ
と
は
、
建
設
的
な
話
し

合
い
を
進
め
る
な
ど
の
力
で
あ
る
対
話
の
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。

１

次
の
記
録
は
、
六
年
生
の
大
林
さ
ん
の
学
級
で
、﹁
一
年
生
と
楽
し
く
交
流
し
よ
う
﹂
と
い
う
議
題
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
様
子
で
す
。
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

司
会

そ
れ
で
は
、
一
年
生
と
楽
し
く
交
流
す
る
た
め
の
計
画
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
遊
び
の
内
容
、

準
備
の
分
担た

ん

、
今
後
の
日
程
の
三
つ
に
つ
い
て
順
番
に
話
し
合
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
遊
び
の
内
容
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
一
年
生
と
六
年
生
が
い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
と
き
に
、
ど
ん
な
条
件
だ
っ
た
ら

よ
い
か
意
見
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

大
林

ぼ
く
は
、
一
年
生
が
喜
ぶ
た
め
に
、
人
気
が
あ
る
遊
び
を
考
え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

山
本

わ
た
し
は
、
一
年
生
が
や
り
や
す
い
よ
う
に
、
ル
ー
ル
の
簡か

ん

単
な
遊
び
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

１
司
会

そ
の
ほ
か
に
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
︵
発
言
が
な
い
の
を
確
か
め
て
︶
今
出
さ
れ
て
い
る
条
件

は
、﹁
一
年
生
に
人
気
が
あ
る
こ
と
﹂
、﹁
ル
ー
ル
が
簡
単
で
あ
る
こ
と
﹂
の
二
つ
で
す
。
こ
の
二
つ
の

条
件
に
合
っ
た
遊
び
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
話
し
合
い
を
進
め
て
も
い
い
で
す
か
。

全
員

い
い
で
す
。

２
司
会

そ
れ
で
は
、
こ
の
二
つ
の
条
件
に
合
う
遊
び
を
考
え
て
、
提
案
し
て
く
だ
さ
い
。

池
田

ぼ
く
は
、
ル
ー
ル
が
簡
単
で
、
と
っ
て
も
人
気
が
あ
る
ぶ
ら
ん
こ
で
遊
ん
だ
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

木
村

わ
た
し
は
、
一
年
生
が
よ
く
や
っ
て
い
て
、
ル
ー
ル
が
簡
単
な
お
に
ご
っ
こ
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

一
年
生
と
親
し
く
な
る
に
は
、
交
代
で
順
番
に
や
る
よ
う
な
遊
び
で
は
な
く
て
、
一
度
に
た
く
さ
ん

の
人
で
遊
べ
る
遊
び
が
い
い
か
ら
で
す
。

小国B− 1

小
松

そ
れ
だ
っ
た
ら
、
ぼ
く
は
、
長
な
わ
と
び
で
遊
ん
だ
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
一
年
生
も
休
み
時
間
に

よ
く
や
っ
て
い
て
、
特
に
む
ず
か
し
い
ル
ー
ル
も
な
く
、
み
ん
な
が
い
っ
せ
い
に
遊
べ
る
か
ら
で
す
。

３
司
会

こ
れ
ま
で
に
三
つ
の
遊
び
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
﹁
ぶ
ら
ん
こ
﹂
、
﹁
お
に
ご
っ
こ
﹂
、
﹁
長
な
わ
と

び
﹂
で
す
。
提
案
の
中
に
は
、
先
に
決
め
た
二
つ
の
条
件
以
外
の
新
し
い
条
件
も
ふ
く
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
、

ア

と
い
う
条
件
で
す
。
こ
の
条
件
を
加
え
て
話
し
合

い
を
進
め
て
も
い
い
で
す
か
。

全
員

は
い
、
い
い
で
す
。

～
︵
話
し
合
い
が
続
く
︶
～

一

３
司
会
の

ア

の
発
言
の
中
に
入
る
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

二

１
司
会
か
ら
３
司
会
ま
で
の
発
言
を
通
し
て
見
ら
れ
る
進
め
方
の
良
い
と
こ
ろ
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

(
メ
モ
︶
※
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

小国B− 2
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三
七

２	

各
設
問
に
つ
い
て

設
問
一

⑴　

趣
旨

司
会
者
と
し
て
発
言
者
の
提
案
を
聞
き
、
内
容
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
を
み
る
。

　

提
案
の
中
に
は
、
提
案
す
る
事
柄
と
そ
の
理
由
や
根
拠
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
る
。
司
会
者
と
し
て
提
案
の
内
容
を
よ
く
聞
き
、
そ
れ
ら
を
聞
き
分
け
、

整
理
す
る
問
題
で
あ
る
。

　

本
設
問
は
、
提
案
の
中
に
新
し
い
条
件
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、

そ
の
内
容
を
整
理
し
て
出
席
者
に
示
す
よ
う
に
設
定
し
た
。

■
学
習
指
導
要
領
の
内
容
・
領
域

Ａ　

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

イ　

話
し
手
の
意
図
を
考
え
な
が
ら
話
の
内
容
を
聞
く
こ
と
。

ウ　

自
分
の
立
場
や
意
図
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
が
ら
、
計
画
的
に
話
し
合

う
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

話
す
・
聞
く
能
力

⑵　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答
例

○
一
度
に
た
く
さ
ん
の
人
で
遊
べ
る
こ
と

○
み
ん
な
で
い
っ
せ
い
に
遊
べ
る
こ
と

○
た
く
さ
ん
の
人
で
遊
べ
る
こ
と

■
解
説

○
遊
び
の
内
容
と
し
て
、「
ぶ
ら
ん
こ
」、「
お
に
ご
っ
こ
」、「
長
な
わ
と

び
」
を
提
案
し
て
い
る
。「
お
に
ご
っ
こ
」
と
「
長
な
わ
と
び
」
の
提

案
の
理
由
に
含
ま
れ
る
新
し
い
条
件
を
確
認
し
、
話
し
合
い
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
三
つ
の
提
案
の
内
容
を
よ
く
聞
き
、
新
し
い
条
件
と
な

る
共
通
点
を
整
理
し
て
、
①
同
じ
時
間
や
場
で
遊
べ
る
こ
と
（
時
間
・

場
）、
②
多
人
数
で
遊
べ
る
こ
と
（
人
数
）
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
も

の
を
正
答
と
す
る
。

⑶　

誤
答
に
つ
い
て

■
解
説

○
新
し
い
条
件
と
な
る
提
案
の
共
通
点
を
と
ら
え
ら
れ
ず
、
前
述
の
①
・

②
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
も
の
は
誤
答
と
す
る
。
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三
八

設
問
二

⑴　

趣
旨

司
会
者
と
し
て
発
言
者
の
意
見
や
提
案
を
受
け
止
め
、
出
席
者
が
納
得
い
く

よ
う
に
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

　

司
会
の
役
割
や
働
き
に
は
、
発
言
者
の
様
々
な
意
見
や
提
案
を
整
理
し
た

り
、
話
し
合
う
内
容
を
明
確
に
示
し
た
り
、
合
意
を
得
て
進
行
し
た
り
す
る

こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　

本
設
問
は
、
１
司
会
か
ら
３
司
会
ま
で
の
発
言
を
通
し
て
み
ら
れ
る
進
行

の
良
い
と
こ
ろ
を
説
明
す
る
よ
う
に
設
定
し
た
。
こ
こ
で
の
司
会
者
は
、
話

し
合
い
の
進
行
状
況
に
応
じ
て
、
意
見
や
提
案
を
区
別
し
て
求
め
た
り
、
提

案
の
内
容
を
上
手
に
整
理
し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
員
の
合
意
を
得
て

進
行
し
て
い
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
内
容
・
領
域

Ａ　

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

ウ　

自
分
の
立
場
や
意
図
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
が
ら
、
計
画
的
に
話
し
合

う
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

⑵　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答
例

○
出
さ
れ
た
意
見
を
ま
と
め
、
条
件
に
合
わ
せ
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い

る
。

○
話
し
合
う
内
容
を
示
し
、
そ
の
内
容
で
話
し
合
い
を
進
め
て
い
い
か
を

確
か
め
て
い
る
。

■
解
説

○
司
会
者
に
よ
る
話
し
合
い
の
進
め
方
と
し
て
、
①
話
し
合
い
の
流
れ
に

沿
っ
て
、
発
言
を
整
理
し
た
り
ま
と
め
た
り
し
て
い
る
、
②
次
に
話
し

合
う
内
容
を
示
し
、
合
意
を
得
て
進
行
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

ま
と
め
て
書
い
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

⑵　

誤
答
に
つ
い
て

■
解
説

○
１
司
会
か
ら
３
司
会
ま
で
の
発
言
に
絞
っ
た
進
行
の
良
い
と
こ
ろ
を
説

明
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
、
司
会
者
の
話
し
方
や
態
度
面
な
ど

に
関
す
る
こ
と
を
書
い
て
い
る
も
の
は
誤
答
と
す
る
。

３	

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

⑴　

司
会
の
能
力
を
高
め
る

　

話
し
合
い
を
計
画
的
か
つ
効
果
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
司
会
の
能

力
が
問
わ
れ
る
。
司
会
者
に
は
、
話
の
組
立
て
を
工
夫
し
、
整
理
し
な
が
ら

話
す
力
や
話
し
手
の
意
図
を
考
え
な
が
ら
聞
く
力
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
司
会
の
能
力
を
発
揮
し
た
話
し
合
い
は
、
目
的
や
流
れ
に

沿
い
、
発
言
者
の
意
見
を
相
互
に
受
け
止
め
な
が
ら
、
焦
点
化
さ
れ
た
話
し

合
い
と
し
て
成
立
し
て
い
く
。
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三
九

⑵　

司
会
の
経
験
を
重
ね
る

　

司
会
者
に
は
、
こ
の
問
題
で
触
れ
た
こ
と
以
外
に
も
多
く
の
能
力
が
求
め

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
出
席
者
に
意
見
を
求
め
た
り
、
話

し
合
い
の
論
点
を
明
確
に
し
た
り
、
時
間
配
分
を
踏
ま
え
て
最
終
的
な
結
論

へ
導
い
た
り
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
司
会
の
能
力
を
高
め
る
に
は
、
全
員

が
司
会
を
繰
り
返
し
経
験
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、

小
集
団
な
ど
の
人
数
の
少
な
い
話
し
合
い
の
形
態
か
ら
学
級
や
学
年
、
学
校

へ
と
規
模
を
大
き
く
す
る
な
ど
、
発
達
段
階
に
応
じ
て
指
導
を
積
み
重
ね
る

よ
う
に
す
る
。

⑶　

発
表
す
る
力
、
聞
く
力
を
高
め
る

　

話
し
合
い
と
は
、
話
す
こ
と
と
聞
く
こ
と
の
双
方
向
に
よ
る
意
見
等
の
交

換
で
あ
る
。
互
い
の
考
え
の
相
違
点
や
共
通
点
を
考
え
な
が
ら
、
建
設
的
な

も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
話
し
合
い
を
建
設
的
な
も
の
に
す

る
に
は
、
一
人
一
人
の
話
す
力
や
聞
く
力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

話
し
合
い
に
お
け
る
話
す
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
事
実
や
感
想
、
意
見
な

ど
を
区
別
し
て
話
す
こ
と
、
結
論
か
ら
先
に
述
べ
て
根
拠
を
後
に
述
べ
る
と

い
っ
た
構
成
を
工
夫
し
て
話
す
こ
と
な
ど
の
指
導
を
工
夫
す
る
。

　

一
方
、
話
し
合
い
に
お
け
る
聞
く
力
を
高
め
る
に
は
、
自
分
の
意
見
と
の

相
違
点
や
共
通
点
な
ど
を
聞
き
分
け
た
り
、
全
体
と
部
分
、
事
実
と
意
見
と

の
関
係
に
注
意
し
て
聞
い
た
り
す
る
こ
と
な
ど
の
指
導
を
工
夫
す
る
。

⑷　

様
々
な
学
習
活
動
の
中
で
話
し
合
う
力
を
高
め
る

　

全
学
年
に
お
け
る
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
指
導
内
容
を
踏
ま
え
て
、

系
統
的
な
指
導
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
年
段
階
に
応
じ
た
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
各
教
科

等
と
の
関
連
も
含
め
た
様
々
な
学
習
活
動
の
中
で
、
児
童
同
士
で
話
し
合
う

場
を
設
定
す
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
学
級
活
動
、
児
童
会
活
動
及
び
ク
ラ

ブ
活
動
に
お
け
る
話
し
合
い
の
場
面
な
ど
に
お
い
て
も
、
相
互
の
意
見
を
比

較
し
た
り
、
関
連
さ
せ
た
り
し
な
が
ら
話
し
合
う
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
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四
〇

2　

新
聞
記
事
を
書
く
︿
環
境
問
題
﹀

１ 

出
題
の
趣
旨

身
近
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、
複
数
の
資
料
を
調
べ
て
新
聞
記

事
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

身
近
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、
複
数
の
資
料
を
収
集
し
、
そ
れ
ら

を
活
用
し
て
要
約
し
た
り
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
た
り
し
て
書
く
問
題
で
あ

る
。
複
数
の
資
料
の
中
に
は
、
文
章
と
グ
ラ
フ
と
い
っ
た
表
現
様
式
の
異
な
る

も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
よ
く
話
題
と
な
る
「
ご
み
の
問
題
」
を
取

り
上
げ
た
。
ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み
の
�
つ
と
し
て
、
身
近
な
紙
の
問
題
を

調
べ
、
自
分
の
考
え
を
新
聞
記
事
に
ま
と
め
て
書
く
と
い
う
目
的
を
設
定
し
た
。

調
べ
る
た
め
に
収
集
し
た
資
料
は
、
資
料
１
の
説
明
文
と
資
料
２
の
グ
ラ
フ
で

あ
る
。
二
つ
の
資
料
を
関
係
付
け
な
が
ら
、
説
明
文
の
�
部
を
要
約
し
た
り
、

内
容
を
把
握
し
た
上
で
自
分
の
考
え
を
新
聞
記
事
に
書
い
た
り
す
る
。

グ
ラ
フ
な
ど
の
資
料
を
正
確
に
読
む
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
れ
と
文
章
で
表
さ

れ
た
資
料
を
関
係
付
け
て
読
む
こ
と
は
、
各
教
科
等
の
学
習
や
実
生
活
の
場
面

で
も
必
要
な
能
力
で
あ
る
。
特
に
、
調
べ
学
習
な
ど
で
課
題
に
つ
い
て
調
べ
る

た
め
に
情
報
を
収
集
・
活
用
す
る
と
き
な
ど
に
は
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
自
分

の
考
え
を
書
い
て
ま
と
め
る
た
め
に
必
要
な
文
章
を
要
約
し
た
り
、
必
要
な
表

現
様
式
や
文
字
数
な
ど
を
意
識
し
て
書
い
た
り
す
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
国
内
で
消
費
し
て
い
ま
す
。

５

社
会
や
経
済ざ

い

の
発
展て

ん

に
と
も
な
い
、
紙
は
よ
り
多
く
の
分
野
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
新
し
く
木

か
ら
作
り
出
す
紙
だ
け
で
は
不
足
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、①
一
度
使
い
終
わ
っ
た
紙

を
古
紙
と
し
て
、
再
生
利
用
す
る
こ
と
が
世
界
的
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
紙
の
原
料
で

あ
る
森
林
を
守
る
た
め
に
も
、
古
紙
を
利
用
し
て
、
む
や
み
に
木
を
切
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

６

古
紙
に
は
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
な
ど
、
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
中

で
も
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
の
三
種
類
が
、
古
紙
の
大
部
分
を
し
め
て
い
ま
す
。

７

古
紙
の
再
生
の
方
法
と
し
て
は
、
同
じ
種
類
の
紙
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

段
ボ
ー
ル
の
古
紙
は
段
ボ
ー
ル
に
、
新
聞
紙
の
古
紙
は
新
聞
紙
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
種
類

の
古
紙
は
ひ
も
で
く
く
り
、
ま
と
め
て
回

収
し
ゅ
う

に
出
す
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま
た
、
水
に
ぬ
れ
て
い
る
と

再
生
し
に
く
く
な
っ
た
り
、
金
属
が
付
い
て
い
る
と
手
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
回
収
に

出
す
と
き
に
少
し
気
を
つ
け
る
こ
と
で
、
古
紙
の
再
生
に
役
立
つ
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

８

こ
の
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
古
紙
の
再
生
利
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
重
要

で
す
。
古
紙
を
使
っ
て
紙
を
生
産
し
、
古
紙
か
ら
で
き
た
紙
を
さ
ら
に
再
生
利
用
す
る
こ
と
で
紙
の
ご

み
を
減
ら
し
、
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。②
わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ご

み
を
減
ら
す
こ
と
を
考
え
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小国B− 4

２

川
本
さ
ん
の
学
級
で
は
、
ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
身
近
な
紙
の
問
題
を
調
べ
、
新
聞
に

ま
と
め
て
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
紙
に
つ
い
て
の
資
料
を
集
め
ま
し
た
。
次
の
資
料
を
読
ん
で
、

あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

※
段だ

ん

落
の
は
じ
め
に
あ
る
数
字
は
、
そ
の
段
落
の
番
号
を
示
し
て
い
ま
す
。

︻
資
料
１
︼

１

家
庭
や
地
域い

き

な
ど
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
ご
み
が
出
さ
れ
ま
す
。
ご
み
の
量
を
こ
れ
以
上

増
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
に
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
資
源げ

ん

と
し
て

大
切
に
使
う
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
身
近
な
紙
の
問
題
を
例
に
し
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

２

紙
は
、
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
の
中
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
産
業
や
文
化

を
支
え
る
大
事
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
は
、

生
活
用
品
と
し
て
、
ま
た
、
新
聞
や
雑
誌し

、
本
な
ど
は
、
情
報
と
知
識
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
は
ば

広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

３

一
般ぱ

ん

に
紙
は
、
﹁
紙
﹂
と
﹁
板
紙
︵
厚
手
の
紙
の
こ
と
︶
﹂
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
新
聞
、
雑
誌
、
印
刷

用
紙
、
コ
ピ
ー
用
紙
、
ノ
ー
ト
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
は
、﹁
紙
﹂
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
段
ボ
ー

ル
や
紙
箱
用
の
ボ
ー
ル
紙
な
ど
は
、
﹁
板
紙
﹂
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

４

日
本
の
紙
と
板
紙
の
生
産
量
は
、
二
〇
〇
二
年
(
平
成
十
四
年
)
に
は
、
世
界
第

ア

位
と
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四
�

２ 

各
設
問
に
つ
い
て

設
問
一

⑴　

趣
旨

文
章
と
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
ら
れ
た
事
実
を
関
係
付
け
て
読
む
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
を
み
る
。

　

目
的
に
即
し
て
得
た
デ
ー
タ
を
文
章
の
表
現
の
�
部
と
し
て
使
っ
た
り
、

グ
ラ
フ
や
表
に
し
て
表
し
た
り
す
る
。
同
じ
デ
ー
タ
を
扱
っ
た
複
数
の
資
料

を
関
係
付
け
て
読
む
問
題
で
あ
る
。

　

本
設
問
は
、
各
国
の
紙
と
板
紙
の
生
産
量
に
つ
い
て
の
数
値
を
正
し
く
読

む
よ
う
に
設
定
し
た
。
資
料
１
の
文
章
で
何
を
問
わ
れ
て
い
る
か
を
把
握
し
、

そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
、
資
料
２
の
グ
ラ
フ
を
正
し
く
読
む
よ
う
に
す
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
内
容
・
領
域

Ｃ　

読
む
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

イ　

目
的
や
意
図
な
ど
に
応
じ
て
、
文
章
の
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
な
が

ら
要
旨
を
と
ら
え
る
こ
と
。

エ　

書
か
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
事
象
と
感
想
、
意
見
の
関
係
を
押
さ

え
、
自
分
の
考
え
を
明
確
に
し
な
が
ら
読
む
こ
と
。

オ　

必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
に
、
効
果
的
な
読
み
方
を
工
夫
す
る
こ
と
。

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
国
内
で
消
費
し
て
い
ま
す
。

５

社
会
や
経
済ざ

い

の
発
展て

ん

に
と
も
な
い
、
紙
は
よ
り
多
く
の
分
野
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
新
し
く
木

か
ら
作
り
出
す
紙
だ
け
で
は
不
足
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、①
一
度
使
い
終
わ
っ
た
紙

を
古
紙
と
し
て
、
再
生
利
用
す
る
こ
と
が
世
界
的
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
紙
の
原
料
で

あ
る
森
林
を
守
る
た
め
に
も
、
古
紙
を
利
用
し
て
、
む
や
み
に
木
を
切
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

６

古
紙
に
は
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
な
ど
、
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
中

で
も
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
の
三
種
類
が
、
古
紙
の
大
部
分
を
し
め
て
い
ま
す
。

７

古
紙
の
再
生
の
方
法
と
し
て
は
、
同
じ
種
類
の
紙
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

段
ボ
ー
ル
の
古
紙
は
段
ボ
ー
ル
に
、
新
聞
紙
の
古
紙
は
新
聞
紙
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
種
類

の
古
紙
は
ひ
も
で
く
く
り
、
ま
と
め
て
回

収
し
ゅ
う

に
出
す
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま
た
、
水
に
ぬ
れ
て
い
る
と

再
生
し
に
く
く
な
っ
た
り
、
金
属
が
付
い
て
い
る
と
手
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
回
収
に

出
す
と
き
に
少
し
気
を
つ
け
る
こ
と
で
、
古
紙
の
再
生
に
役
立
つ
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

８

こ
の
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
古
紙
の
再
生
利
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
重
要

で
す
。
古
紙
を
使
っ
て
紙
を
生
産
し
、
古
紙
か
ら
で
き
た
紙
を
さ
ら
に
再
生
利
用
す
る
こ
と
で
紙
の
ご

み
を
減
ら
し
、
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。②
わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ご

み
を
減
ら
す
こ
と
を
考
え
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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【資料２】

一

資
料
２
を
も
と
に
、
資
料
１
の
第
４
段
落
の

ア

の
中
に
入
る
ふ
さ
わ
し
い
数
字
を
書
き
ま
し
ょ

う
。

二

資
料
１
の
第
５
段
落
に
、
﹁①
一
度
使
い
終
わ
っ
た
紙
を
古
紙
と
し
て
、
再
生
利
用
す
る
こ
と
が
世
界
的
に

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
﹂
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
の
で
す

か
。
そ
の
理
由
を
本
文
中
か
ら
探さ

が

し
て
、
二
つ
書
き
ま
し
ょ
う
。

(
メ
モ
︶
※
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
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四
二

■
評
価
の
観
点

読
む
能
力

⑵　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答

「
三
」（
「
３
」
）

■
解
説

○
資
料
１
に
お
い
て
、
世
界
に
お
け
る
日
本
の
紙
と
板
紙
の
生
産
量
の
順

位
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
把
握
す
る
。そ
の
順
位
を
調
べ
る
た
め
に
、

資
料
２
の
グ
ラ
フ
を
正
し
く
読
む
必
要
が
あ
る
。グ
ラ
フ
を
読
む
に
は
、

標
題
か
ら
世
界
上
位
八
か
国
だ
け
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
や
、
そ
れ

を
地
域
別
に
分
け
て
グ
ラ
フ
に
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
。そ
し
て
、

生
産
量
を
示
す
帯
の
長
さ
と
数
値
を
見
て
、
八
か
国
を
上
位
か
ら
並
べ

か
え
る
。「
日
本
の
紙
・
板
紙
の
生
産
量
」
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
中

国
に
続
い
て
世
界
第
三
位
で
あ
る
。

設
問
二

⑴　

趣
旨

取
り
上
げ
た
事
実
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て

的
確
に
読
み
、
そ
の
理
由
を
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

　

事
実
を
書
い
た
前
後
の
文
脈
を
と
ら
え
、
そ
の
事
実
を
裏
付
け
る
理
由
や

根
拠
を
正
し
く
読
む
問
題
で
あ
る
。

　

本
設
問
は
、
資
料
１
の
傍
線
部
①
「
�
度
使
い
終
わ
っ
た
紙
を
古
紙
と
し

て
、
再
生
利
用
す
る
こ
と
が
世
界
的
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
」

と
い
う
事
実
の
前
後
に
あ
る
理
由
を
要
約
す
る
よ
う
に
設
定
し
た
。

$
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
&

4
6

4
6

4
6

4
6

4
6

4
6

D
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
F

三

川
本
さ
ん
は
、
資
料
を
読
ん
だ
あ
と
、
次
の
﹁
地
球
わ
く
わ
く
新
聞
﹂
の
記
事
の
下
書
き
を
書
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。
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地
球わ

く
わ
く
新
聞

︽
第
二
号
︾

★
今
回
の
特
集
★

わ
た
し
た
ち
の

く
ら
し
と
ご
み

★
発
行
日

平
成
十
九
年

五
月
九
日

み
ん
な
で
気
を
つ
け
よ
う
！

★
古
紙
を
回
収
に
出
す
と
き
に
守
る
こ
と
★

学
校
や
家
庭
、
さ
ま
ざ
ま

な
と
こ
ろ
か
ら
出
さ
れ
る
ご

み
。
ご
み
の
問
題
を
こ
の
ま

ま
に
し
て
い
た
ら
大
変
で
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

古
紙
を
再
生
し
よ
う

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
同
じ
種
類
の
古
紙
は
ひ
も
で
く
く
り
、

ま
と
め
て
出
す
こ
と
。

○

イ

]]]]]]]]]]]]

]]]]]]]]]]]]]
]

]
]ごみを減らすために！

ウ

⑴

新
聞
記
事
の

イ

の
中
に
、
﹁
古
紙
を
回
収
に
出
す
と
き
に
守
る
こ
と
﹂
を
さ
ら
に
も
う

一
つ
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
本
文
の
内
容
に
合
わ
せ
て
、
一
つ
目
と
同
じ
よ
う
な
書
き
方
で
書
き
ま

し
ょ
う
。

(
メ
モ
︶
※
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑵

資
料
１
の
第
８
段
落
に
、
﹁②
わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
を
考
え
て
、
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹂
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
聞
記
事
の

ウ

の
中
に
、
自
分
で
も
で
き
る
ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ

な
た
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
か
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
八
十
字
以
上

百
二
十
字
以
内
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

︿
注
意
﹀

○
あ
な
た
が
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
読
ん
だ
り
、
体
験
し
た
り
し
た
こ
と
な
ど
を
も
と
に
し
て
、
具
体
的
に

書
く
こ
と
。

※
メ
モ
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
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四
三

■
学
習
指
導
要
領
の
内
容
・
領
域

Ｂ　

書
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

イ　

全
体
を
見
通
し
て
、
書
く
必
要
の
あ
る
事
柄
を
整
理
す
る
こ
と
。

Ｃ　

読
む
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

イ　

目
的
や
意
図
な
ど
に
応
じ
て
、
文
章
の
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
な
が

ら
要
旨
を
と
ら
え
る
こ
と
。

エ　

書
か
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
事
象
と
感
想
、
意
見
の
関
係
を
押
さ

え
、
自
分
の
考
え
を
明
確
に
し
な
が
ら
読
む
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

書
く
能
力

読
む
能
力

⑵　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答
例

○
新
し
く
木
か
ら
作
り
出
す
紙
だ
け
で
は
不
足
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
か
ら
。

○
紙
の
原
料
で
あ
る
森
林
を
守
る
た
め
に
も
、
古
紙
を
利
用
し
て
、
む
や

み
に
木
を
切
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
。

■
解
説

○
古
紙
の
再
生
利
用
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
理
由
と
し
て
、
傍
線

　

部
①
の
前
の
文
で
は
、「
社
会
や
経
済
の
発
展
に
と
も
な
い
、
紙
は
よ

り
多
く
の
分
野
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
新
し
く
木
か
ら
作
り
出
す

紙
だ
け
で
は
不
足
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」
と
い
う
紙
の
消
費

分
野
の
拡
大
に
よ
り
生
産
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
直
接
的
な
理
由

を
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
傍
線
部
①
の
後
の
文
で
は
、「
紙
の
原
料
で

あ
る
森
林
を
守
る
た
め
に
も
、
古
紙
を
利
用
し
て
、
む
や
み
に
木
を
切

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
い
う
木
を
切
る
こ

と
へ
の
警
鐘
や
森
林
資
源
の
確
保
の
必
要
性
と
い
っ
た
事
実
に
基
づ

き
、
将
来
を
予
測
し
た
上
で
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
こ

と
を
と
ら
え
て
要
約
す
れ
ば
正
答
と
な
る
。

⑶　

誤
答
に
つ
い
て

■
解
説

○
理
由
は
、
二
つ
の
文
に
分
け
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
両
方
を
取
り
上
げ

て
い
な
い
も
の
は
誤
答
と
す
る
。

設
問
三
（
１
）

⑴　

趣
旨

情
報
の
中
か
ら
必
要
な
事
柄
を
取
り
出
し
、
新
聞
の
一
部
に
注
意
点
と
し
て

書
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

　

目
的
に
応
じ
て
収
集
し
た
情
報
の
中
か
ら
、
必
要
な
事
柄
を
取
り
出
し
、

表
現
様
式
に
即
し
て
ま
と
め
る
問
題
で
あ
る
。

　

本
設
問
は
、
資
料
１
の
文
章
か
ら
古
紙
を
回
収
に
出
す
時
に
気
を
付
け
る

こ
と
を
取
り
出
し
て
、
新
聞
記
事
に
書
く
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
回
収

す
る
側
の
視
点
で
書
か
れ
た
内
容
を
回
収
に
出
す
側
の
視
点
で
書
き
換
え
る

こ
と
、
そ
れ
を
箇
条
書
き
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
内
容
・
領
域

Ｂ　

書
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

ウ　

自
分
の
考
え
を
明
確
に
表
現
す
る
た
め
、
文
章
全
体
の
組
立
て
の
効

果
を
考
え
る
こ
と
。

Ｃ　

読
む
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

イ　

目
的
や
意
図
な
ど
に
応
じ
て
、
文
章
の
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
な
が

ら
要
旨
を
と
ら
え
る
こ
と
。

エ　

書
か
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
事
象
と
感
想
、
意
見
の
関
係
を
押
さ

え
、
自
分
の
考
え
を
明
確
に
し
な
が
ら
読
む
こ
と
。
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■
評
価
の
観
点

書
く
能
力

読
む
能
力

⑵　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答
例

○
水
分
を
と
っ
て
か
わ
か
し
た
り
、
金
属
を
取
り
外
し
た
り
し
て
か
ら
回

し
ゅ
う
に
出
す
こ
と
。

■
解
説

○
新
聞
記
事
に
は
、「
古
紙
を
回
収
に
出
す
と
き
に
守
る
こ
と
」
と
し

て
、「
同
じ
種
類
の
古
紙
は
ひ
も
で
く
く
り
、
ま
と
め
て
回
収
に
出
す

こ
と
」
と
い
う
例
示
が
あ
る
。
そ
の
例
示
を
参
考
に
し
て
、
①
古
紙

は
、
水
に
ぬ
れ
て
い
る
と
再
生
し
に
く
く
な
る
の
で
、
か
わ
か
し
て
か

ら
回
収
に
出
す
こ
と
、
②
紙
に
付
い
て
い
る
金
属
を
取
り
外
し
て
か
ら

回
収
に
出
す
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

○
回
収
に
出
す
側
が
行
動
す
る
視
点
で
書
き
換
え
る
。

⑶　

誤
答
に
つ
い
て

■
解
説

○
回
収
に
出
す
と
き
に
、
具
体
的
に
何
を
す
る
か
と
い
う
記
述
が
な
い
も

の
は
誤
答
と
す
る
。

設
問
三
（
２
）

⑴　

趣
旨

自
分
の
考
え
を
決
め
ら
れ
た
字
数
で
、
記
事
と
し
て
具
体
的
に
提
案
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

　

与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
字
数
を
意
識
し
、
書
く
事
柄
を
整
理
し
な

が
ら
自
分
の
考
え
を
書
く
問
題
で
あ
る
。

　

本
設
問
は
、「
ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
自
分
で

も
で
き
る
取
り
組
み
を
「
八
十
字
以
上
百
二
十
字
以
内
」
の
条
件
で
新
聞
記

事
に
書
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
個
々
の
見
聞
や
生
活
経
験
、
読
書
経
験
等

を
基
に
し
て
、
具
体
的
に
書
く
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
内
容
・
領
域

Ｂ　

書
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

ア　

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
自
分
の
考
え
を
効
果
的
に
書
く
こ
と
。

エ　

事
象
と
感
想
、
意
見
な
ど
と
を
区
別
す
る
と
と
も
に
、
目
的
や
意
図

に
応
じ
て
簡
単
に
書
い
た
り
詳
し
く
書
い
た
り
す
る
こ
と
。

Ｃ　

読
む
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

エ　

書
か
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
事
象
と
感
想
、
意
見
の
関
係
を
押
さ

え
、
自
分
の
考
え
を
明
確
に
し
な
が
ら
読
む
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

書
く
能
力

読
む
能
力
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⑵　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答
例

○
ご
み
と
し
て
す
て
る
よ
う
な
も
の
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
こ
と
が
大
切 

で
す
。
店
に
行
っ
て
、
お
に
ぎ
り
一
個
し
か
買
わ
な
く
て
も
ふ
く
ろ
に

入
れ
て
く
れ
ま
す
が
、
そ
の
ふ
く
ろ
は
使
わ
ず
に
家
か
ら
バ
ッ
グ
を
持

っ
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。（
九
十
七
字
）

■
解
説

○
自
分
の
体
験
や
見
聞
等
を
基
に
し
て
、
ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
明

確
に
書
い
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

○
八
十
字
以
上
百
二
十
字
以
内
と
い
う
字
数
制
限
を
踏
ま
え
、
書
く
事
柄

を
整
理
し
て
書
い
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

⑶　

誤
答
に
つ
い
て

■
解
説

○
字
数
を
意
識
し
て
記
述
す
る
能
力
を
求
め
て
い
る
の
で
、
八
十
字
に
満

た
な
い
も
の
は
誤
答
と
す
る
。

３	

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

⑴　

取
材
し
た
資
料
を
読
む
力
を
高
め
る

　

書
く
た
め
に
は
、
一
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
問
題
は
、
取
材
し
た
資
料
を
読
む
プ
ロ
セ
ス
を
取
り
上
げ
る

よ
う
に
し
た
。
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
書
く
た
め
に
、
取
材
し
た
文
章
や

資
料
を
的
確
に
読
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

⑵　

複
数
の
文
章
や
資
料
を
関
係
付
け
て
読
む
力
を
高
め
る

　

調
べ
る
た
め
の
文
章
や
資
料
に
は
、
教
科
書
教
材
は
も
と
よ
り
、
事
典
や

新
聞
記
事
、
雑
誌
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
図
表
や
グ
ラ
フ
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
文
章
や
資
料
を
正
確
に
理
解
す
る
力
は
、
国
語
科
以
外
で
も
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
設
問
一
の
よ
う
に
、
複
数
の
資
料
を
関
係
付
け
て
読
む
力
も
情
報
活

用
能
力
と
し
て
各
教
科
等
の
学
習
で
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
力
を
高
め
る

た
め
に
は
、
複
数
の
文
章
や
資
料
を
調
べ
て
検
討
す
る
よ
う
な
学
習
を
展
開

す
る
よ
う
に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
文
章
と
図
表
や
グ
ラ
フ
な
ど
を
関
係
付

け
な
が
ら
読
む
こ
と
、
説
明
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
図
表
や
グ
ラ
フ
の
形
式
に

整
理
す
る
こ
と
、
図
表
や
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
っ
た
事
実
を
基
に
意
見
を
も

つ
な
ど
の
言
語
活
動
を
行
う
よ
う
に
す
る
。

⑶　

条
件
に
応
じ
て
書
く
力
を
高
め
る

　

自
分
の
考
え
や
感
想
を
自
由
に
記
述
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
条
件
に
応

じ
て
書
く
こ
と
が
難
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
教
育
課
程
実
施
状
況
調
査
等

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
設
問
三
⑵
の
よ
う
に
、
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
妥
当

な
字
数
を
設
定
す
る
以
外
に
も
、
い
く
つ
か
の
条
件
に
基
づ
い
て
記
述
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
例
え
ば
、
賛
成
か
反
対
か
い
ず
れ
か
の
立
場
か
ら
客
観
的

な
情
報
を
取
り
入
れ
て
意
見
文
を
書
く
こ
と
な
ど
の
指
導
を
工
夫
す
る
。

４	

出
典
・
参
考
等

○
総
務
省
統
計
局
『
世
界
の
統
計
２
０
０
６
』
の
資
料
を
基
に
グ
ラ
フ
を
作
成

し
た
。

○
財
団
法
人
古
紙
再
生
促
進
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
た
。
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3　

比
べ
て
読
む
︿
二
人
の
感
想
文
﹀

１ 

出
題
の
趣
旨

二
つ
の
文
章
を
比
べ
て
読
み
、
共
通
す
る
書
き
方
の
良
さ
や
工
夫
を
評
価

し
、
自
分
の
考
え
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

児
童
が
書
い
た
二
つ
の
文
章
を
比
べ
て
読
み
、
書
き
方
の
良
さ
や
工
夫
を
評

価
す
る
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
二
人
の
児
童
が
書
い
た
読
書
感
想
文
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
読

書
感
想
文
を
教
師
が
良
い
書
き
方
だ
と
紹
介
し
、
そ
れ
に
学
ぶ
と
い
う
学
習
場

面
を
設
定
し
た
。
比
べ
読
み
の
読
書
対
象
と
し
て
は
、
物
語
な
ど
の
作
品
ば
か

り
で
な
く
、
身
近
な
素
材
で
あ
る
児
童
の
作
文
な
ど
を
対
象
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
比
べ
て
読
む
と
き
は
、
比
べ
る
観
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
問
題
に
お
い
て
は
、
読
書
感
想
文
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
、
自
分
の
思
い

や
考
え
が
明
確
か
、
文
脈
を
引
用
し
て
考
え
て
い
る
か
と
い
っ
た
読
む
観
点
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
書
き
方
の
良
さ
に
着
目
し
て
共
通
性
を
見

い
だ
す
よ
う
に
す
る
。

比
べ
て
読
む
こ
と
は
、
情
報
活
用
の
能
力
で
も
あ
る
。
内
容
を
比
較
検
討
し

な
が
ら
読
み
、
観
点
を
整
理
し
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
積
極
的
に
評
価
し
た
り

判
断
し
た
り
で
き
る
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。「
読
解
力
向
上
プ
ロ
グ

ラ
ム
」（
文
部
科
学
省
）
に
お
い
て
も
、
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
熟
考
・
評
価
し

た
り
、
自
分
の
知
識
や
経
験
と
関
係
付
け
て
建
設
的
に
批
判
し
た
り
す
る
よ
う

な
読
み
の
充
実
を
求
め
て
い
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
内
容
・
領
域

Ｃ　

読
む
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

オ　

必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
に
、
効
果
的
な
読
み
方
を
工
夫
す
る
こ
と
。

３

中
川
さ
ん
の
学
級
で
は
、
夏
休
み
に
読
ん
だ
本
の
中
で
心
に
残
っ
た
も
の
を
感
想
文
に
書
き
、
図
書
新
聞
に

の
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
先
生
が
、
感
想
文
の
書
き
方
の
勉
強
に
な
る
よ
う
に
二
人
の
感
想
文
を
し
ょ
う
か

い
し
ま
し
た
。
同
じ
本
に
つ
い
て
書
い
た
二
人
の
感
想
文
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。
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主人公あゆみの印象的な言葉。「いつもそばに

いていっしょに行動することだけが友達じゃない。

ときにはきょりを置き，友達を見守ることが大切

だ。」わたしは，この本を読んで，はげまされ，勇

気をもらいました。

あゆみは，親友とささいなことでけんかをしま

す。少しずつ二人の心ははなれてしまい，落ちこ

んでいきます。そんなとき，全く気が合わないと

決めつけていた別の友達が，「気にしすぎだよ。

そのうち，仲良くなれるよ。」と声をかけてきまし

た。話すことが少なかった友達が，声をかけてく

れたことで，あゆみは元気づけられ，前向きな気

持ちになれたのでした。

わたしは，この本と出会ってから，いろいろな

人と広くかかわることができるようになりました。

少しのけんかは気にせずに，できるだけ多くの友

達をつくろうと思います。この本に出会うことが

できて，本当によかったです。

＜青木さんが書いた感想文＞

先
生
は
、
こ
の
二
人
の
感
想
文
は
ど
ち
ら
も
良
い
書
き
方
だ
と
み
ん
な
に
し
ょ
う
か
い
し
ま
し
た
。
二
人

に
共
通
す
る
良
い
書
き
方
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
二
つ
書
き
ま
し
ょ
う
。

※
メ
モ
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
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＜高橋さんが書いた感想文＞

わたしは，「相手のきげんをとったり，合わせた

りするのは，本当の友達とはいえない。」という主

人公あゆみの言葉をうまく受け入れられません。

この本を読んで，人と人とがつながることのむず

かしさを改めて考えました。

あゆみは，親友とうまくいかなくなったとき，

今までとはちがう見方をしました。少しずつはな

れていく関係になやみながらも，新しく友達との

関係をつくることができました。いつまでも考え

こまず，気持ちを切りかえるようにしたのです。

あゆみは自分にとって本当の友達とは何かという

ことの答えを見つけたのです。

わたしも，あゆみと同じような体験をしたこと

があるのですが，うまくいきませんでした。広く

人とかかわり，新しく友達を見つけていくことは

大事です。だからといって，すぐに気持ちを切り

かえるのはかんたんではありません。これからも，

人と人とのつながりについて，考えていきたいと

思います。

SINODA-SYO-KOKU.indd   46 07.4.27   9:19:11 PM



四
七

■
評
価
の
観
点

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

読
む
能
力

２	

問
題
に
つ
い
て

⑴　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答
例

○
自
分
の
体
験
を
も
と
に
し
た
感
想
や
意
見
、決
意
が
明
確
で
あ
る
こ
と
。

○
主
人
公
の
言
葉
を
使
っ
た
り
、
物
語
の
あ
ら
す
じ
を
ま
と
め
た
り
し
て

い
る
こ
と
。

○
第
一
段
落
に
は
心
に
残
っ
た
主
人
公
の
言
葉
、
第
二
段
落
に
は
話
の
あ

ら
す
じ
、
第
三
段
落
に
は
自
分
の
考
え
を
中
心
に
ま
と
め
る
な
ど
、
三

段
落
構
成
で
書
い
て
い
る
こ
と
。

■
解
説

○
二
つ
の
読
書
感
想
文
に
共
通
す
る
良
い
書
き
方
と
し
て
、
①
自
分
の
生

活
体
験
や
思
い
な
ど
を
結
び
付
け
た
感
想
や
意
見
、
決
意
が
明
確
で
あ

る
こ
と
、
②
本
の
引
用
や
要
約
を
し
て
い
る
こ
と
、
③
段
落
構
成
（
三

段
落
）
や
言
葉
の
使
い
方
（
現
在
形
・
過
去
形
）
を
工
夫
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
取
り
上
げ
て
書
い
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

⑵　

誤
答
に
つ
い
て

■
解
説

○
取
り
上
げ
た
観
点
や
内
容
に
つ
い
て
共
通
性
が
不
明
確
な
も
の
は
誤
答

と
す
る
。

３	

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

⑴　

比
べ
て
読
む
力
・
評
価
し
な
が
ら
読
む
力
を
高
め
る

　

読
む
力
を
高
め
る
た
め
に
、
複
数
の
文
章
や
資
料
を
比
べ
て
読
む
こ
と
や

評
価
し
な
が
ら
読
む
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
複
数
の
文
章
や
資
料
を
比
較
・

検
討
す
る
こ
と
で
、
肯
定
的
に
読
む
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
や
表
現
を

評
価
し
た
り
、
建
設
的
に
批
判
し
た
り
し
て
読
む
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
ら
の

能
力
を
高
め
る
た
め
に
、
教
材
と
し
て
複
数
の
文
章
や
資
料
を
取
り
上
げ
、

具
体
的
な
言
語
活
動
を
設
定
す
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
際
、
目
的
や
意
義
を

明
確
に
し
、
授
業
過
程
の
ど
こ
に
位
置
付
け
る
か
な
ど
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

⑵　

多
様
な
文
章
や
資
料
に
応
じ
て
効
果
的
に
読
む

　

文
学
作
品
や
説
明
的
な
文
章
の
ほ
か
に
、
新
聞
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ

ビ
の
番
組
、
映
画
、
ビ
デ
オ
な
ど
の
多
様
な
文
章
や
資
料
を
読
む
機
会
を
意

図
的
に
設
け
て
い
く
よ
う
に
す
る
。
特
に
、
近
年
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
技
術
の

進
歩
に
よ
っ
て
文
字
や
映
像
、
音
声
な
ど
を
複
合
さ
せ
る
こ
と
が
容
易
と
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
表
現
の
違
い
を
意
識
し
て
読
む
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
様
式
や
そ
の
特
徴
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
読
ん
だ

文
章
や
資
料
に
対
す
る
感
想
や
意
見
な
ど
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
た
も
の

も
、
学
習
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶　

自
分
の
意
見
を
も
つ

　

書
か
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
事
象
や
感
想
、
意
見
の
関
係
を
押
さ
え
、

自
分
の
考
え
を
明
確
に
し
な
が
ら
読
む
よ
う
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
作

者
や
筆
者
が
述
べ
た
い
こ
と
や
論
の
展
開
、
文
章
表
現
の
特
徴
や
工
夫
な
ど

を
理
解
し
な
が
ら
読
み
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
自
分

の
読
み
を
確
か
な
も
の
に
し
た
り
、
そ
れ
に
対
す
る
意
見
を
明
確
に
し
た
り

で
き
る
よ
う
な
指
導
を
工
夫
す
る
。
ま
た
、
お
互
い
の
考
え
を
交
流
す
る
場

を
設
定
す
る
な
ど
自
分
の
意
見
や
考
え
が
深
ま
る
よ
う
な
指
導
の
手
だ
て
を

講
じ
る
よ
う
に
す
る
。
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四
八

4　

情
報
を
読
み
取
る
︿
お
客
様
感
謝
セ
ー
ル
の
ち
ら
し
﹀

１ 

出
題
の
趣
旨

広
告
の
情
報
を
的
確
に
と
ら
え
た
り
、
適
切
な
敬
意
表
現
に
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

具
体
的
な
生
活
場
面
に
お
い
て
は
、
情
報
を
収
集
し
、
自
分
に
と
っ
て
必
要

な
情
報
を
取
り
出
し
て
活
用
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
情
報
を
的
確
に
と
ら

え
る
力
、
複
数
の
情
報
を
関
係
付
け
て
読
む
力
や
評
価
し
な
が
ら
読
む
力
が
必

要
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
広
告
の
資
料
と
し
て
、
日
常
生
活
の
中
で
よ
く
見
か
け
る
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
「
お
客
様
感
謝
セ
ー
ル
」
の
ち
ら
し
を
取
り
上
げ
た
。
ち

ら
し
は
日
常
生
活
に
密
着
し
た
も
の
で
、
文
章
や
数
字
（
品
物
の
金
額
な
ど
）、

イ
ラ
ス
ト
、
図
な
ど
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
編
集
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。
従
来
、

比
較
的
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
広
告
と
い
う
実
用
的
な
資
料
に

着
目
し
て
出
題
し
た
。

ち
ら
し
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
文
字
情
報
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い

が
、
情
報
を
適
切
に
読
み
取
る
た
め
に
は
、
文
字
や
数
字
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
が

ど
の
よ
う
な
関
係
で
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
の
か
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
最
も
売
り
た
い
品
物
を
強
調
す
る
な
ど
、
ち
ら
し
の
レ
イ
ア
ウ
ト

が
も
つ
意
味
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
も
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ち
ら
し

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
�
字
�
句
、
全
て
の
情
報
を
み
て
、

内
容
を
理
解
す
る
必
要
は
な
い
が
、
文
字
と
イ
ラ
ス
ト
な
ど
の
関
係
や
レ
イ
ア

ウ
ト
の
意
味
な
ど
を
理
解
し
つ
つ
、
自
分
の
知
り
た
い
情
報
を
的
確
に
読
み
取

っ
て
い
く
よ
う
に
す
る
。

４

次
は
、
今
村
さ
ん
の
家
に
配
ら
れ
た
お
店
の
ち
ら
し
で
す
。
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。
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営業時間 午前８時〜午後８時

お客様感謝セール
５月12日(土)・13日(日)の２日間��

セール期間中（12日・13日とも）

食パンを100名様にプレゼント

みなさん、おいで

いちご１パック

(お一人様１パック限り)

30％引き294h

コロッケ

１個70円が

２個で100h

サンドイッチ

半額

ショートケーキ

20％引き
クリームパン

150円が98h

おにぎり

110円が80h

(消費税込
こ

み)

一

今
村
さ
ん
は
、
こ
の
お
店
の
ち
ら
し
の
内
容
を
友
達
に
説
明
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
説
明
と
し
て
、

ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

こ
の
お
店
は
、
夜
九
時
に
行
っ
て
も
買
い
物
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
は
、
ふ
だ
ん
の
一
つ
分
の
金
額
で
二
つ
買
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

セ
ー
ル
期
間
中
、
お
客
様
全
員
が
必
ず
食
パ
ン
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

４

お
客
様
感
謝
セ
ー
ル
は
、
毎
週
土
曜
日
と
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
。

二

ち
ら
し
の
中
に
あ
る
﹁
み
な
さ
ん
、
お
い
で
﹂
と
い
う
表
現
は
、
店
長
の
立
場
で
お
客
さ
ん
に
対
し
て
使

う
表
現
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ふ
さ
わ
し
い
表
現
に
す
る
た
め
に
、
﹁
み
な
さ
ん
﹂
の
書
き
出

し
に
続
け
て
、
一
文
で
書
き
直
し
ま
し
ょ
う
。
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四
九

２	

各
設
問
に
つ
い
て

設
問
一

⑴　

趣
旨

広
告
の
情
報
を
的
確
に
読
み
取
り
、
正
し
く
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
を
み
る
。

　

情
報
の
中
か
ら
必
要
な
事
柄
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
正
し
く
読
み
取
っ
た
上

で
第
三
者
に
正
し
く
説
明
す
る
問
題
で
あ
る
。

　

本
設
問
は
、
ち
ら
し
に
記
載
さ
れ
た
営
業
時
間
、
品
物
の
金
額
な
ど
の
情

報
を
正
し
く
読
み
取
り
、
そ
の
内
容
を
友
達
に
正
し
く
説
明
す
る
よ
う
に
設

定
し
た
。「
半
額
」「
○
％
引
き
」
と
い
っ
た
言
葉
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
や
、

目
的
や
用
途
に
応
じ
て
書
か
れ
て
い
る
情
報
を
的
確
に
読
み
取
る
こ
と
を
求

め
て
い
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
内
容
・
領
域

Ｃ　

読
む
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

イ　

目
的
や
意
図
な
ど
に
応
じ
て
、
文
章
の
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
な
が

ら
要
旨
を
と
ら
え
る
こ
と
。

エ　

書
か
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
事
象
と
感
想
、
意
見
の
関
係
を
押
さ

え
、
自
分
の
考
え
を
明
確
に
し
な
が
ら
読
む
こ
と
。

オ　

必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
に
、
効
果
的
な
読
み
方
を
工
夫
す
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

読
む
能
力

⑵　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答

選
択
肢
２　

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
は
、
ふ
だ
ん
の
一
つ
分
の
金
額
で
二
つ
買
う

こ
と
が
で
き
る
。

■
解
説

○
友
達
に
分
か
る
よ
う
に
、「
半
額
」
と
い
う
語
句
を
「
ふ
だ
ん
の
一
つ

分
の
金
額
で
二
つ
買
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
置
き
換
え
て
説
明
し
て
い

る
の
で
正
答
で
あ
る
。

⑶　

誤
答
に
つ
い
て

■
解
説

○
選
択
肢
１
は
、
ち
ら
し
上
部
に
示
さ
れ
て
い
る
営
業
時
間
に
つ
い
て
の

記
述
「
営
業
時
間　

午
前
八
時
〜
午
後
八
時
」
と
矛
盾
し
た
内
容
に
な

っ
て
い
る
の
で
誤
答
で
あ
る
。

○
選
択
肢
３
は
、「
百
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
し
て
お
り
、
全
員
が
も

ら
え
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
誤
答
で
あ
る
。

○
選
択
肢
４
は
、
ち
ら
し
上
部
に
あ
る
感
謝
セ
ー
ル
の
開
催
期
日
「
五
月

十
二
日
・
十
三
日
の
二
日
間
」
と
い
う
情
報
だ
け
で
、
毎
週
同
じ
曜
日

が
セ
ー
ル
で
あ
る
と
す
る
確
か
な
根
拠
が
な
い
の
で
誤
答
で
あ
る
。

設
問
二

⑴　

趣
旨

客
に
対
す
る
勧
誘
の
表
現
や
敬
意
表
現
を
適
切
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
を
み
る
。

　

相
手
の
立
場
を
考
え
て
、
文
章
や
内
容
を
客
観
的
に
評
価
し
、
よ
り
良
い

表
現
に
な
る
よ
う
に
推
敲こ

う

す
る
問
題
で
あ
る
。
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五
〇

　

本
設
問
は
、
店
長
の
立
場
か
ら
客
に
対
し
て
書
い
た
不
十
分
な
表
現
「
お

い
で
」
を
、
敬
意
表
現
を
意
識
し
た
勧
誘
す
る
表
現
に
書
き
換
え
る
よ
う
に

設
定
し
た
。

■
学
習
指
導
要
領
の
内
容
・
領
域

Ｂ　

書
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

オ　

表
現
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
確
か
め
た
り
工
夫
し
た
り
す
る
こ
と
。

言
語
事
項 （
第
五
・
六
学
年
）

ウ　

語
句
に
関
す
る
事
項

（
エ
）
語
感
、
言
葉
の
使
い
方
に
対
す
る
感
覚
な
ど
に
つ
い
て
関
心

を
も
つ
こ
と
。

カ　

言
葉
遣
い
に
関
す
る
事
項

（
ア
）
日
常
よ
く
使
わ
れ
る
敬
語
の
使
い
方
に
慣
れ
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

書
く
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

⑵　

正
答
に
つ
い
て

■
正
答
例

○
ぜ
ひ
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

○
ご
来
店
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
解
説

○
店
長
の
立
場
で
客
に
対
し
て
、
①
勧
誘
す
る
表
現
を
適
切
に
使
っ
て
い

る
こ
と
、
②
敬
意
表
現
を
適
切
に
使
っ
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
て
書

い
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

○
勧
誘
す
る
表
現
に
は
、「
お
い
で
」
以
外
に
も
、「
ぜ
ひ
」、「
お
越
し
」、

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
敬
意
表
現
に
は
、「
ご

（
お
）
〜
に
な
る
」、「
〜
く
だ
さ
い
」、「
〜
ま
す
」
な
ど
が
あ
る
。

⑶　

誤
答
に
つ
い
て

■
解
説

○
勧
誘
す
る
表
現
及
び
敬
意
表
現
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
も
の
は
誤
答
と

す
る
。

３	

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

⑴　

情
報
を
的
確
に
読
む

　

自
分
の
課
題
に
即
し
て
検
索
し
収
集
し
た
情
報
の
確
か
さ
な
ど
を
適
切
に

読
み
取
る
た
め
に
は
、
同
じ
目
的
や
用
途
を
も
つ
複
数
の
情
報
を
同
じ
観
点

で
比
較
し
た
り
、
評
価
し
た
り
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
こ
の
問
題
で
取

り
上
げ
た
ち
ら
し
の
よ
う
な
広
告
の
場
合
は
、
買
い
た
い
品
物
の
有
無
や
価

格
の
高
低
、
セ
ー
ル
期
間
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど
の
観
点
に
着
目
す
る
。

こ
れ
ら
の
観
点
に
基
づ
い
て
複
数
の
ち
ら
し
を
比
べ
て
読
み
取
る
こ
と
で
、

情
報
の
妥
当
性
や
信
頼
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

文
章
や
資
料
の
様
式
に
応
じ
て
読
む

　

国
語
科
指
導
の
教
材
と
し
て
、
多
様
な
文
章
や
資
料
を
用
い
る
こ
と
は
必

要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ち
ら
し
や
カ
タ
ロ
グ
、
地
図
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
説
明
書
、
招
待
状
、
作
文
や
文
集
な
ど
、
児
童
の
実
生
活
に

結
び
付
い
た
も
の
を
活
用
す
る
よ
う
に
す
る
。
文
章
や
資
料
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
様
式
に
応
じ
た
特
徴
が
存
在
す
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
押
さ
え
て
読
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

⑶　

敬
語
の
使
い
方
に
慣
れ
る

　

敬
語
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
第
五
・
六
学
年
の
指
導
内
容
で
あ
る
。
敬

語
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
、
相
手
と
自
分
と
の
関
係
を
意
識
さ
せ
な
が
ら
、

尊
敬
語
、
丁
寧
語
、
謙
譲
語
に
つ
い
て
指
導
す
る
。
ま
た
、
身
近
な
大
人
と

の
接
し
方
や
話
し
方
に
つ
い
て
も
機
会
を
と
ら
え
て
指
導
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
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五
一

Ⅲ　調 査 問 題
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五
二

小学校第 6 学年

国語 Ａ

注

意

１

先
生
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
中
を
開
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２

調
査
問
題
に
は
、
国
語
と
算
数
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
算
数

は
、
反
対
側
の
表
紙
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
国
語
の
問
題
は
１

ペ
ー
ジ
か
ら

ペ
ー
ジ
ま
で
、
算
数
の
問
題
は
１
ペ
ー
ジ
か
ら

11

８
ペ
ー
ジ
ま
で
あ
り
ま
す
。
解
答
は
、
国
語
か
ら
始
め
ま
す
。

３

問
題
用
紙
の
あ
い
て
い
る
場
所
は
、
下
書
き
や
計
算
に
使
用

し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

４

解
答
用
紙
に
は
、
国
語
の
解
答
ら
ん
の
面
と
算
数
の
解
答
ら

ん
の
面
が
あ
り
ま
す
。
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
す
べ
て
書
き
ま

し
ょ
う
。

５

解
答
用
紙
の
名
前
の
ら
ん
に
、
学
校
名
・
組
・
出
席
番
号
・
性

別
・
あ
な
た
の
名
前
(
漢
字
と
フ
リ
ガ
ナ
)
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

６

解
答
時
間
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
�

・
国
語
Ａ

分
間

20

・
算
数
Ａ

分
間

20

※
﹁
始
ま
り
﹂
や
﹁
終
わ
り
﹂
の
時
間
に
な
っ
た
ら
、
合
図
が

あ
り
ま
す
。
国
語
の
問
題
を
解
き
終
わ
っ
て
も
、
合
図
が
あ

る
ま
で
算
数
の
問
題
に
進
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

30
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五
三

小学校第 6 学年

国語 Ａ

注

意

１

先
生
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
中
を
開
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２

調
査
問
題
に
は
、
国
語
と
算
数
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
算
数

は
、
反
対
側
の
表
紙
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
国
語
の
問
題
は
１

ペ
ー
ジ
か
ら

ペ
ー
ジ
ま
で
、
算
数
の
問
題
は
１
ペ
ー
ジ
か
ら

11

８
ペ
ー
ジ
ま
で
あ
り
ま
す
。
解
答
は
、
国
語
か
ら
始
め
ま
す
。

３

問
題
用
紙
の
あ
い
て
い
る
場
所
は
、
下
書
き
や
計
算
に
使
用

し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

４

解
答
用
紙
に
は
、
国
語
の
解
答
ら
ん
の
面
と
算
数
の
解
答
ら

ん
の
面
が
あ
り
ま
す
。
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
す
べ
て
書
き
ま

し
ょ
う
。

５

解
答
用
紙
の
名
前
の
ら
ん
に
、
学
校
名
・
組
・
出
席
番
号
・
性

別
・
あ
な
た
の
名
前
(
漢
字
と
フ
リ
ガ
ナ
)
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

６

解
答
時
間
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
�

・
国
語
Ａ

分
間

20

・
算
数
Ａ

分
間

20

※
﹁
始
ま
り
﹂
や
﹁
終
わ
り
﹂
の
時
間
に
な
っ
た
ら
、
合
図
が

あ
り
ま
す
。
国
語
の
問
題
を
解
き
終
わ
っ
て
も
、
合
図
が
あ

る
ま
で
算
数
の
問
題
に
進
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

30
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五
四

１

一

次
の
⑴
か
ら
⑶
の
文
の

部
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑴

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
勝
利
に

導

く
。

⑵

話
し
合
い
を

重

ね
る
。

⑶

責
任

を
も
つ
。

小国A− 1

二

次
の
⑴
か
ら
⑶
の
文
の

部
の
ひ
ら
が
な
を
漢
字
に
直
し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑴

み
ん
な
で

き
ょ
う
り
ょ
く

す
る
。

⑵

先
生
に

そ
う
だ
ん

す
る
。

⑶

魚
を

や

く
。

小国A− 2
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五
五

１

一

次
の
⑴
か
ら
⑶
の
文
の

部
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑴

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
勝
利
に

導

く
。

⑵

話
し
合
い
を

重

ね
る
。

⑶

責
任

を
も
つ
。

小国A− 1

二

次
の
⑴
か
ら
⑶
の
文
の

部
の
ひ
ら
が
な
を
漢
字
に
直
し
て
、
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑴

み
ん
な
で

き
ょ
う
り
ょ
く

す
る
。

⑵

先
生
に

そ
う
だ
ん

す
る
。

⑶

魚
を

や

く
。

小国A− 2
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五
六

２

次
の
一
か
ら
三
の
︵

︶
に
入
る
言
葉
を
、
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番

号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

一

さ
か
上
が
り
が
で
き
な
か
っ
た
。
︵

︶
、
が
ん
ば
っ
て
練
習
し
た
。

１

だ
か
ら

２

ま
た
は

３

な
ぜ
な
ら

４

と
こ
ろ
で

二

朝
か
ら
雨
が
ふ
っ
て
い
る
。
︵

︶
、
風
も
出
て
き
た
。

１

そ
れ
と
も

２

そ
れ
で
は

３

そ
れ
に

４

あ
る
い
は

三

友
達
の
家
に
電
話
を
し
た
。
︵

︶
、
友
達
は
い
な
か
っ
た
。

１

そ
の
た
め

２

け
れ
ど
も

３

こ
の
よ
う
に

４

そ
れ
か
ら

小国A− 3

３

次
の
一
と
二
の

部
の
言
葉
は
、
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
。
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ

選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

一

今
日
、
わ
た
し
は
、
父
に
本
を
買
っ
て
き
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
か
ら
ほ
し
か
っ
た
も

の
で
す
。

１

今
日

２

父

３

本

４

買
っ
て
き
て
も
ら
っ
た
こ
と

二

人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
が
あ
る
。
自
分
の
意
見
を
お
し
通
し
て
い
や
が
ら
れ
る
の
は
そ
の

た
め
だ
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
人
の
意
見
に
従

し
た
が

っ
て
ば
か
り
で
は
つ
ま
ら
な
い
。
お
た
が
い
の
考
え

を
大
切
に
す
べ
き
だ
。
そ
れ
さ
え
で
き
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
は
お
た
が
い
を
認み

と

め
合
っ
て
話
し
合
う

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

１

人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
が
あ
る
こ
と

２

自
分
の
意
見
を
お
し
通
す
こ
と

３

人
の
意
見
に
従
う
こ
と

４

お
た
が
い
の
考
え
を
大
切
に
す
る
こ
と
�

小国A− 4
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五
七

２

次
の
一
か
ら
三
の
︵

︶
に
入
る
言
葉
を
、
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番

号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

一

さ
か
上
が
り
が
で
き
な
か
っ
た
。
︵

︶
、
が
ん
ば
っ
て
練
習
し
た
。

１

だ
か
ら

２

ま
た
は

３

な
ぜ
な
ら

４

と
こ
ろ
で

二

朝
か
ら
雨
が
ふ
っ
て
い
る
。
︵

︶
、
風
も
出
て
き
た
。

１

そ
れ
と
も

２

そ
れ
で
は

３

そ
れ
に

４

あ
る
い
は

三

友
達
の
家
に
電
話
を
し
た
。
︵

︶
、
友
達
は
い
な
か
っ
た
。

１

そ
の
た
め

２

け
れ
ど
も

３

こ
の
よ
う
に

４

そ
れ
か
ら

小国A− 3

３

次
の
一
と
二
の

部
の
言
葉
は
、
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
。
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ

選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

一

今
日
、
わ
た
し
は
、
父
に
本
を
買
っ
て
き
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
か
ら
ほ
し
か
っ
た
も

の
で
す
。

１

今
日

２

父

３

本

４

買
っ
て
き
て
も
ら
っ
た
こ
と

二

人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
が
あ
る
。
自
分
の
意
見
を
お
し
通
し
て
い
や
が
ら
れ
る
の
は
そ
の

た
め
だ
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
人
の
意
見
に
従

し
た
が

っ
て
ば
か
り
で
は
つ
ま
ら
な
い
。
お
た
が
い
の
考
え

を
大
切
に
す
べ
き
だ
。
そ
れ
さ
え
で
き
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
は
お
た
が
い
を
認み

と

め
合
っ
て
話
し
合
う

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

１

人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
が
あ
る
こ
と

２

自
分
の
意
見
を
お
し
通
す
こ
と

３

人
の
意
見
に
従
う
こ
と

４

お
た
が
い
の
考
え
を
大
切
に
す
る
こ
と
�

小国A− 4
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五
八

４

漢
字
辞
典
で
次
の
漢
字
を
調
べ
よ
う
と
思
い
ま
す
が
、
読
み
方
も
部
首
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
効
率
よ
く
調
べ

る
た
め
の
方
法
と
し
て
、
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ

の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

寿
１

部
首
さ
く
い
ん
の
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
﹁
寿
﹂
の
漢
字
を
探さ

が

す
。

２

初
め
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
順
に
め
く
っ
て
﹁
寿
﹂
の
漢
字
を
探
す
。

３

音
訓
さ
く
い
ん
の
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
﹁
ア
・
あ
﹂
か
ら
順
に
﹁
寿
﹂
の
漢
字
を
探
す
。

４

総
画
さ
く
い
ん
の
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
七
画
の
漢
字
の
中
か
ら
﹁
寿
﹂
の
漢
字
を
探
す
。

小国A− 5

５

次
の

の
中
の

部
に
は
、
二
つ
の
内
容
が
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。
﹁
ご
ん
﹂
を
主
語
に
し

て
、
二
つ
の
文
に
分
け
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

ご
ん
は
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
小
ぎ
つ
ね
で
、
し
だ
の
い
っ
ぱ
い
し
げ
っ
た
森
の
中
に
、
あ
な
を
ほ
っ
て

住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
夜
で
も
昼
で
も
、
辺
り
の
村
へ
出
て
き
て
、
い
た
ず
ら
ば
か
り
し
ま
し
た
。

︵
新に

い

美み

南な
ん

吉き
ち

﹁
ご
ん
ぎ
つ
ね
﹂
に
よ
る
︶

小国A− 6
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五
九

４

漢
字
辞
典
で
次
の
漢
字
を
調
べ
よ
う
と
思
い
ま
す
が
、
読
み
方
も
部
首
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
効
率
よ
く
調
べ

る
た
め
の
方
法
と
し
て
、
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ

の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

寿
１

部
首
さ
く
い
ん
の
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
﹁
寿
﹂
の
漢
字
を
探さ

が

す
。

２

初
め
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
順
に
め
く
っ
て
﹁
寿
﹂
の
漢
字
を
探
す
。

３

音
訓
さ
く
い
ん
の
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
﹁
ア
・
あ
﹂
か
ら
順
に
﹁
寿
﹂
の
漢
字
を
探
す
。

４

総
画
さ
く
い
ん
の
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
七
画
の
漢
字
の
中
か
ら
﹁
寿
﹂
の
漢
字
を
探
す
。

小国A− 5

５

次
の

の
中
の

部
に
は
、
二
つ
の
内
容
が
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。
﹁
ご
ん
﹂
を
主
語
に
し

て
、
二
つ
の
文
に
分
け
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

ご
ん
は
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
小
ぎ
つ
ね
で
、
し
だ
の
い
っ
ぱ
い
し
げ
っ
た
森
の
中
に
、
あ
な
を
ほ
っ
て

住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
夜
で
も
昼
で
も
、
辺
り
の
村
へ
出
て
き
て
、
い
た
ず
ら
ば
か
り
し
ま
し
た
。

︵
新に

い

美み

南な
ん

吉き
ち

﹁
ご
ん
ぎ
つ
ね
﹂
に
よ
る
︶
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六
〇

６

高
木
さ
ん
の
学
級
で
は
、
自
分
が
な
り
た
い
職
業
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
調
べ
ま
し
た
。
次
に
示
す
の
は
、
高

木
さ
ん
が
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
と
き
の
メ
モ
の
一
部
で
す
。
高
木
さ
ん
は
、
分
か
り
や
す

い
メ
モ
に
す
る
た
め
の
く
ふ
う
を
し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
く
ふ
う
を
し
て
い
る
か
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、

ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
１
か
ら
５
ま
で
の
中
か
ら
二
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

自
分
が
ケ
ー
キ
屋
に
な
り
た
い
思
い
を
中
心
に
書
い
て
い
る
。

２

下
調
べ
し
た
こ
と
と
聞
い
た
こ
と
を
合
わ
せ
て
書
い
て
い
る
。

３

話
し
て
く
れ
た
要
点
を
で
き
る
だ
け
短
く
書
い
て
い
る
。

４

話
し
て
く
れ
た
こ
と
に
対
す
る
意
見
や
感
想
を
書
い
て
い
る
。

５

内
容
が
分
か
る
よ
う
に
見
出
し
を
付
け
て
書
い
て
い
る
。

小国A− 7

○ケーキ屋さんになろうとしたきっかけ

・ケーキを作っている様子にあこがれたから。
・人を喜ばせたい。
○ケーキ屋さんになるために

・おかし作りを教えてくれる学校に通った。
○ケーキを作る喜び

・思いえがいた味になったとき。
・デザインどおりに作れたとき。
・「おいしい」と言ってもらえたとき。
○苦労していること

・新しいケーキを考え出すこと。

〈高木さんのメモ〉７

自
分
の
一
年
間
の
目
標
を
、
学
級
で
ス
ピ
ー
チ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
聞
き
手
に
分
か
り
や
す
い
話
し

方
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
１
か
ら
５
ま
で
の
中
か
ら
二
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

聞
き
手
が
話
の
内
容
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
、
間
を
お
か
ず
に
続
け
て
話
す
。

２

話
が
伝
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
聞
き
手
の
表
情
を
確
か
め
な
が
ら
話
す
。

３

聞
き
手
に
内
容
が
よ
く
伝
わ
る
よ
う
に
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
同
じ
調
子
で
話
す
。

４

聞
き
手
に
よ
く
聞
こ
え
る
よ
う
に
、
場
に
応
じ
た
声
の
大
き
さ
で
は
っ
き
り
話
す
。

５

聞
き
手
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
伝
え
た
い
の
で
、
で
き
る
限
り
早
口
で
話
す
。
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六
一

６

高
木
さ
ん
の
学
級
で
は
、
自
分
が
な
り
た
い
職
業
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
調
べ
ま
し
た
。
次
に
示
す
の
は
、
高

木
さ
ん
が
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
と
き
の
メ
モ
の
一
部
で
す
。
高
木
さ
ん
は
、
分
か
り
や
す

い
メ
モ
に
す
る
た
め
の
く
ふ
う
を
し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
く
ふ
う
を
し
て
い
る
か
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、

ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
１
か
ら
５
ま
で
の
中
か
ら
二
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

自
分
が
ケ
ー
キ
屋
に
な
り
た
い
思
い
を
中
心
に
書
い
て
い
る
。

２

下
調
べ
し
た
こ
と
と
聞
い
た
こ
と
を
合
わ
せ
て
書
い
て
い
る
。

３

話
し
て
く
れ
た
要
点
を
で
き
る
だ
け
短
く
書
い
て
い
る
。

４

話
し
て
く
れ
た
こ
と
に
対
す
る
意
見
や
感
想
を
書
い
て
い
る
。

５

内
容
が
分
か
る
よ
う
に
見
出
し
を
付
け
て
書
い
て
い
る
。

小国A− 7

○ケーキ屋さんになろうとしたきっかけ

・ケーキを作っている様子にあこがれたから。
・人を喜ばせたい。

○ケーキ屋さんになるために

・おかし作りを教えてくれる学校に通った。
○ケーキを作る喜び

・思いえがいた味になったとき。
・デザインどおりに作れたとき。
・「おいしい」と言ってもらえたとき。

○苦労していること

・新しいケーキを考え出すこと。

〈高木さんのメモ〉７

自
分
の
一
年
間
の
目
標
を
、
学
級
で
ス
ピ
ー
チ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
聞
き
手
に
分
か
り
や
す
い
話
し

方
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
１
か
ら
５
ま
で
の
中
か
ら
二
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

聞
き
手
が
話
の
内
容
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
、
間
を
お
か
ず
に
続
け
て
話
す
。

２

話
が
伝
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
聞
き
手
の
表
情
を
確
か
め
な
が
ら
話
す
。

３

聞
き
手
に
内
容
が
よ
く
伝
わ
る
よ
う
に
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
同
じ
調
子
で
話
す
。

４

聞
き
手
に
よ
く
聞
こ
え
る
よ
う
に
、
場
に
応
じ
た
声
の
大
き
さ
で
は
っ
き
り
話
す
。

５

聞
き
手
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
伝
え
た
い
の
で
、
で
き
る
限
り
早
口
で
話
す
。
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SINODA-SYO-KOKU.indd   61 07.4.27   9:19:29 PM



六
二

８

小
島
さ
ん
は
、
科
学
ク
ラ
ブ
で
﹁
べ
っ
こ
う
あ
め
作
り
﹂
を
し
て
、
そ
の
感
想
を
学
級
の
友
達
に
伝
え
ま
し

た
。
そ
の
と
き
、
作
り
方
を
分
か
り
や
す
く
教
え
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
の
で
、
Ａ
の
感
想
を
Ｂ
の
よ
う
に
、

か
じ
ょ
う
書
き
の
形
に
直
し
、
説
明
書
を
書
き
ま
し
た
。
Ａ
の
中
の
言
葉
を
使
っ
て
、
Ｂ
の
﹁
３

作
り
方
﹂

の

ア

と

イ

に
入
る
ふ
さ
わ
し
い
文
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

小国A− 9

べっこうあめを作った時の感想

科学クラブのみんなで，べっこうあめを作りました。

とてもおもしろかったです。まず，砂
さ

糖
とう

と水をなべに入

れて，わりばしでかきまぜながら，火にかけました。き

つね色になった時に，火を消しました。こげなくてよ

かったです。次に，アルミケースにたらしました。とて

もおいしそうでした。あとは，つまようじをつけてでき

上がりです。

べっこうあめは熱かったので，やけどしそうでした。

色が変わる様子にびっくりしました。…

べっこうあめの作り方

１ 材料 砂糖 100 g，水 80ml
２ 準備するもの なべ，ガスコンロ，わりばし

アルミケース，つまようじ

３ 作り方

①砂糖と水をなべに入れ，わりばしでかきまぜながら，

火にかける。

②

③

④つまようじをつける。

※注意…べっこうあめは熱くなるので，やけどをしな

いように気をつけること。

ア

イ

Ａ

Ｂ

９

次
の
文
章
は
、
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
に
つ
い
て
書
か
れ
た
説
明
文
の
終
わ
り
の
段だ

ん

落
で
す
。
こ
の
段
落
の
内
容

を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、

そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
北
海
道
か
ら
発
見
さ
れ
る
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
は
、
地
球
上
で
も
っ
と
も
南
に
い
た
ケ
ナ

ガ
マ
ン
モ
ス
た
ち
の
一
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
か
れ
ら
が
気
候
変
化
に
と
も
な
っ
て
ど
の
よ
う
に
移
動
し

て
い
た
の
か
が
、
非
常
に
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
今
、
地
球
は
、
地
球
温
暖だ

ん

化
と
い
う
大
き
な
問
題
を
か
か

え
て
い
ま
す
。
気
候
の
変
化
が
野
生
の
動
物
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
影え

い

響
き
ょ
う

を
あ
た
え
る
の
か
を
考
え
る
と

き
、
日
本
の
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
た
ち
の
資
料
は
、
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

︵
高た

か

橋は
し

啓け
い

一い
ち

﹁
日
本
の
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
﹂
に
よ
る
︶

１

北
海
道
か
ら
発
見
さ
れ
る
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
は
、
気
候
の
変
化
と
は
全
く
関
係
が
な
い
と
い
え
る
。

２

気
候
の
変
化
が
野
生
動
物
に
影
響
を
あ
た
え
た
例
と
し
て
、
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
の
資
料
は
重
要
だ
。

３

地
球
温
暖
化
の
問
題
を
考
え
る
と
き
、
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
の
資
料
は
重
要
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

４

日
本
の
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
の
発
見
は
、
マ
ン
モ
ス
の
進
化
を
研
究
す
る
の
に
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
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六
三

８

小
島
さ
ん
は
、
科
学
ク
ラ
ブ
で
﹁
べ
っ
こ
う
あ
め
作
り
﹂
を
し
て
、
そ
の
感
想
を
学
級
の
友
達
に
伝
え
ま
し

た
。
そ
の
と
き
、
作
り
方
を
分
か
り
や
す
く
教
え
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
の
で
、
Ａ
の
感
想
を
Ｂ
の
よ
う
に
、

か
じ
ょ
う
書
き
の
形
に
直
し
、
説
明
書
を
書
き
ま
し
た
。
Ａ
の
中
の
言
葉
を
使
っ
て
、
Ｂ
の
﹁
３

作
り
方
﹂

の

ア

と

イ

に
入
る
ふ
さ
わ
し
い
文
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

小国A− 9

べっこうあめを作った時の感想

科学クラブのみんなで，べっこうあめを作りました。

とてもおもしろかったです。まず，砂
さ

糖
とう

と水をなべに入

れて，わりばしでかきまぜながら，火にかけました。き

つね色になった時に，火を消しました。こげなくてよ

かったです。次に，アルミケースにたらしました。とて

もおいしそうでした。あとは，つまようじをつけてでき

上がりです。

べっこうあめは熱かったので，やけどしそうでした。

色が変わる様子にびっくりしました。…

べっこうあめの作り方

１ 材料 砂糖 100 g，水 80ml
２ 準備するもの なべ，ガスコンロ，わりばし

アルミケース，つまようじ

３ 作り方

①砂糖と水をなべに入れ，わりばしでかきまぜながら，

火にかける。

②

③

④つまようじをつける。

※注意…べっこうあめは熱くなるので，やけどをしな

いように気をつけること。

ア

イ

Ａ

Ｂ

９

次
の
文
章
は
、
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
に
つ
い
て
書
か
れ
た
説
明
文
の
終
わ
り
の
段だ

ん

落
で
す
。
こ
の
段
落
の
内
容

を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、

そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
北
海
道
か
ら
発
見
さ
れ
る
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
は
、
地
球
上
で
も
っ
と
も
南
に
い
た
ケ
ナ

ガ
マ
ン
モ
ス
た
ち
の
一
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
か
れ
ら
が
気
候
変
化
に
と
も
な
っ
て
ど
の
よ
う
に
移
動
し

て
い
た
の
か
が
、
非
常
に
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
今
、
地
球
は
、
地
球
温
暖だ

ん

化
と
い
う
大
き
な
問
題
を
か
か

え
て
い
ま
す
。
気
候
の
変
化
が
野
生
の
動
物
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
影え

い

響
き
ょ
う

を
あ
た
え
る
の
か
を
考
え
る
と

き
、
日
本
の
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
た
ち
の
資
料
は
、
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

︵
高た

か

橋は
し

啓け
い

一い
ち

﹁
日
本
の
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
﹂
に
よ
る
︶

１

北
海
道
か
ら
発
見
さ
れ
る
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
は
、
気
候
の
変
化
と
は
全
く
関
係
が
な
い
と
い
え
る
。

２

気
候
の
変
化
が
野
生
動
物
に
影
響
を
あ
た
え
た
例
と
し
て
、
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
の
資
料
は
重
要
だ
。

３

地
球
温
暖
化
の
問
題
を
考
え
る
と
き
、
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
の
資
料
は
重
要
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

４

日
本
の
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
の
発
見
は
、
マ
ン
モ
ス
の
進
化
を
研
究
す
る
の
に
重
要
な
意
味
が
あ
る
。

小国A−10

（
高
橋
啓
一
「
日
本
の
ケ
ナ
ガ
マ
ン
モ
ス
」
に
よ
る
）
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六
四

次
の
文
章
は
、
あ
る
物
語
の
一
部
で
す
。
こ
の
物
語
の
中
で
、
主
人
公
の
ロ
ー
ワ
ン
は
自
分
た
ち
の
住
ん
で

10

い
る
リ
ン
の
村
を
救
う
者
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
ロ
ー
ワ
ン
は
、
村
人
が
自
分
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
か
。
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番

号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

ロ
ー
ワ
ン
は
、
恐

き
ょ
う

怖ふ

と
孤こ

独ど
く

と
恥は

ず
か
し
さ
を
、
ど
れ
も
同
じ
く
ら
い
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
た
。
も

う
耐た

え
ら
れ
な
か
っ
た
。
村
人
た
ち
が
痛い

た

ま
し
げ
な
目
で
自
分
を
見
る
こ
と
に
、
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

だ
れ
も
が
﹁
な
ぜ
こ
の
子
な
ん
だ
？

リ
ン
の
中
で
い
ち
ば
ん
い
く
じ
の
な
い
子
な
の
に
﹂
と
思
っ
て
い

る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
運
悪
く
村
を
救
う
者
と
し
て
選
ば
れ
て
し
ま
う
な
ん
て
！

み
ん
な

を
失
望
さ
せ
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
の
に
！︵

エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ
﹃
ロ
ー
ワ
ン
と
魔ま

法
の
地
図
﹄
に
よ
る
︶

１

村
人
は
、
ぼ
く
が
一
人
で
さ
び
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
に
耐
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
見
て
い
る
。

２

村
人
は
、
村
で
い
ち
ば
ん
い
く
じ
の
な
い
ぼ
く
が
選
ば
れ
た
こ
と
を
か
わ
い
そ
う
だ
と
見
て
い
る
。

３

村
人
は
、
ぼ
く
が
困こ

ま

っ
て
い
る
村
人
を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
強
い
心
を
も
っ
て
い
る
と
見
て
い
る
。

４

村
人
は
、
ぼ
く
が
村
の
子
な
の
だ
か
ら
村
を
救
う
も
の
と
し
て
選
ば
れ
る
の
は
当
然
だ
と
見
て
い
る
。

小国A−11

（
エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ
『
ロ
ー
ワ
ン
と
魔
法
の
地
図
』
に
よ
る
）

小学校第 6 学年

国語 Ｂ

注

意

１

先
生
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
中
を
開
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２

調
査
問
題
は
、
１
ペ
ー
ジ
か
ら

ペ
ー
ジ
ま
で
あ
り
ま
す
。

16

３

問
題
に
よ
っ
て
は
、
メ
モ
ら
ん
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
使
用

し
て
も
し
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

４

解
答
用
紙
は
、
両
面
に
解
答
ら
ん
が
あ
り
ま
す
。
解
答
は
、

解
答
用
紙
に
す
べ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

５

解
答
用
紙
の
名
前
の
ら
ん
に
、
学
校
名
・
組
・
出
席
番
号
・
性

別
・
あ
な
た
の
名
前
(
漢
字
と
フ
リ
ガ
ナ
)
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

６

解
答
時
間
は
、

分
間
で
す
。
解
答
が
早
く
終
わ
っ
た
ら
、

40

よ
く
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

10
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六
五

次
の
文
章
は
、
あ
る
物
語
の
一
部
で
す
。
こ
の
物
語
の
中
で
、
主
人
公
の
ロ
ー
ワ
ン
は
自
分
た
ち
の
住
ん
で

10

い
る
リ
ン
の
村
を
救
う
者
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
ロ
ー
ワ
ン
は
、
村
人
が
自
分
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
か
。
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番

号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

ロ
ー
ワ
ン
は
、
恐

き
ょ
う

怖ふ

と
孤こ

独ど
く

と
恥は

ず
か
し
さ
を
、
ど
れ
も
同
じ
く
ら
い
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
た
。
も

う
耐た

え
ら
れ
な
か
っ
た
。
村
人
た
ち
が
痛い

た

ま
し
げ
な
目
で
自
分
を
見
る
こ
と
に
、
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

だ
れ
も
が
﹁
な
ぜ
こ
の
子
な
ん
だ
？

リ
ン
の
中
で
い
ち
ば
ん
い
く
じ
の
な
い
子
な
の
に
﹂
と
思
っ
て
い

る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
運
悪
く
村
を
救
う
者
と
し
て
選
ば
れ
て
し
ま
う
な
ん
て
！

み
ん
な

を
失
望
さ
せ
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
の
に
！︵

エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ
﹃
ロ
ー
ワ
ン
と
魔ま

法
の
地
図
﹄
に
よ
る
︶

１

村
人
は
、
ぼ
く
が
一
人
で
さ
び
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
に
耐
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
見
て
い
る
。

２

村
人
は
、
村
で
い
ち
ば
ん
い
く
じ
の
な
い
ぼ
く
が
選
ば
れ
た
こ
と
を
か
わ
い
そ
う
だ
と
見
て
い
る
。

３

村
人
は
、
ぼ
く
が
困こ

ま

っ
て
い
る
村
人
を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
強
い
心
を
も
っ
て
い
る
と
見
て
い
る
。

４

村
人
は
、
ぼ
く
が
村
の
子
な
の
だ
か
ら
村
を
救
う
も
の
と
し
て
選
ば
れ
る
の
は
当
然
だ
と
見
て
い
る
。
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小学校第 6 学年

国語 Ｂ

注

意

１

先
生
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
中
を
開
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２

調
査
問
題
は
、
１
ペ
ー
ジ
か
ら

ペ
ー
ジ
ま
で
あ
り
ま
す
。

16

３

問
題
に
よ
っ
て
は
、
メ
モ
ら
ん
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
使
用

し
て
も
し
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

４

解
答
用
紙
は
、
両
面
に
解
答
ら
ん
が
あ
り
ま
す
。
解
答
は
、

解
答
用
紙
に
す
べ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

５

解
答
用
紙
の
名
前
の
ら
ん
に
、
学
校
名
・
組
・
出
席
番
号
・
性

別
・
あ
な
た
の
名
前
(
漢
字
と
フ
リ
ガ
ナ
)
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

６

解
答
時
間
は
、

分
間
で
す
。
解
答
が
早
く
終
わ
っ
た
ら
、

40

よ
く
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
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六
六

１

次
の
記
録
は
、
六
年
生
の
大
林
さ
ん
の
学
級
で
、﹁
一
年
生
と
楽
し
く
交
流
し
よ
う
﹂
と
い
う
議
題
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
様
子
で
す
。
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

司
会

そ
れ
で
は
、
一
年
生
と
楽
し
く
交
流
す
る
た
め
の
計
画
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
遊
び
の
内
容
、

準
備
の
分
担た

ん

、
今
後
の
日
程
の
三
つ
に
つ
い
て
順
番
に
話
し
合
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
遊
び
の
内
容
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
一
年
生
と
六
年
生
が
い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
と
き
に
、
ど
ん
な
条
件
だ
っ
た
ら

よ
い
か
意
見
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

大
林

ぼ
く
は
、
一
年
生
が
喜
ぶ
た
め
に
、
人
気
が
あ
る
遊
び
を
考
え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

山
本

わ
た
し
は
、
一
年
生
が
や
り
や
す
い
よ
う
に
、
ル
ー
ル
の
簡か

ん

単
な
遊
び
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

１
司
会

そ
の
ほ
か
に
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
︵
発
言
が
な
い
の
を
確
か
め
て
︶
今
出
さ
れ
て
い
る
条
件

は
、﹁
一
年
生
に
人
気
が
あ
る
こ
と
﹂
、﹁
ル
ー
ル
が
簡
単
で
あ
る
こ
と
﹂
の
二
つ
で
す
。
こ
の
二
つ
の

条
件
に
合
っ
た
遊
び
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
話
し
合
い
を
進
め
て
も
い
い
で
す
か
。

全
員

い
い
で
す
。

２
司
会

そ
れ
で
は
、
こ
の
二
つ
の
条
件
に
合
う
遊
び
を
考
え
て
、
提
案
し
て
く
だ
さ
い
。

池
田

ぼ
く
は
、
ル
ー
ル
が
簡
単
で
、
と
っ
て
も
人
気
が
あ
る
ぶ
ら
ん
こ
で
遊
ん
だ
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

木
村

わ
た
し
は
、
一
年
生
が
よ
く
や
っ
て
い
て
、
ル
ー
ル
が
簡
単
な
お
に
ご
っ
こ
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

一
年
生
と
親
し
く
な
る
に
は
、
交
代
で
順
番
に
や
る
よ
う
な
遊
び
で
は
な
く
て
、
一
度
に
た
く
さ
ん

の
人
で
遊
べ
る
遊
び
が
い
い
か
ら
で
す
。

小国B− 1

小
松

そ
れ
だ
っ
た
ら
、
ぼ
く
は
、
長
な
わ
と
び
で
遊
ん
だ
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
一
年
生
も
休
み
時
間
に

よ
く
や
っ
て
い
て
、
特
に
む
ず
か
し
い
ル
ー
ル
も
な
く
、
み
ん
な
が
い
っ
せ
い
に
遊
べ
る
か
ら
で
す
。

３
司
会

こ
れ
ま
で
に
三
つ
の
遊
び
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
﹁
ぶ
ら
ん
こ
﹂
、
﹁
お
に
ご
っ
こ
﹂
、
﹁
長
な
わ
と

び
﹂
で
す
。
提
案
の
中
に
は
、
先
に
決
め
た
二
つ
の
条
件
以
外
の
新
し
い
条
件
も
ふ
く
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
、

ア

と
い
う
条
件
で
す
。
こ
の
条
件
を
加
え
て
話
し
合

い
を
進
め
て
も
い
い
で
す
か
。

全
員

は
い
、
い
い
で
す
。

～
︵
話
し
合
い
が
続
く
︶
～

一

３
司
会
の

ア

の
発
言
の
中
に
入
る
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

二

１
司
会
か
ら
３
司
会
ま
で
の
発
言
を
通
し
て
見
ら
れ
る
進
め
方
の
良
い
と
こ
ろ
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

(
メ
モ
︶
※
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
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六
七

１

次
の
記
録
は
、
六
年
生
の
大
林
さ
ん
の
学
級
で
、﹁
一
年
生
と
楽
し
く
交
流
し
よ
う
﹂
と
い
う
議
題
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
様
子
で
す
。
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

司
会

そ
れ
で
は
、
一
年
生
と
楽
し
く
交
流
す
る
た
め
の
計
画
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
遊
び
の
内
容
、

準
備
の
分
担た

ん

、
今
後
の
日
程
の
三
つ
に
つ
い
て
順
番
に
話
し
合
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
遊
び
の
内
容
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
一
年
生
と
六
年
生
が
い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
と
き
に
、
ど
ん
な
条
件
だ
っ
た
ら

よ
い
か
意
見
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

大
林

ぼ
く
は
、
一
年
生
が
喜
ぶ
た
め
に
、
人
気
が
あ
る
遊
び
を
考
え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

山
本

わ
た
し
は
、
一
年
生
が
や
り
や
す
い
よ
う
に
、
ル
ー
ル
の
簡か

ん

単
な
遊
び
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

１
司
会

そ
の
ほ
か
に
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
︵
発
言
が
な
い
の
を
確
か
め
て
︶
今
出
さ
れ
て
い
る
条
件

は
、﹁
一
年
生
に
人
気
が
あ
る
こ
と
﹂
、﹁
ル
ー
ル
が
簡
単
で
あ
る
こ
と
﹂
の
二
つ
で
す
。
こ
の
二
つ
の

条
件
に
合
っ
た
遊
び
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
話
し
合
い
を
進
め
て
も
い
い
で
す
か
。

全
員

い
い
で
す
。

２
司
会

そ
れ
で
は
、
こ
の
二
つ
の
条
件
に
合
う
遊
び
を
考
え
て
、
提
案
し
て
く
だ
さ
い
。

池
田

ぼ
く
は
、
ル
ー
ル
が
簡
単
で
、
と
っ
て
も
人
気
が
あ
る
ぶ
ら
ん
こ
で
遊
ん
だ
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

木
村

わ
た
し
は
、
一
年
生
が
よ
く
や
っ
て
い
て
、
ル
ー
ル
が
簡
単
な
お
に
ご
っ
こ
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

一
年
生
と
親
し
く
な
る
に
は
、
交
代
で
順
番
に
や
る
よ
う
な
遊
び
で
は
な
く
て
、
一
度
に
た
く
さ
ん

の
人
で
遊
べ
る
遊
び
が
い
い
か
ら
で
す
。

小国B− 1

小
松

そ
れ
だ
っ
た
ら
、
ぼ
く
は
、
長
な
わ
と
び
で
遊
ん
だ
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
一
年
生
も
休
み
時
間
に

よ
く
や
っ
て
い
て
、
特
に
む
ず
か
し
い
ル
ー
ル
も
な
く
、
み
ん
な
が
い
っ
せ
い
に
遊
べ
る
か
ら
で
す
。

３
司
会

こ
れ
ま
で
に
三
つ
の
遊
び
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
﹁
ぶ
ら
ん
こ
﹂
、
﹁
お
に
ご
っ
こ
﹂
、
﹁
長
な
わ
と

び
﹂
で
す
。
提
案
の
中
に
は
、
先
に
決
め
た
二
つ
の
条
件
以
外
の
新
し
い
条
件
も
ふ
く
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
、

ア

と
い
う
条
件
で
す
。
こ
の
条
件
を
加
え
て
話
し
合

い
を
進
め
て
も
い
い
で
す
か
。

全
員

は
い
、
い
い
で
す
。

～
︵
話
し
合
い
が
続
く
︶
～

一

３
司
会
の

ア

の
発
言
の
中
に
入
る
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

二

１
司
会
か
ら
３
司
会
ま
で
の
発
言
を
通
し
て
見
ら
れ
る
進
め
方
の
良
い
と
こ
ろ
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

(
メ
モ
︶
※
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
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六
八

２

川
本
さ
ん
の
学
級
で
は
、
ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
身
近
な
紙
の
問
題
を
調
べ
、
新
聞
に

ま
と
め
て
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
紙
に
つ
い
て
の
資
料
を
集
め
ま
し
た
。
次
の
資
料
を
読
ん
で
、

あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

※
段だ

ん

落
の
は
じ
め
に
あ
る
数
字
は
、
そ
の
段
落
の
番
号
を
示
し
て
い
ま
す
。

︻
資
料
１
︼

１

家
庭
や
地
域い

き

な
ど
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
ご
み
が
出
さ
れ
ま
す
。
ご
み
の
量
を
こ
れ
以
上

増
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
に
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
資
源げ

ん

と
し
て

大
切
に
使
う
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
身
近
な
紙
の
問
題
を
例
に
し
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

２

紙
は
、
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
の
中
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
産
業
や
文
化

を
支
え
る
大
事
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
は
、

生
活
用
品
と
し
て
、
ま
た
、
新
聞
や
雑
誌し

、
本
な
ど
は
、
情
報
と
知
識
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
は
ば

広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

３

一
般ぱ

ん

に
紙
は
、
﹁
紙
﹂
と
﹁
板
紙
︵
厚
手
の
紙
の
こ
と
︶
﹂
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
新
聞
、
雑
誌
、
印
刷

用
紙
、
コ
ピ
ー
用
紙
、
ノ
ー
ト
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
は
、﹁
紙
﹂
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
段
ボ
ー

ル
や
紙
箱
用
の
ボ
ー
ル
紙
な
ど
は
、
﹁
板
紙
﹂
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

４

日
本
の
紙
と
板
紙
の
生
産
量
は
、
二
〇
〇
二
年
(
平
成
十
四
年
)
に
は
、
世
界
第

ア

位
と

小国B− 3

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
国
内
で
消
費
し
て
い
ま
す
。

５

社
会
や
経
済ざ

い

の
発
展て

ん

に
と
も
な
い
、
紙
は
よ
り
多
く
の
分
野
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
新
し
く
木

か
ら
作
り
出
す
紙
だ
け
で
は
不
足
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、①

一
度
使
い
終
わ
っ
た
紙

を
古
紙
と
し
て
、
再
生
利
用
す
る
こ
と
が
世
界
的
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
紙
の
原
料
で

あ
る
森
林
を
守
る
た
め
に
も
、
古
紙
を
利
用
し
て
、
む
や
み
に
木
を
切
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

６

古
紙
に
は
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
な
ど
、
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
中

で
も
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
の
三
種
類
が
、
古
紙
の
大
部
分
を
し
め
て
い
ま
す
。

７

古
紙
の
再
生
の
方
法
と
し
て
は
、
同
じ
種
類
の
紙
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

段
ボ
ー
ル
の
古
紙
は
段
ボ
ー
ル
に
、
新
聞
紙
の
古
紙
は
新
聞
紙
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
種
類

の
古
紙
は
ひ
も
で
く
く
り
、
ま
と
め
て
回

収
し
ゅ
う

に
出
す
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま
た
、
水
に
ぬ
れ
て
い
る
と

再
生
し
に
く
く
な
っ
た
り
、
金
属
が
付
い
て
い
る
と
手
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
回
収
に

出
す
と
き
に
少
し
気
を
つ
け
る
こ
と
で
、
古
紙
の
再
生
に
役
立
つ
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

８

こ
の
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
古
紙
の
再
生
利
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
重
要

で
す
。
古
紙
を
使
っ
て
紙
を
生
産
し
、
古
紙
か
ら
で
き
た
紙
を
さ
ら
に
再
生
利
用
す
る
こ
と
で
紙
の
ご

み
を
減
ら
し
、
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。②

わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ご

み
を
減
ら
す
こ
と
を
考
え
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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六
九

２

川
本
さ
ん
の
学
級
で
は
、
ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
身
近
な
紙
の
問
題
を
調
べ
、
新
聞
に

ま
と
め
て
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
紙
に
つ
い
て
の
資
料
を
集
め
ま
し
た
。
次
の
資
料
を
読
ん
で
、

あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

※
段だ

ん

落
の
は
じ
め
に
あ
る
数
字
は
、
そ
の
段
落
の
番
号
を
示
し
て
い
ま
す
。

︻
資
料
１
︼

１

家
庭
や
地
域い

き

な
ど
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
ご
み
が
出
さ
れ
ま
す
。
ご
み
の
量
を
こ
れ
以
上

増
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
に
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
資
源げ

ん

と
し
て

大
切
に
使
う
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
身
近
な
紙
の
問
題
を
例
に
し
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

２

紙
は
、
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
の
中
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
産
業
や
文
化

を
支
え
る
大
事
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
は
、

生
活
用
品
と
し
て
、
ま
た
、
新
聞
や
雑
誌し

、
本
な
ど
は
、
情
報
と
知
識
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
は
ば

広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

３

一
般ぱ

ん

に
紙
は
、
﹁
紙
﹂
と
﹁
板
紙
︵
厚
手
の
紙
の
こ
と
︶
﹂
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
新
聞
、
雑
誌
、
印
刷

用
紙
、
コ
ピ
ー
用
紙
、
ノ
ー
ト
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
は
、﹁
紙
﹂
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
段
ボ
ー

ル
や
紙
箱
用
の
ボ
ー
ル
紙
な
ど
は
、
﹁
板
紙
﹂
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

４

日
本
の
紙
と
板
紙
の
生
産
量
は
、
二
〇
〇
二
年
(
平
成
十
四
年
)
に
は
、
世
界
第

ア

位
と

小国B− 3

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
国
内
で
消
費
し
て
い
ま
す
。

５

社
会
や
経
済ざ

い

の
発
展て

ん

に
と
も
な
い
、
紙
は
よ
り
多
く
の
分
野
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
新
し
く
木

か
ら
作
り
出
す
紙
だ
け
で
は
不
足
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、①

一
度
使
い
終
わ
っ
た
紙

を
古
紙
と
し
て
、
再
生
利
用
す
る
こ
と
が
世
界
的
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
紙
の
原
料
で

あ
る
森
林
を
守
る
た
め
に
も
、
古
紙
を
利
用
し
て
、
む
や
み
に
木
を
切
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

６

古
紙
に
は
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
な
ど
、
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
中

で
も
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
の
三
種
類
が
、
古
紙
の
大
部
分
を
し
め
て
い
ま
す
。

７

古
紙
の
再
生
の
方
法
と
し
て
は
、
同
じ
種
類
の
紙
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

段
ボ
ー
ル
の
古
紙
は
段
ボ
ー
ル
に
、
新
聞
紙
の
古
紙
は
新
聞
紙
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
種
類

の
古
紙
は
ひ
も
で
く
く
り
、
ま
と
め
て
回

収
し
ゅ
う

に
出
す
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま
た
、
水
に
ぬ
れ
て
い
る
と

再
生
し
に
く
く
な
っ
た
り
、
金
属
が
付
い
て
い
る
と
手
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
回
収
に

出
す
と
き
に
少
し
気
を
つ
け
る
こ
と
で
、
古
紙
の
再
生
に
役
立
つ
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

８

こ
の
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
古
紙
の
再
生
利
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
重
要

で
す
。
古
紙
を
使
っ
て
紙
を
生
産
し
、
古
紙
か
ら
で
き
た
紙
を
さ
ら
に
再
生
利
用
す
る
こ
と
で
紙
の
ご

み
を
減
ら
し
、
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。②

わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ご

み
を
減
ら
す
こ
と
を
考
え
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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七
〇
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【資料２】

一

資
料
２
を
も
と
に
、
資
料
１
の
第
４
段
落
の

ア

の
中
に
入
る
ふ
さ
わ
し
い
数
字
を
書
き
ま
し
ょ

う
。

二

資
料
１
の
第
５
段
落
に
、
﹁①

一
度
使
い
終
わ
っ
た
紙
を
古
紙
と
し
て
、
再
生
利
用
す
る
こ
と
が
世
界
的
に

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
﹂
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
の
で
す

か
。
そ
の
理
由
を
本
文
中
か
ら
探さ

が

し
て
、
二
つ
書
き
ま
し
ょ
う
。

(
メ
モ
︶
※
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
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七
一
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【資料２】

一

資
料
２
を
も
と
に
、
資
料
１
の
第
４
段
落
の

ア

の
中
に
入
る
ふ
さ
わ
し
い
数
字
を
書
き
ま
し
ょ

う
。

二

資
料
１
の
第
５
段
落
に
、
﹁①

一
度
使
い
終
わ
っ
た
紙
を
古
紙
と
し
て
、
再
生
利
用
す
る
こ
と
が
世
界
的
に

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
﹂
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
の
で
す

か
。
そ
の
理
由
を
本
文
中
か
ら
探さ

が

し
て
、
二
つ
書
き
ま
し
ょ
う
。

(
メ
モ
︶
※
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
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七
二

$
%

%
%

%
%

%
%

%
%

%
%

%
%

&
4

6
4

6
4

6
4

6
4

6
4

6
D

%
%

%
%

%
%

%
%

%
%

%
%

%
F

三

川
本
さ
ん
は
、
資
料
を
読
ん
だ
あ
と
、
次
の
﹁
地
球
わ
く
わ
く
新
聞
﹂
の
記
事
の
下
書
き
を
書
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

小国B− 7

地
球わ

く
わ
く
新
聞

︽
第
二
号
︾

★
今
回
の
特
集
★

わ
た
し
た
ち
の

く
ら
し
と
ご
み

★
発
行
日

平
成
十
九
年

五
月
九
日

み
ん
な
で
気
を
つ
け
よ
う
！

★
古
紙
を
回
収
に
出
す
と
き
に
守
る
こ
と
★

学
校
や
家
庭
、
さ
ま
ざ
ま

な
と
こ
ろ
か
ら
出
さ
れ
る
ご

み
。
ご
み
の
問
題
を
こ
の
ま

ま
に
し
て
い
た
ら
大
変
で
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

古
紙
を
再
生
し
よ
う

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
同
じ
種
類
の
古
紙
は
ひ
も
で
く
く
り
、

ま
と
め
て
出
す
こ
と
。

○

イ

]]]]]]]]]]]]

]]]]]]]]]]]]]
]

]
]ごみを減らすために！

ウ

⑴

新
聞
記
事
の

イ

の
中
に
、
﹁
古
紙
を
回
収
に
出
す
と
き
に
守
る
こ
と
﹂
を
さ
ら
に
も
う

一
つ
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
本
文
の
内
容
に
合
わ
せ
て
、
一
つ
目
と
同
じ
よ
う
な
書
き
方
で
書
き
ま

し
ょ
う
。

(
メ
モ
︶
※
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑵

資
料
１
の
第
８
段
落
に
、
﹁②

わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
を
考
え
て
、
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹂
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
聞
記
事
の

ウ

の
中
に
、
自
分
で
も
で
き
る
ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ

な
た
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
か
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
八
十
字
以
上

百
二
十
字
以
内
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

︿
注
意
﹀

○
あ
な
た
が
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
読
ん
だ
り
、
体
験
し
た
り
し
た
こ
と
な
ど
を
も
と
に
し
て
、
具
体
的
に

書
く
こ
と
。

※
メ
モ
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
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七
三

$
%

%
%

%
%

%
%

%
%

%
%

%
%

&
4

6
4

6
4

6
4

6
4

6
4

6
D

%
%

%
%

%
%

%
%

%
%

%
%

%
F

三

川
本
さ
ん
は
、
資
料
を
読
ん
だ
あ
と
、
次
の
﹁
地
球
わ
く
わ
く
新
聞
﹂
の
記
事
の
下
書
き
を
書
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

小国B− 7

地
球わ

く
わ
く
新
聞

︽
第
二
号
︾

★
今
回
の
特
集
★

わ
た
し
た
ち
の

く
ら
し
と
ご
み

★
発
行
日

平
成
十
九
年

五
月
九
日

み
ん
な
で
気
を
つ
け
よ
う
！

★
古
紙
を
回
収
に
出
す
と
き
に
守
る
こ
と
★

学
校
や
家
庭
、
さ
ま
ざ
ま

な
と
こ
ろ
か
ら
出
さ
れ
る
ご

み
。
ご
み
の
問
題
を
こ
の
ま

ま
に
し
て
い
た
ら
大
変
で
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

古
紙
を
再
生
し
よ
う

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
同
じ
種
類
の
古
紙
は
ひ
も
で
く
く
り
、

ま
と
め
て
出
す
こ
と
。

○

イ

]]]]]]]]]]]]

]]]]]]]]]]]]]
]

]
]ごみを減らすために！

ウ

⑴

新
聞
記
事
の

イ

の
中
に
、
﹁
古
紙
を
回
収
に
出
す
と
き
に
守
る
こ
と
﹂
を
さ
ら
に
も
う

一
つ
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
本
文
の
内
容
に
合
わ
せ
て
、
一
つ
目
と
同
じ
よ
う
な
書
き
方
で
書
き
ま

し
ょ
う
。

(
メ
モ
︶
※
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑵

資
料
１
の
第
８
段
落
に
、
﹁②

わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
を
考
え
て
、
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹂
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
聞
記
事
の

ウ

の
中
に
、
自
分
で
も
で
き
る
ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ

な
た
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
か
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
八
十
字
以
上

百
二
十
字
以
内
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

︿
注
意
﹀

○
あ
な
た
が
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
読
ん
だ
り
、
体
験
し
た
り
し
た
こ
と
な
ど
を
も
と
に
し
て
、
具
体
的
に

書
く
こ
と
。

※
メ
モ
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
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七
四

120字 80字

(
メ
モ
︶
※
左
の
原
稿こ

う

用
紙
は
、
下
書
き
用
な
の
で
、
使
っ
て
も
使
わ
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書

き
ま
し
ょ
う
。
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問
題
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
。
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七
五

120字 80字

(
メ
モ
︶
※
左
の
原
稿こ

う

用
紙
は
、
下
書
き
用
な
の
で
、
使
っ
て
も
使
わ
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書

き
ま
し
ょ
う
。

小国B− 9

問
題
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
。
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七
六

３

中
川
さ
ん
の
学
級
で
は
、
夏
休
み
に
読
ん
だ
本
の
中
で
心
に
残
っ
た
も
の
を
感
想
文
に
書
き
、
図
書
新
聞
に

の
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
先
生
が
、
感
想
文
の
書
き
方
の
勉
強
に
な
る
よ
う
に
二
人
の
感
想
文
を
し
ょ
う
か

い
し
ま
し
た
。
同
じ
本
に
つ
い
て
書
い
た
二
人
の
感
想
文
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

小国B−11
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主人公あゆみの印象的な言葉。「いつもそばに

いていっしょに行動することだけが友達じゃない。

ときにはきょりを置き，友達を見守ることが大切

だ。」わたしは，この本を読んで，はげまされ，勇

気をもらいました。

あゆみは，親友とささいなことでけんかをしま

す。少しずつ二人の心ははなれてしまい，落ちこ

んでいきます。そんなとき，全く気が合わないと

決めつけていた別の友達が，「気にしすぎだよ。

そのうち，仲良くなれるよ。」と声をかけてきまし

た。話すことが少なかった友達が，声をかけてく

れたことで，あゆみは元気づけられ，前向きな気

持ちになれたのでした。

わたしは，この本と出会ってから，いろいろな

人と広くかかわることができるようになりました。

少しのけんかは気にせずに，できるだけ多くの友

達をつくろうと思います。この本に出会うことが

できて，本当によかったです。

＜青木さんが書いた感想文＞

先
生
は
、
こ
の
二
人
の
感
想
文
は
ど
ち
ら
も
良
い
書
き
方
だ
と
み
ん
な
に
し
ょ
う
か
い
し
ま
し
た
。
二
人

に
共
通
す
る
良
い
書
き
方
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
二
つ
書
き
ま
し
ょ
う
。

※
メ
モ
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
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＜高橋さんが書いた感想文＞

わたしは，「相手のきげんをとったり，合わせた

りするのは，本当の友達とはいえない。」という主

人公あゆみの言葉をうまく受け入れられません。

この本を読んで，人と人とがつながることのむず

かしさを改めて考えました。

あゆみは，親友とうまくいかなくなったとき，

今までとはちがう見方をしました。少しずつはな

れていく関係になやみながらも，新しく友達との

関係をつくることができました。いつまでも考え

こまず，気持ちを切りかえるようにしたのです。

あゆみは自分にとって本当の友達とは何かという

ことの答えを見つけたのです。

わたしも，あゆみと同じような体験をしたこと

があるのですが，うまくいきませんでした。広く

人とかかわり，新しく友達を見つけていくことは

大事です。だからといって，すぐに気持ちを切り

かえるのはかんたんではありません。これからも，

人と人とのつながりについて，考えていきたいと

思います。
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七
七

３

中
川
さ
ん
の
学
級
で
は
、
夏
休
み
に
読
ん
だ
本
の
中
で
心
に
残
っ
た
も
の
を
感
想
文
に
書
き
、
図
書
新
聞
に

の
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
先
生
が
、
感
想
文
の
書
き
方
の
勉
強
に
な
る
よ
う
に
二
人
の
感
想
文
を
し
ょ
う
か

い
し
ま
し
た
。
同
じ
本
に
つ
い
て
書
い
た
二
人
の
感
想
文
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。
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主人公あゆみの印象的な言葉。「いつもそばに

いていっしょに行動することだけが友達じゃない。

ときにはきょりを置き，友達を見守ることが大切

だ。」わたしは，この本を読んで，はげまされ，勇

気をもらいました。

あゆみは，親友とささいなことでけんかをしま

す。少しずつ二人の心ははなれてしまい，落ちこ

んでいきます。そんなとき，全く気が合わないと

決めつけていた別の友達が，「気にしすぎだよ。

そのうち，仲良くなれるよ。」と声をかけてきまし

た。話すことが少なかった友達が，声をかけてく

れたことで，あゆみは元気づけられ，前向きな気

持ちになれたのでした。

わたしは，この本と出会ってから，いろいろな

人と広くかかわることができるようになりました。

少しのけんかは気にせずに，できるだけ多くの友

達をつくろうと思います。この本に出会うことが

できて，本当によかったです。

＜青木さんが書いた感想文＞

先
生
は
、
こ
の
二
人
の
感
想
文
は
ど
ち
ら
も
良
い
書
き
方
だ
と
み
ん
な
に
し
ょ
う
か
い
し
ま
し
た
。
二
人

に
共
通
す
る
良
い
書
き
方
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
二
つ
書
き
ま
し
ょ
う
。

※
メ
モ
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
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＜高橋さんが書いた感想文＞

わたしは，「相手のきげんをとったり，合わせた

りするのは，本当の友達とはいえない。」という主

人公あゆみの言葉をうまく受け入れられません。

この本を読んで，人と人とがつながることのむず

かしさを改めて考えました。

あゆみは，親友とうまくいかなくなったとき，

今までとはちがう見方をしました。少しずつはな

れていく関係になやみながらも，新しく友達との

関係をつくることができました。いつまでも考え

こまず，気持ちを切りかえるようにしたのです。

あゆみは自分にとって本当の友達とは何かという

ことの答えを見つけたのです。

わたしも，あゆみと同じような体験をしたこと

があるのですが，うまくいきませんでした。広く

人とかかわり，新しく友達を見つけていくことは

大事です。だからといって，すぐに気持ちを切り

かえるのはかんたんではありません。これからも，

人と人とのつながりについて，考えていきたいと

思います。
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七
八

(
メ
モ
︶
※
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

小国B−13

問
題
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
。

小国B−14
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モ
︶
※
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
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問
題
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
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八
〇

４

次
は
、
今
村
さ
ん
の
家
に
配
ら
れ
た
お
店
の
ち
ら
し
で
す
。
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

小国B−15

-........................./
>
>スーパーマーケット★まちかど★>

>
=.........................?

営業時間 午前８時〜午後８時

お客様感謝セール
５月12日(土)・13日(日)の２日間��

セール期間中（12日・13日とも）

食パンを100名様にプレゼント

みなさん、おいで

いちご１パック

(お一人様１パック限り)

30％引き294h

コロッケ

１個70円が

２個で100h

サンドイッチ

半額

ショートケーキ

20％引き
クリームパン

150円が98h

おにぎり

110円が80h

(消費税込
こ

み)

一

今
村
さ
ん
は
、
こ
の
お
店
の
ち
ら
し
の
内
容
を
友
達
に
説
明
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
説
明
と
し
て
、

ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

こ
の
お
店
は
、
夜
九
時
に
行
っ
て
も
買
い
物
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
は
、
ふ
だ
ん
の
一
つ
分
の
金
額
で
二
つ
買
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

セ
ー
ル
期
間
中
、
お
客
様
全
員
が
必
ず
食
パ
ン
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

４

お
客
様
感
謝
セ
ー
ル
は
、
毎
週
土
曜
日
と
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
。

二

ち
ら
し
の
中
に
あ
る
﹁
み
な
さ
ん
、
お
い
で
﹂
と
い
う
表
現
は
、
店
長
の
立
場
で
お
客
さ
ん
に
対
し
て
使

う
表
現
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ふ
さ
わ
し
い
表
現
に
す
る
た
め
に
、
﹁
み
な
さ
ん
﹂
の
書
き
出

し
に
続
け
て
、
一
文
で
書
き
直
し
ま
し
ょ
う
。

小国B−16
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八
一

４

次
は
、
今
村
さ
ん
の
家
に
配
ら
れ
た
お
店
の
ち
ら
し
で
す
。
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

小国B−15

-........................./
>
>スーパーマーケット★まちかど★>

>
=.........................?

営業時間 午前８時〜午後８時

お客様感謝セール
５月12日(土)・13日(日)の２日間��

セール期間中（12日・13日とも）

食パンを100名様にプレゼント

みなさん、おいで

いちご１パック

(お一人様１パック限り)

30％引き294h

コロッケ

１個70円が

２個で100h

サンドイッチ

半額

ショートケーキ

20％引き
クリームパン

150円が98h

おにぎり

110円が80h

(消費税込
こ

み)

一

今
村
さ
ん
は
、
こ
の
お
店
の
ち
ら
し
の
内
容
を
友
達
に
説
明
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
説
明
と
し
て
、

ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

こ
の
お
店
は
、
夜
九
時
に
行
っ
て
も
買
い
物
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
は
、
ふ
だ
ん
の
一
つ
分
の
金
額
で
二
つ
買
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

セ
ー
ル
期
間
中
、
お
客
様
全
員
が
必
ず
食
パ
ン
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

４

お
客
様
感
謝
セ
ー
ル
は
、
毎
週
土
曜
日
と
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
。

二

ち
ら
し
の
中
に
あ
る
﹁
み
な
さ
ん
、
お
い
で
﹂
と
い
う
表
現
は
、
店
長
の
立
場
で
お
客
さ
ん
に
対
し
て
使

う
表
現
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ふ
さ
わ
し
い
表
現
に
す
る
た
め
に
、
﹁
み
な
さ
ん
﹂
の
書
き
出

し
に
続
け
て
、
一
文
で
書
き
直
し
ま
し
ょ
う
。
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八
三

解 答 用 紙
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八
四
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八
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正 答
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八
八

1　

一　

⑴　

み
ち
び
（
く
）

⑵　

か
さ
（
ね
る
）

⑶　

せ
き
に
ん

二　

⑴　

協
力

⑵　

相
談

⑶　

焼
（
く
）

2　

一　

１

二　

３

三　

２

3　

一　

３

二　

４

4	

４

5	

（
例
）	

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
小
ぎ
つ
ね
で
し
た
。

し
だ
の
い
っ
ぱ
い
し
げ
っ
た
森
の
中
に
、
あ
な
を
ほ
っ
て
住
ん

で
い
ま
し
た
。

6	

３
、
５

7	

２
、
４

8	

（
例
）
ア　
　
（
さ
と
う
水
が
）
き
つ
ね
色
に
な
っ
た
時
に
、
火
を
消
す
。

イ　
　

ア
ル
ミ
ケ
ー
ス
に
た
ら
す
。

9	

２

�	

２

1　

一　

（
例
）　

一
度
に
た
く
さ
ん
の
人
で
遊
べ
る
こ
と

二　

（
例
１
）
出
さ
れ
た
意
見
を
ま
と
め
、
条
件
に
合
わ
せ
て
話
し
合
い
を

進
め
て
い
る
。

（
例
２
）
話
し
合
う
内
容
を
示
し
、
そ
の
内
容
で
話
し
合
い
を
進
め
て

い
い
か
を
確
か
め
て
い
る
。

2　

一　
　

三

二　

（
例
）
新
し
く
木
か
ら
作
り
出
す
紙
だ
け
で
は
不
足
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
か
ら
。

紙
の
原
料
で
あ
る
森
林
を
守
る
た
め
に
も
、
古
紙
を
利
用
し
て
、

む
や
み
に
木
を
切
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
。

三
⑴
（
例
）
水
分
を
と
っ
て
か
わ
か
し
た
り
、
金
属
を
取
り
外
し
た
り
し
て

か
ら
回
し
ゅ
う
に
出
す
こ
と
。

⑵
（
例
）
ご
み
と
し
て
す
て
る
よ
う
な
も
の
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
こ
と

が
大
切
で
す
。
店
に
行
っ
て
、
お
に
ぎ
り
を
一
個
し
か
買
わ
な
く

て
も
ふ
く
ろ
に
入
れ
て
く
れ
ま
す
が
、
そ
の
ふ
く
ろ
は
使
わ
ず
に

家
か
ら
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

3　

一　

（
例
）
自
分
の
体
験
を
も
と
に
し
た
感
想
や
意
見
、
決
意
が
明
確
で
あ

る
こ
と
。

主
人
公
の
言
葉
を
使
っ
た
り
、
物
語
の
あ
ら
す
じ
を
ま
と
め
た

り
し
て
い
る
こ
と
。

4　

一　
　

２

二　

（
例
）
ぜ
ひ
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

正
答

【
小
学
校
国
語
】
　

Ａ　

主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題

【
小
学
校
国
語
】
　

Ｂ　

主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題
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SINODA-SYO-KOKU.indd   89 07.4.27   9:20:03 PM



九
〇

1

一　

次
の
⑴
か
ら
⑶
の
文
の
「　
　

」
を
付
け
た
語
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
正
し
い
も
の
を
あ
と

の
あ
か
ら
え
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
記
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑴　

「
永
遠
」
に
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
の
「
永
遠
に
」
の
意
味
は
、

あ　

き
っ
と　
　

い　

も
っ
と　
　

う　

ず
っ
と　
　

え　

ち
ょ
っ
と

⑵　

話
し
合
い
を
「
重
ね
る
」。
の
「
重
ね
る
」
の
意
味
は
、

あ　

ま
と
め
る　
　

い　

繰
り
返
す　
　

う　

あ
き
ら
め
る　
　

え　

始
め
る

⑶　

責
任
を
【　
　

】。
の
【　
　

】
に
入
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
は
、

あ　

の
る　
　

い　

み
る　
　

う　

う
つ　
　

え　

も
つ

二　

次
の
⑴
か
ら
⑶
の
文
の
中
で
「　
　

」
と
同
じ
漢
字
で
書
く
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。
あ
と
の

あ
か
ら
う
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
ん
で
、
そ
の
記
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑴　

み
ん
な
で　

学
「
校
」
に
行
く
。

あ　

大
き
な
「
工
」
場　
　

い　

楽
し
い
旅
「
行
」　
　

う　

広
い
「
校
」
舎

⑵　

「
両
」
親　

に
相
談
す
る
。

あ　
「
両
」
手　
　

い　
「
料
」
理　
　

う　
「
漁
」
師

⑶　

朝
「
食
」
は
焼
き
魚
で
す
。

あ　
「
職
」
業　
　

い　
「
食
」
事　
　

う　
「
植
」
林

【
小
学
校
国
語
】　

Ａ　

主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題
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裏表紙の方からお読みください。
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・文部科学省「小学校学習指導要領（平成 10 年 12 月告示，平成 15 年 12 月一部改正）」

平成 16 年 1 月 20 日（改訂版）

・文部省「小学校学習指導要領解説国語編」　平成 11 年 5 月 31 日

・全国的な学力調査の実施方法等に関する専門家検討会議「全国的な学力調査の具体的
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(78) この問
もん

題
だい

は，二
ふた

人
り

の感
かん

想
そう

文
ぶん

を読
よ

み比
くら

べて，自
じ

分
ぶん

の感
かん

想
そう

文
ぶん

に生
い

か

す問
もん

題
だい

です。このように，あなたは，国
こく

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

で，２つ以
い

上
じょう

の

資
し

料
りょう

や文
ぶん

章
しょう

を比
くら

べて読
よ

んだり，調
しら

べたりしていますか。

１ している

２ どちらかといえば，している

３ どちらかといえば，していない

４ していない

児童質問紙−2124
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あなたは，今
こん

回
かい

の国
こく

語
ご

の問
もん

題
だい

について，どのように思
おも

いましたか。次
つぎ

の(76)から(78)のそれぞれについて，当
あ

てはまるものを１つずつ選
えら

んで

ください。

(76) この問
もん

題
だい

は，学
がっ

級
きゅう

やグループで司
し

会
かい

者
しゃ

となって話
はな

し合
あ

いを進
すす

め

る問
もん

題
だい

です。あなたは，国
こく

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

の中
なか

で司
し

会
かい

をすることがあり

ますか。

１ よくある

２ ときどきある

３ あまりない

４ 全
まった

くない

児童質問紙−19

(77) この問
もん

題
だい

は，目
もく

的
てき

に応
おう

じて資
し

料
りょう

を読
よ

み，分
わ

かったことや考
かんが

えた

ことを書
か

く問
もん

題
だい

です。このように，あなたは国
こく

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

で資
し

料
りょう

を読
よ

み，自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えを話
はな

したり，書
か

いたりしていますか。

１ している

２ どちらかといえば，している

３ どちらかといえば，していない

４ していない

児童質問紙−20 23

SINODA-SYO-KOKU-U.indd   23 07.4.27   9:23:39 PM



あなたは，今
こん

回
かい

の国
こく

語
ご

の問
もん

題
だい

について，どのように思
おも

いましたか。次
つぎ

の(76)から(78)のそれぞれについて，当
あ

てはまるものを１つずつ選
えら

んで

ください。

(76) この問
もん

題
だい

は，学
がっ

級
きゅう

やグループで司
し

会
かい

者
しゃ

となって話
はな

し合
あ

いを進
すす

め

る問
もん

題
だい

です。あなたは，国
こく

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

の中
なか

で司
し

会
かい

をすることがあり

ますか。

１ よくある

２ ときどきある

３ あまりない

４ 全
まった

くない

児童質問紙−19

(77) この問
もん

題
だい

は，目
もく

的
てき

に応
おう

じて資
し

料
りょう

を読
よ

み，分
わ

かったことや考
かんが

えた

ことを書
か

く問
もん

題
だい

です。このように，あなたは国
こく

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

で資
し

料
りょう

を読
よ

み，自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えを話
はな

したり，書
か

いたりしていますか。

１ している

２ どちらかといえば，している

３ どちらかといえば，していない

４ していない

児童質問紙−2022
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当てはまる どちらかと

いえば，当

てはまる

どちらかと

いえば，当

てはまらな

い

当てはまら

ない

13 あなたは，国
こく

語
ご

についてどのように思
おも

っていますか。当
あ

てはまる

ものを右
みぎ

の１から４の中
なか

から１つずつ選
えら

んでください。

(68) 国
こく

語
ご

の勉
べん

強
きょう

は好
す

きだ １ ２ ３ ４

(69) 国
こく

語
ご

の勉
べん

強
きょう

は大
たい

切
せつ

だ １ ２ ３ ４

(70) 国
こく

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

の内
ない

容
よう

はよく分
わ

か

る １ ２ ３ ４

(71) 読
どく

書
しょ

は好
す

きだ １ ２ ３ ４

(72) 新
あたら

しく習
なら

った漢
かん

字
じ

を実
じっ

際
さい

の生
せい

活
かつ

で使
つか

おうとしている １ ２ ３ ４

(73) 相
あい

手
て

や場
ば

面
めん

に応
おう

じた言
こと

葉
ば

づかい

に気
き

をつけている １ ２ ３ ４

(74) 国
こく

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

で学
がく

習
しゅう

したことは，

将
しょう

来
らい

，社
しゃ

会
かい

に出
で

たときに役
やく

に立
た

つと思
おも

う １ ２ ３ ４

児童質問紙−17

(75) 国
こく

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

で，絵
え

や写
しゃ

真
しん

，図
ず

や表
ひょう

，グラフなどを使
つか

って，文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んだり，書
か

いたりしていますか。

１ している

２ どちらかといえば，している

３ どちらかといえば，していない

４ していない

児童質問紙−18 21
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当てはまる どちらかと

いえば，当

てはまる

どちらかと

いえば，当

てはまらな

い

当てはまら

ない

13 あなたは，国
こく

語
ご

についてどのように思
おも

っていますか。当
あ

てはまる

ものを右
みぎ

の１から４の中
なか

から１つずつ選
えら

んでください。

(68) 国
こく

語
ご

の勉
べん

強
きょう

は好
す

きだ １ ２ ３ ４

(69) 国
こく

語
ご

の勉
べん

強
きょう

は大
たい

切
せつ

だ １ ２ ３ ４

(70) 国
こく

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

の内
ない

容
よう

はよく分
わ

か

る １ ２ ３ ４

(71) 読
どく

書
しょ

は好
す

きだ １ ２ ３ ４

(72) 新
あたら

しく習
なら

った漢
かん

字
じ

を実
じっ

際
さい

の生
せい

活
かつ

で使
つか

おうとしている １ ２ ３ ４

(73) 相
あい

手
て

や場
ば

面
めん

に応
おう

じた言
こと

葉
ば

づかい

に気
き

をつけている １ ２ ３ ４

(74) 国
こく

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

で学
がく

習
しゅう

したことは，

将
しょう

来
らい

，社
しゃ

会
かい

に出
で

たときに役
やく

に立
た

つと思
おも

う １ ２ ３ ４

児童質問紙−17

(75) 国
こく

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

で，絵
え

や写
しゃ

真
しん

，図
ず

や表
ひょう

，グラフなどを使
つか

って，文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んだり，書
か

いたりしていますか。

１ している

２ どちらかといえば，している

３ どちらかといえば，していない

４ していない

児童質問紙−1820
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３　質問紙調査項目
	 （教科関連部分）
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18

問題番号 解  答  類  型 類型番号

1 一
⑴

・うと解答しているもの １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

一
⑵

・いと解答しているもの １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

一
⑶

・えと解答しているもの １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二
⑴

・うと解答しているもの １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二
⑵

・あと解答しているもの １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二
⑶

・いと解答しているもの １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

　解答類型　［点字問題部分］
　【小学校国語】　Ａ　主として｢知識｣に関する問題

	 ◎  …  解答として求める条件をすべて満たしている正答
	 ○  …  設問の趣旨に即し必要最小限の条件を満たしている正答
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解 答 類 型

点字問題部分

SINODA-SYO-KOKU-U.indd   17 07.4.27   9:23:37 PM



16

SINODA-SYO-KOKU-U.indd   16 07.4.27   9:23:37 PM



15

問題番号 解  答  類  型 類型番号

4 一 ・１と解答しているもの １

・２と解答しているもの ２◎

・３と解答しているもの ３

・４と解答しているもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 （正答の条件）
　次の条件を満たして，ちらしの言葉を書いている。
①客に対して勧誘する表現を適切に使っていること
②客に対する敬意表現を適切に使っていること

（正答例）
・ぜひ，おいでください。
・ご来店を心よりお待ちしております。

・条件①，②のいずれも満たして解答しているもの １◎

・条件①，②のいずれかを満たして解答しているもの ２

・条件①，②のいずれも満たさないで解答しているもの ３

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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14

問題番号 解  答  類  型 類型番号

三
⑵

（正答の条件）
　次の条件を満たして，ごみを減らす取り組みを書いている。
①（自分の体験や見聞等を基にした）ごみを減らす具体的な取り組みが明確であること
②80字以上120字以内で記述していること

（正答例）
・ごみとしてすてるようなものをできるだけ減らすことが大切です。店に行って，おにぎ

りを一個しか買わなくてもふくろに入れてくれますが，そのふくろは使わずに家からバ
ッグを持っていくようにしたいものです。（97字）

・条件①，②のいずれも満たして解答しているもの １◎

・条件①は満たしているが，条件②は満たさないで解答しているもの ２

・条件①は満たしていないが，条件②は満たして解答しているもの ３

・条件①，②のいずれも満たさないで解答しているもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

3 一 （正答の条件）
　次の条件などを満たして，二人に共通する書き方の良いところを書いている。
①自分の生活体験や思いなどを結びつけた感想や意見，決意が明確であること
②本の引用や要約をしていること
③段落構成（三段落）や言葉の使い方（現在形・過去形）を工夫していること

（正答例）
・自分の体験をもとにした感想や意見，決意が明確であること。
・主人公の言葉を使ったり，物語のあらすじをまとめたりしていること。
・第一段落には心に残った主人公の言葉，第二段落には話のあらすじ，第三段落には自分

の考えを中心にまとめるなど，三段落構成で書いていること。

⑴ ・条件①，②，③などの複数を満たすか，いずれかを満たして解答しているもの １◎

一
つ
目

・条件①，②，③などを満たさないで解答しているもの ２

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

⑵ （二つ目が正答になる条件）
　一つ目と同じ条件を取り上げてもよいが，全く同じような内容ではないこととする。同
じような内容と判断するものは，類型２とする。二

つ
目 ・条件①，②，③などの複数を満たすか，いずれかを満たして解答しているもの １◎

・条件①，②，③などを満たさないで解答しているもの ２

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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13

問題番号 解  答  類  型 類型番号

2 一 ・三（３）と解答しているもの １◎

・三（３）ではない数字を解答しているもの ２

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 （正答の条件）
　次の条件を満たして，２つの理由を書いている。
①（社会や経済の発展にともない，紙がより多くの分野で使われるようになり，）新しく

木から作り出す紙だけでは不足するようになってきたこと
②（紙の原料である）森林を守るためにも，（古紙を利用して，）むやみに木を切ること 

がないようにする必要があること

（正答例）
・理由１「新しく木から作り出す紙だけでは不足するようになってきているから。」，

理由２「紙の原料である森林を守るためにも，古紙を利用して，むやみに木を切ること 
がないようにする必要があるから。」 

・条件①，②のいずれも満たして解答しているもの １◎

・条件①は満たしているが，条件②は満たさないで解答しているもの ２

・条件①は満たしていないが，条件②は満たして解答しているもの ３

・条件①，②のいずれも満たさないで解答しているもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

三
⑴

（正答の条件）
・次の条件を満たして，古紙を回収に出すときに守ることを書いている。
①古紙は，（水にぬれていると再生しにくくなるので）かわかしてから回収に出すこと
②（紙に付いている）金属を取り外してから回収に出すこと

（正答例）
・水分をとってかわかしたり，金属を取り外したりしてから回しゅうに出すこと。

・条件①，②のいずれも満たして解答しているもの １◎

・条件①，②のいずれかを満たして解答しているもの ２○

・条件①，②のいずれも満たさないで解答しているもの ３

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

SINODA-SYO-KOKU-U.indd   13 07.4.27   9:23:37 PM



12

問題番号 解  答  類  型 類型番号

1 一 （正答の条件）
　次の条件を満たして，司会者の発言した言葉を書いている。
①同じ時間や場で遊べること＜時間，場＞
②多人数で遊べること＜人数＞

（正答例）
・一度にたくさんの人で遊べること
・みんなでいっせいに遊べること
・たくさんの人で遊べること

・条件①，②のいずれも満たすか，いずれかを満たして解答しているもの １◎

・条件①，②のいずれも満たさないで解答しているもの ２

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 （正答の条件）
　次の条件を満たして，司会者の進め方の良いところを書いている。
①話し合いの流れに沿って，発言を整理したりまとめたりしている
②次に話し合う内容を示し，合意を得て進行している

（正答例）
・出された意見をまとめ，条件に合わせて話し合いを進めている。
・話し合う内容を示し，その内容で話し合いを進めていいかを確かめている。
・条件に合わせて意見をまとめ，次に話し合う内容を示すとともに，その内容で話し合い

を進めていいかを確かめながら進行している。

・条件①，②のいずれも満たすか，いずれかを満たして解答しているもの １◎

・条件①，②のいずれも満たすか，いずれかを満たしているもののうち，該当する発言の
一部だけを抜き出すことで解答しているもの

（例）
・「今出されている条件は，『一年生に…』，『ルールが…』の二つです」（と言っている。）
・「話し合いを進めていいですか｣（とみんなに聞いている。）

２○

・条件①，②のいずれも満たしていないもの ３

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

　解答類型
　【小学校国語】　Ｂ　主として｢活用｣に関する問題

	 ◎  …  解答として求める条件をすべて満たしている正答
	 ○  …  設問の趣旨に即し必要最小限の条件を満たしている正答
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解 答 類 型

Ｂ　主として「活用」に関する問題
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�

問題番号 解  答  類  型 類型番号

7 ・２と４と解答しているもの １◎

・２と解答しているが，４と解答していないもの ２

・２と解答していないが，４と解答しているもの ３

・２と４のいずれも解答していないもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

8 （正答の条件）
　次の条件を満たして，箇条書きで書いている。
①ア「（砂糖水が）きつね色になった時に，火を消す」
②イ「アルミケースにたらす」

（正答例）
・「きつね色になった時に，火を消す。」，「アルミケースにたらす。｣

・条件①，②のいずれも満たして解答しているもの １◎

・条件①は満たしているが，条件②は満たさないで解答しているもの ２

・条件①は満たしていないが，条件②は満たして解答しているもの ３

・条件①，②のいずれも満たさないで解答しているもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

9 ・１と解答しているもの １

・２と解答しているもの ２◎

・３と解答しているもの ３

・４と解答しているもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

� ・１と解答しているもの １

・２と解答しているもの ２◎

・３と解答しているもの ３

・４と解答しているもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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問題番号 解  答  類  型 類型番号

二 ・１と解答しているもの １

・２と解答しているもの ２

・３と解答しているもの ３

・４と解答しているもの ４◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

4 ・１と解答しているもの １

・２と解答しているもの ２

・３と解答しているもの ３

・４と解答しているもの ４◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

5 （正答の条件）
　次の条件を満たして、二文に分けて書いている。
①「（ごんは，）ひとりぼっちの小ぎつねでした。」
②「（ごんは，）しだのいっぱいしげった森の中に，あなをほって住んでいました。」

（正答例）
・「ひとりぼっちの小ぎつねでした。」「しだのいっぱいしげった森の中に，あなをほって 

住んでいました。」

・条件①，②のいずれも満たして解答しているもの １◎

・条件①は満たしているが，条件②は満たさないで解答しているもの ２

・条件①は満たしていないが，条件②は満たして解答しているもの ３

・条件①，②のいずれも満たさないで解答しているもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

6 ・３と５と解答しているもの １◎

・３と解答しているが，５と解答していないもの ２

・３と解答していないが，５と解答しているもの ３

・３と５のいずれも解答していないもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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問題番号 解  答  類  型 類型番号

二
⑶

・「焼」と解答しているもの １◎

・「焼」と解答していないもの ２

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

2 一 ・１と解答しているもの １◎

・２と解答しているもの ２

・３と解答しているもの ３

・４と解答しているもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 ・１と解答しているもの １

・２と解答しているもの ２

・３と解答しているもの ３◎

・４と解答しているもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

三 ・１と解答しているもの １

・２と解答しているもの ２◎

・３と解答しているもの ３

・４と解答しているもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

3 一 ・１と解答しているもの １

・２と解答しているもの ２

・３と解答しているもの ３◎

・４と解答しているもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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問題番号 解  答  類  型 類型番号

1 一
⑴

・「みちび」と解答しているもの １◎

・「みちび」と解答していないもの ２

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

一
⑵

・「かさ」と解答しているもの １◎

・「かさ」と解答していないもの ２

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

一
⑶

・「せきにん」と解答しているもの １◎

・「せき」と解答しているが，「にん」と解答していないもの ２

・「せき」と解答していないが，「にん」と解答しているもの ３

・「せきにん」と解答していないもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二
⑴

・「協力」と解答しているもの １◎

・「協」と解答しているが，「力」と解答していないもの ２

・「協」と解答していないが，「力」と解答しているもの ３

・「協力」と解答していないもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二
⑵

・「相談」と解答しているもの １◎

・「相」と解答しているが，「談」と解答していないもの ２

・「相」と解答していないが，「談」と解答しているもの ３

・「相談」と解答していないもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

　解答類型
　【小学校国語】　Ａ　主として｢知識｣に関する問題

	 ◎  …  解答として求める条件をすべて満たしている正答
	 ○  …  設問の趣旨に即し必要最小限の条件を満たしている正答
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２　解 答 類 型

Ａ　主として「知識」に関する問題
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問
題
番
号

問
題
の
概
要

出
題
の
趣
旨

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式

話
す
こ
と

聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

言
語
事
項

国
語
へ
の

関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の

知
識･

理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

1

一 話し合いの内容を整理した司会者の
発言を書く

司会者として発言者の提案を聞
き，内容を整理する ○ ○ ○

二 司会者の進行の良いところを書く
司会者として発言者の意見や提案
を受け止め，出席者が納得いくよ
うに進行する

○ ○ ○ ○

2

一 グラフを読み取り，文章中の空欄に
適切な数字をあてはめる

文章とグラフにまとめられた事実 
を関係付けて読む ○ ○ ○

二 古紙の再生利用が重要な課題となっ
てきた理由を書く

取り上げた事実が，どのような理
由で述べられているかについて的
確に読み，その理由を要約する

○ ○ ○ ○ ○

三
⑴

古紙を回収に出すときに守ることを
新聞に書く

情報の中から必要な事柄を取り出
し，新聞の一部に注意点として書
き換える

○ ○ ○ ○ ○

三
⑵

ごみを減らすための取り組みを考え
て80字以上120字以内で書く

自分の考えを決められた字数で，
記事として具体的に提案する ○ ○ ○ ○ ○ ○

3

一
⑴ 同じ本を読んで書いた２人の感想文

から，共通する書き方の良いところ
を書く

二つの文章を比べて読み，共通す
る書き方の良さや工夫を評価し，
自分の考えとしてまとめる

○ ○ ○ ○

二
⑵ ○ ○ ○ ○

4

一 広告の情報を読み取って，正しい内
容を選択する

広告の情報を的確に読み取り，正
しく説明する

○ ○ ○

二 客に対する勧誘の表現を適切に改め
て書く

客に対する勧誘の表現や敬意表現
を適切に用いる

○ ○ ○ ○ ○

　調査問題一覧表
【小学校国語】　Ｂ　主として「活用」に関する問題
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問
題
番
号

問
題
の
概
要

出
題
の
趣
旨

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式

話
す
こ
と

聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

言
語
事
項

国
語
へ
の

関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の

知
識･

理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

1

一
⑴

漢字を読む（リーダーとして勝利に
導く）

学年別漢字配当表の当該学年まで
に配当されている漢字を正しく読
む

○ ○ ○

一
⑵ 漢字を読む（話し合いを重ねる） ○ ○ ○

一
⑶ 漢字を読む（責任をもつ） ○ ○ ○

二
⑴

漢字を書く（みんなできょうりょく
する）

当該学年の前の学年までに配当さ
れている漢字を正しく書く

○ ○ ○

二
⑵ 漢字を書く（先生にそうだんする） ○ ○ ○

二
⑶ 漢字を書く（魚をやく） ○ ○ ○

2

一 文脈に適した接続語を選択する
（順接）

文と文との意味のつながりを考え
ながら，接続語を正しく使う

○ ○ ○

二 文脈に適した接続語を選択する
（添加） ○ ○ ○

三 文脈に適した接続語を選択する
（逆接） ○ ○ ○

3

一 指示語の指し示す内容を選択する
（語句） 指示語の種類や役割を押さえた上

で , 文脈の中における働きを理解し
ている

○ ○ ○

二 指示語の指し示す内容を選択する
（内容） ○ ○ ○

4 漢字辞典の効率よい調べ方を選択す
る

調べたい事柄について，辞書を効
率よく利用する ○ ○ ○ ○

5 一文を二文に分けて書く
物語の主人公について一文で書か
れた内容を理解し，一文を二文の
構成にして書き換える

○ ○ ○ ○ ○

6 インタビューのメモの工夫を選択す
る

話の要点を聞き取り，効率よくメ
モを取る ○ ○ ○ ○

7 スピーチでの聞き手に分かりやすい
話し方を選択する

聞き手にとって分かりやすいスピ
ーチにするために大切なことを理
解している

○ ○ ○

8 べっこうあめ作りの感想を，作り方
の説明書にする

目的や様式に応じて必要な事柄を
選んで，文章を書き換える ○ ○ ○ ○

9 説明文の一部を読んで、内容に合う
ものを選択する 説明文の段落の内容をとらえる ○ ○ ○

� 物語の一部を読んで、登場人物の心
情として適切なものを選択する

物語文の登場人物の心情につい
て，表現や叙述に即して読む ○ ○ ○

　調査問題一覧表
【小学校国語】　Ａ　主として「知識」に関する問題

SINODA-SYO-KOKU-U.indd   2 07.4.27   9:23:34 PM



�

１　調査問題一覧表
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